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北海道大学大学院医学研究科 神経病態学講座精神医学分野 

 
Department of Psychiatry, Hokkaido University Graduate School of Medicine 

 

〒060-8638 札幌市北区北 15 条西 7 丁目 

TEL: 011-716-1161（内線 5973）FAX: 011-706-5081 

E-mail：tteru@med.hokudai.ac.jp（医局長：田中輝明） 

 

 
1、教室の特徴  
臨床と研究の双方を重視し、狭い専門領域にとらわれない柔軟さとバランスの良さが特徴です。医学

的・生物学的な考え方を基本に据えながらも、力動的・心理学的な見方と治療に努めています。教室は

常に活気に溢れ、研究成果も「急がずに休まずに」の精神のもと、着実に発展を遂げています。教育に

も力を入れており、これまで 400 名を越える精神科医が当教室に学び、北海道のみならず全国・世界に

進出して、精神医学の臨床と研究に大きく貢献しています。本年、教室は開講 85 周年を迎えます。歴

史と伝統を大切にしながらも、さらなる高みを目指して日々活動しています。 

 

 

 

 

 

 

2、スタッフ  
 
教 授  久住一郎 

准教授  井上 猛、朝倉 聡（保健センター所属） 

講 師  中川 伸、田中輝明（医局長） 

助 教  賀古勇輝（病棟医長）、櫻井高太郞（外来医長）、栗田紹子、橋本直樹、仲唐安哉、 

三井信幸（地域医療所属）、朴 秀賢（海外留学中）、豊巻敦人（心身相関学所属） 

医 員  清水祐輔、成田 尚（大学院生）、林下善行、小冷 碧、豊島邦義（大学院生）、 

  大久保亮（大学院生）、若槻百美（大学院生） 

 

mailto:tteru@med.hokudai.ac.jp


3、研修プログラムの概要  
 
北海道大学病院の臨床研修プログラム

を受ける場合、下記 2 コースから選択でき

ます。他院の研修プログラムを選択される

場合は、後期研修コースとなります。 

 

初期研修選択コース 

卒後 2 年目に精神科を 9-11 か月選択し、

3 年目以降は北海道内の関連基幹病院で勤

務します。2-3 年間の勤務を経て、卒後 5-6

年目以降は専門コースに移行します。 

 

後期研修コース 

2 年間の初期研修を終えて、3 年目に後期研修医として大学病院で勤務します。4 年目以降は北海道

内の関連基幹病院で勤務します。 

2-3 年間の勤務を経て、卒後 6-7 年目以降は専門コースに移行します。 

 

専門コース 

1） 大学病院に戻って、基礎・臨床研究あるいは専門研修を受けます（大学院選択可能）。 

2） 児童精神医学や司法精神医学など特定領域での専門研修を受けます。 

3） 関連基幹病院や民間病院での勤務を継続して地域医療に携わります。 

※臨床医 5 年（うち精神科医 3 年）の経験で精神保健指定医、精神科専門医の取得資格が得られます。

全面的に協力・徹底指導していますので、合格率はほぼ 100%を誇ります。 

 

 

4、研修プログラムの特徴  
 
 プライマリケアから専門的疾患に至るまで一連の研修が可能です。外来・入院患者数は国立大学病院

では最多で、開放・閉鎖病棟の 2 病棟を備え、72 床の病床数は大学病院では最大規模を誇ります。あ

らゆる年代層で豊富な症例数を経験でき、統合失調症、気分障害、てんかんなどの主要疾患について、

各分野のスペシャリストである指導教官から丁寧な個別指導が受けられます。症例カンファレンスも毎

日のように開催され、活発な議論を通じて深く学ぶことができます。また、各疾患の専門グループを数

か月毎にローテ−トすることで、全ての分野を網羅的に研修できます。リエゾン精神医学、先進的な精

神科リハビリテーション、摂食障害や発達障害など専門的な研修も可能です。特色の一つとして、「ク

ルズス」と呼ばれる勉強会が毎週通年で年間 120 時間以上も開催されています。精神医学のほぼ全てが

網羅されており、系統的に学ぶことができます。詳細につきましては、当科 HP（下記 URL）をご覧く

ださい。なお、当教室の研修プログラムは、日本精神神経学会の卒後研修プログラムのモデルとなって

います。本研修を受けることで、短期間で面接、問診、初期診断、初期治療全ての領域で、標準以上の

診療レベルに到達することが可能です。 

 

 

5、応募問い合わせ先  
 
説明会や病院見学は随時行っております。お気軽にお問い合わせください。 

担当：田中輝明（医局長） E-mail：tteru@med.hokudai.ac.jp 

URL：http://www.hucc.hokudai.ac.jp/~e20529/index.html 

Facebook：https://www.facebook.com/HUGSMpsychiatry 

 

 

 

mailto:tteru@med.hokudai.ac.jp
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北海道公立大学法人 札幌医科大学医学部 神経精神医学教室 

 
Department of Neuropsychiatry, School of Medicine, Sapporo Medical University 

 

〒060-8543 札幌市中央区南 1 条西 16 丁目 291 

TEL:  011-611-2111（代） FAX: 011-644-3041  http://npsy.sapmed.jp 

卒後臨床研修担当 橋本恵理（准教授） e-mail: ehasimot@sapmed.ac.jp 

 

 

1、教室の特徴  
本教室は研究・教育機関としての役割は勿論、北海道内の地域精神医療の中核も担っており、こ

れまで多数の優れた医師を各地域に輩出しています。また、出身大学を問わず全国各地から後期研

修医を受け入れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2、スタッフ  
 
教授  齋藤 利和（診療科長）、 

松山 清治（兼務・保健医療学部作業療法学科教授・学科長） 

准教授  橋本 恵理 

講師  鵜飼 渉（研究主任）、吉永 敏弘（外来医長）、小林 清樹 

助教  佐々木 竜二（教室長）、石井 貴男、畠山 茂樹（病棟医長） 

診療医  今井 智之（副教室長）、吉川 徹（副病棟医長）、荻原 英之、山科 聡美、角谷 陽平 

  西村 拓哉、佐藤 謙太郎、ベネデック 安理、小坂 優 

大学院生  木川 昌康、古瀬 研吾 

非常勤講師 中野 倫仁（北海道医療大学心理科学部臨床心理学科教授・学部長） 

池田 官司（北海道文教大学人間科学部作業療法学科教授）、館農 勝（札幌はな発達クリニック院長） 

精神保健福祉士 岩木 敦子、坂口 知子 

臨床心理士 米田 舞（寄附講座緩和医療学推進講座特任助教）、小笠原 雅美、谷内 早苗、常盤野 文子 

  田山 真矢、新井田 愛美 

研究員  辻野 華子 

研究補助員 小野 真奈美、神田 康代 

http://npsy.sapmed.jp/
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3、研修プログラムの概要  
 

 精神科指定医コース／精神科専門医コース／ 

精神科指定医＆専門医コース：後期研修 3 年間 

 大学院進学コース：大学院入学後 4 年間 

身分は研究生（実際は臨床医です）または大学院生

です。大学院生も附属病院での診療で給与が支給さ

れ、健康保険等にも加入でき、生活面の不安がなく、

安心して臨床業務と研究活動に取り組むことが出

来ます。 

精神保健指定医・日本精神神経学会専門医取得は、

最短で卒後満 5 年です。 

後期研修 1 年次に当教室の教室員となった上で、指

導医のもとで担当患者の主治医として研修し、精神

科疾患の診断と治療に必要な知識・技能・態度を習

得します。２年次には大学病院あるいは関連病院に

て、コンサルテーション・リエゾン等の幅広い臨床

経験を積み、精神保健指定医申請に必要な疾患の習得や、専門医取得準備を行います。本コース終了時

には指定医・各専門医資格の取得要件を満たすことになります。 

後期研修終了後は、特色のある治療や先進的医療、および教育関連病院における地域精神医療など、専

門性の高い知識・技能の習得を促し、指導医としての素養を備えられるようなシステムを整えておりま

す。 

また、大学院に入学し、研究指向の精神科医を養成するコースも用意しております。 

研修期間や研修施設については、個別の志向性に応じた希望や、家庭的事情なども考慮します。 

 

 

4、研修プログラムの特徴  
 
本施設の特徴として、比較的積極的に措置入院を受け入れており、指定医取得に必須である措置症例

の治療に関与することが可能です。また、認知症（老年精神医学会認定施設）・児童思春期などの専門

外来も開設しており、個別の指導を受けることが出来ます。更に、性同一性障害（GID クリニックを併

設）・サイマトロンを用いた修正型電気痙攣療法（mECT）・女性外来など、国内でも特色のある先進的

医療に取り組んでいます。多数の臨床心理士・精神保健福祉士が教室員として在籍しており、心理検査

や心理カウンセリング、更には社会資源などについても学ぶことができます。教室セミナー・症例報告

会・抄読会などが盛んに開催され、充分な教育を受けられます。 

大学病院および多くの関連病院には、精神保健指定医・日本精神神経学会指導医が常勤しており、後

期研修医については、指定医および専門医の最短での取得が目指せるシステムを構築しております。日

常業務においてはマンツーマンでの指導が受けられる体制となっており、また指定医レポート・専門医

試験などについては、資格既取得者による万全の指導が受けられます。 

夏季交流会をはじめ、大学病院および関連病院で勤務する医師の交流イベントも多く、関連病院勤務

中も業務内容や将来設計などに関して、随時相談をすることが出来ます。 

見学は随時受け付けております（特に総回診のある水曜日をお勧めしております。数日間の見学も可能）。

下記までお気軽にお申込みください。教室員一同、心よりお待ちしております。 

 

 

5、応募問い合わせ先  
橋本 恵理（准教授） e-mail: ehasimot@sapmed.ac.jp 

TEL: 011-611-2111（代） FAX: 011-644-3041 

ホームページ http://npsy.sapmed.jp/もご覧ください。 
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弘前大学大学院医学研究科 神経精神医学講座 

 
Department of Neuropsychiatry, Hirosaki University Graduate School of Medicine 

 

〒036-8562 青森県弘前市在府町 5 番地 

TEL: 0172-39-5066 FAX: 0172-39-5067 

卒後研修係（問い合わせ先）：斉藤 まなぶ （神経精神医学講座 講師・医局長） 

E-mail: smanabu@cc.hirosaki-u.ac.jp 

 

 

1、教室の特徴  
 

指導医（スタッフ）紹介 

コース長 

中村 和彦（神経精神医学講座・教授） 

香川医科大学卒業 

香川医科大学大学院医学研究科修了 

 

【資格名】 

日本精神神経学会精神科専門医・指導医 

精神保健指定医、日本児童青年精神医学会認定医 

 

精神疾患は「五大疾病」のひとつになり、国民に広く関わる疾患として重点的な対策が必要とさ

れています。私どもはすべてに対応できる精神科医をつくるプログラムを作りました。 

精神科の分野は、統合失調症、うつ病、不登校の問題を抱える子ども、発達障害、やせ症、パニ

ック障害、認知症など疾患は多彩です。治療はエビデンスベースドの薬物療法、精神療法などが確

立しつつ、研究も、心理学、遺伝子、画像、精神疾患モデル動物など様々です。このプログラムで

は精神科指定医、精神科専門医を取得します。そして 4 年後は精神科医として独り立ちできる臨床

能力がつきます。日本では児童精神科認定医が 200 人ほどで不足している状況です（現在精神科の

主任教授で児童精神科認定医を持っているのは私を含めて 3 人です）。子どもの精神科に興味ある

方は児童精神科医養成コースで、児童精神科の認定医も目指してください。さらに研究に興味のあ

る方は同時に大学院に入学して頂ければ、4 年間で博士が取得できます。 

 

2、スタッフ  
 
古郡 規雄（神経精神医学講座・准教授,診療教授） 

【資格名】日本精神神経学会精神科専門医/指導医、精神保健指定医、日本臨床薬理学会専門 

医/指導医、日本臨床精神神経薬理学会専門医/指導医 

 

斉藤 まなぶ（神経精神医学講座・講師） 

【資格名】日本精神神経学会精神科専門医、精神保健指定医、臨床精神神経薬理学会専門医 

 

菅原 典夫（神経精神医学講座・講師） 

【資格名】日本医師会認定産業医、精神保健指定医 

 

橋本 浩二郎（神経科精神科・助手） 

【資格名】精神保健指定医 

 

敦賀 光嗣（神経精神医学講座） 

【資格名】精神保健指定医、日本医師会認定産業医 

mailto:smanabu@cc.hirosaki-u.ac.jp


3、精神科後期研修プログラム  
 
1）取得できる資格 

日本精神神経学会精神科専門医、精神保健指定医、日本臨床薬理学会専門医 

日本臨床精神神経薬理学会専門医、日本児童青年精神医学会認定医 

 

2）研修プログラムのコース 

 

コース１：専門医/指定医コース（後期研修）プログラム 

 修得すべき手技や手術経験目標数など 

 

1 年目 

（卒後 3 年目） 

2 年目 

3 年目 

4 年目 

 

精神科医は精神保健指定医、精神科専門医の取得が必要ですが、このコース

では懇切丁寧な指導のもと確実な取得します。弘前大学神経科精神科や協力

病院の指導医は指導経験が多く今迄多くの精神科医を養成しています。本コ

ースには卒業臨床研修委員会という弘前大学神経精神医学講座で 40 年にわ

たって行われた研修システムがあります。これは研修医が自らの自由意思で

研修病院を、弘前大学医学部神経科精神科もしくは協力病院から選択できま

す。1 年ごとの異動が可能です。4 年間で上記が取得できます。また研究に関

心がある方は大学院に入学し大学院と並行することが可能です。研究に関し

ても指導医がそろっており 4 年間で医学博士が取得できます。 

 

コース２：児童精神科医養成コース（後期研修）プログラム   

 修得すべき手技や手術経験目標数など 

1 年目 

（卒後 3 年） 

このコースでは 4 年間で精神科指定医、精神科専門医、児童認定医を取得

します。1 年目は弘前大学もしくは協力病院でうつ病、統合失調症などの

基本的な疾患の研修をします。 

2 年目 弘前大学もしくは協力病院で身体疾患を合併する精神科疾患、電気けいれ

ん療法を必要とするうつ病、神経症の認知行動療法、摂食障害などより専

門的に研修します。 

3 年目 

 

 

弘前大学もしくは児童認定医のいる協力病院で、不登校、自閉症、注意欠

陥多動性障害、子どものうつ病、心身症などの外来治療、入院治療を指導

医のもとで行います。 

4 年目 

 

弘前大学もしくは児童認定医のいる協力病院で、研修をしながら、症例報

告、学会発表、レポート作成を行い認定医試験を目指します。 

 

 
3）研修プログラム（後期研修）協力病院  

弘前愛成会病院、青森県立つくしが丘病院、むつ総合病院、八戸市立市民病院、十和田市立中央病院、

西北中央病院、布施病院、黒石あけぼの病院、大館市立総合病院、市立函館病院 

 

4）大学院・留学について  

後期研修と並行して大学院履修コースがあります。研究については指導医がつき 4 年間で修了し、医学

博士が取得できます。 

 

5）女性の方へ  

育児などがしやすいよう、当直がなく、勤務時間が配慮される病院で研修を行います。 

 

6）奨学金返済が必要な方へ  

早期に返済可能な病院選択、勤務体制を作ります。 

 

 



秋田大学医学部 精神科専門医コース 

 
Akita University Hospital 

 

〒010-8543 秋田市本道一丁目 1 の 1 

TEL: 018-884-6122  FAX: 018-884-6445 

担当者 神林 崇 E-mail: takashik@psy.med.akita-u.ac.jp  

HP: http://www.med.akita-u.ac.jp/~seisin 

 

 

1、教室の特徴  
当教室の精神科専門医コースは、生涯学び続けるよき精神

科医師を養成することを目指します。具体的には、初期臨床

研修 2 年間を終えた後の 6 年間の間に 3 つの資格、すなわち

精神保健指定医、日本精神神経学会専門医および学位（博士）

の取得について責任を持って援助するものです。事情により

学位取得を希望しない方のためのコースもあります。 

【若さ】【対等】【自由】が清水徹男教授の、したがって精

神科学講座のモットーであります。若い教員たちでスタッフ

が構成されており、医局内は活気に満ちています。近年は女

性医師も増えてきており、出産・育児といった事情にも柔軟

に対応いています。個人の自由度が高く、また人間関係のト

ラブルが全くないのが自慢です。皆さんもこの自由闊達な雰

囲気の中で脳と精神をサイエンスしてみませんか！！ 

 
2、専門医、指導医、出身地、施設認定、関連施設  

●各種学会認定専門医数 

精神保健指定医：10 名、日本精神神経学会専門医：8 名 

日本睡眠学会認定医：3 名、老年精神医学会認定医：1 名          研修実施責任者 

日本臨床精神神経薬理学会専門医：1 名                   精神科学講座 

●各種学会施設認定                    

日本老年精神医学会認定施設、日本睡眠学会認定施設           教授 清水徹男 

●指導担当医師数と出身大学・出身高校 

○精神保健指定医…10 名 

○医局員の主な出身大学医学部…秋田大学、大阪大学 

○出身高校…秋田高校、大館鳳鳴高校、横手高校、大手前高校（大阪）、鳳高校（大阪）、他 

●主な関連病院 

秋田県立リハビリテーション・精神医療センター、市立秋田総合病院、秋田赤十字病院、市立角館総合病院 

中通総合病院、秋田回生会病院、山本組合総合病院、由利組合総合病院、など 

 
3、専門医育成コースの特徴  
精神保健指定医 

 この資格は精神保健福祉法に基づき人権を尊重して精神医療を行うための国家資格です。当科では必要症例のスムーズ

な獲得のために最大限のサポート体制ができています。ローテートの2年に加えて、精神科での3年の計5年の臨床経験で

取得資格が得られます。研修会への参加と臨床症例8例をレポートにまとめて提出し、審査にパスすることが必要です。 

精神科専門医制度 

 日本精神神経学会の精神科専門医制度が新たにスタートしました。3年間の後期専門研修後に症例報告、口頭試問、筆

記試験があります。 

医学博士号について 

 幾つかの研究テーマがあり、各教員がそれぞれのテーマに沿って学位指導を行っています。どの研究テーマを選択する

かは全くの自由です。研究テーマとしては、睡眠研究グループ、時間生物学研究グループなどがあります。 

3、専門医育成コースの概略(図の説明)  

mailto:takashik@psy.med.akita-u.ac.jp
http://www.med.akita-u.ac.jp/~seisin


初めの1年は全員が秋田大学附属病院神経科精神科で研修を開始します。その後はプログラムの期間中に学外の総合病

院精神科と精神科専門病院（可能な限りは両者）において2-3年にわたり研修します。また、プログラム期間のいずれか

の時期に大学院（一般、社会人の何れでもよい）に入学することができます。ただし、入学するタイミングは個人の選択

に任せます。プログラムの初めの1年目から臨床のトレーニングと並行して大学院に入学することもできます。あるいは

精神科の臨床研修を1-2年行った後に大学院に進むことも可能です。アルバイトは医局で斡旋し、早期から可能です。 

 

医員 

 指導医とともに病棟と外来業務をこなしながら、精神医療全般を学びます。希望者の全員を医員として採用できるこ

とになりました。2-3年以内に大学院へ進学することもできます。 

小児・思春期精神医学 

 小児・思春期精神医学に興味のある方もいると思います。これまで秋田県内の小児・思春期精神科の専門施設は「長

信田の森・心療クリニック」のみでしたが、平成22年に「秋田県立医療療育センター」が発足しました。まずは精神科

医療の全般を3年程度は学び、指定医・専門医を取得後により専門性の高い施設での研修が望ましいと考えています。 

大学院生（一般・社会人） 

 指導医とともに病棟と外来業務をこなしながら、精神科医療全般を学びます。6年間の研修期間のうち約2年は学外の

医療機関において、指定医の資格取得のために必要な症例を経験していただきます。2年間は、研究中心となります。原

則大学院入学後4年で学位取得。授業料の支払いもありますが、週2回程度の関連病院勤務で収入は十分確保できます。

秋田県から奨学金をうけることもでき、その間に海外留学することも可能です。 

 学外における臨床研修の場については本人の希望と地域の需要、その医療機関で経験できる症例などを勘案して教室が

決定します。専門医と指定医の資格取得に必要な症例を経験できる機会は教室が責任を持ってお世話します。大学院への

入学のタイミングは個人の希望を十分に取り入れて柔軟に決定します。学位研究は責任を持って指導いたしますが、研究

の主体はあくまで大学院学生本人にあることはいうまでもありません。研究の進捗状況によっては4年間で学位を修了で

きない場合もあり得ますが、その場合にも教室の総力を挙げて指導いたします。逆に、優れた研究が早期に完成し一流紙

に掲載が決まった場合には繰り上げて卒業することも可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4、21世紀は脳の時代：これから面白くなってゆく学問領域  
21 世紀は脳の時代と言われています。最後に残った未知の臓器です。精神科疾患はまだまだ原因が不明の物が多いで

すが、これから一気に明らかになって行くと考えています。例えば、ナルコレプシーは 1999 年から 2000 年にかけてそ

の原因が明らかになりました。また日々のニュースでも新たな脳研究の進歩のニュースには事欠かないと思います。一方

では、精神科医療の現場ではまだまだ原因のわからない疾患に対しての旧態依然とした治療を続けている現実もあり、ま

た社会の偏見とのせめぎ合いもあります。現在はさながら、発展途上国のスラム街の中に、経済発展にともなって最新の

高層ビルがところどころに出現しているような状態であると言えるかも知れません。非常に混沌としたカオスの状態なの

ですが、急速な脳科学の進歩があり、少しずつ原因不明であった疾患もその謎が解き明かされていく過程ではあるのです。

最新の高層ビルとスラム街のかけ離れたコントラストが精神科の医療現場の現実ではあるのです。しかしながら、精神医

学は今まで面白かった学問領域というよりは、これから面白くなってゆく学問領域だと思うのです。大学の講義等で興味

深いのは往々にして、これまで面白かった学問領域であり、これから面白くなるところは、当然ながらまだ講義のネタに

はならないのです。皆さんも我々と一緒に脳と心の科学の進歩を実体験として経験して行きませんか？ 

 



山形大学医学部医学科 精神医学講座 

 
Department of Psychiatry, Yamagata University Faculty of Medicine 

 

〒990-9585 山形県山形市飯田西 2 丁目 2 番 2 号 

TEL: 023-628-5322   FAX: 023-628-5325 

卒後研修係：川勝 忍 准教授 

公式 HP http://www.id.yamagata-u.ac.jp/NP/web/psychiatryYU/youkoso.html 

  

 
1、教室の特徴  
当講座では、症例を重視した個別指導、検討会での症例提示、学会および論文発表などを通じ、

幅広い知識と高い診断・治療能力を持った責任感ある精神科医師を養成する研修を行っております。

各専門分野の指導医から、最新の知識、技術が習得できます。研究においても、うつ病やパーソナ

リティに関する遺伝的側面からの研究や認知症の研究を主に行っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2、スタッフ  
 
教授    大谷浩一* 

准教授  川勝忍*（医局長）、鎌田光宏*（山形大学保健管理センター副所長） 

講師    林博史*（外来医長）、鈴木昭仁* 

助教    簡野宗明*、押野伸吾*（病棟医長）、小林良太*、長澤浩樹*、石井玄樹* 

医員    松本祥彦*（留学中）、渋谷直史、貞廣良一*、勝見友里（育休中）、鈴木淳也 

社会人大学院生  

榎戸正則 

初期研修医（卒後臨床研修センター所属） 

桑畑文一、森岡大智、高橋菜那 

心理療法士：吉田夕佳 

 

(*は精神保健指定医で 12 名在籍) 

 

 

 

http://www.id.yamagata-u.ac.jp/NP/web/psychiatryYU/youkoso.html


3、研修プログラムの概要  
 

【初期研修（2 年間）】 

大学病院を中心に初めに精神科を 3 ヶ月、その後内科、救急・麻酔科、外科などを 1 年、再び精神科 3

ヶ月、最後に県立鶴岡病院で精神科を 6 ヶ月研修します。 

 

【後期研修（4 年間）（卒後 6 年目まで）】 

A 大学病院、B 県内の総合病院精神科および心療科、C 精神科病院の 3 つをそれぞれ 1～2 年ずつ組み

合わせて研修し、卒後 5～6 年で精神保健指定医、精神神経学会専門医を取得でます。大学病院の週間

予定は、外来業務、病棟業務、関連病院への応援診療、夕方 18 時より、月曜日は老年精神・画像、火

曜日は児童、水曜日は全体検討抄読、木曜日は臨床薬理の各勉強会があります。 

 

【大学院（社会人大学院）】 

上記の初期研修および後期研修として病院勤務しながら指導教官のもと研究・論文作成し、学位取得す

る社会人大学院コースが利用できる。4 年間で医学博士が取得できます。  

 

【後期研修終了後（卒後 7 年目以降）】 

さらに、個々の専門領域（精神神経薬理、老年精神医学、児童青年期精神医学、うつ病の認知行動療法、

緩和ケア、医療観察法病棟、など）について国内外の留学等を含めて経験をつみ、あわせて各サブスペ

シャリティーの専門医、認定医（日本臨床薬理学会、日本臨床精神神経薬理学会、日本老年精神医学会、

日本認知症学会、日本児童青年期精神医学会など）を取得できます。 

 
 
4、山形大学病院における研修の特徴  
 

山形大学の初期研修プログラムでは、2 年のうちの 1 年間を、精神科を中心として研修することがで

き、精神科専門教育を早くから受けながら、身体科の研修を合わせて行って行きます。 

また、大学病院では身体合併症を有する措置入院患者を積極的に引き受けており他にも症例は豊富であ

り、大学病院単独でも指定医の症例が 1 年以内で経験可能です。修正型電気けいれん療法、行動療法、

画像診断など幅広い手技や検査法に習熟できます。 

3 年目以降は、総合病院精神科と精神科病院の両方を経験することにより、高い総合力を持ち、他科と

の連携も十分に取れる、バランスのよい精神科医を育成しています。 

 

 

5、応募問い合わせ先  
随時行っておりますのでお問い合わせください。 

卒後研修係：川勝 忍 准教授 

E-mail：skawakat@med.id.yamagata-u.ac.jp 
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東北大学病院精神科 

東北大学大学院医学系研究科 精神神経学分野 
 
Department of Psychiatry, Tohoku University Hospital 

Department of Psychiatry, Tohoku University Graduate School of Medicine 

 

〒980-8574 宮城県仙台市青葉区星陵町１−１ 

TEL:022-717-7262  FAX:022-717-7266 

E-mail：info@psytohoku.ac 

 
 
1、教室の特徴  

1915 年に東北帝国大学医科大学が開設された翌年から“精神病学講座”として開講され、これまで多く

の精神科医を育て、臨床•教育•研究において数々の成果をあげてきた。近年では多職種と連携し、患者

の生活全般への支援に力を入れている。 

 

 

2、スタッフ  
 

教授      松岡洋夫（科長） 

准教授     伊藤千裕、松本和紀（予防精神医学寄付講座所属） 

講師      本多奈美（医局長） 

助教      近藤直洋（外来医長）、小松浩（病棟医長）、菊地紗耶、大室則幸 

特任助手    川井由美子 

医員      上野草太、高林洋史、橋田かなえ、鈴木啓子、横川信弘 

後期研修医   奥山純子、高橋明香、岩井辰正、小野口豪、加賀谷隼輔、白木達也、 

玉澤和彦、李宇鐘 

大学院生    桂雅宏、佐久間篤、佐藤博俊、田邊陽一郎、飯塚邦夫、上田一気、小原千佳 

菊池達郎、小林奈津子、宮川熱志（宮城県立精神医療センター連携大学院所属） 

看護師     高橋葉子（予防精神医学寄付講座所属） 

臨床心理士   工藤亜子、濱家由美子、佐藤奈々（デイケア所属）、砂川恵美 

内田知宏（予防精神医学寄付講座所属）、越道理恵（予防精神医学寄付講座所属） 

精神保健福祉士 田口望、本庄谷奈央 
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初期研修 １年

２年

プログラム 例（１） 例（２） 例（３） 例（４）

専門研修 １年 大学病院（必修） 大学病院（必修） 大学病院（必修） 大学病院（必修） 大学病院（必修）

前期研修協力病院 前期研修協力A 病院 前期研修協力D 病院 前期研修協力K 病院

or大学病院 （急性期病棟） （急性期病棟） （総合病院）

前期研修協力病院 前期研修協力B病院 前期研修協力F病院 前期研修協力I病院 前期研修協力L病院

or大学病院 （回復期病棟） （アルコール病棟） （急性期病棟） （急性期病棟）

後期研修協力病院 後期研修協力C 病院 後期研修協力G 病院 後期研修協力J病院

or大学病院 （地域精神医療） （老年期精神医療） （地域精神医療）

後期研修協力病院 後期研修協力H 病院 こども病院 or　

or大学病院 （総合病院） 児童相談所

大学病院

大学病院

大学病院

A d van ced C ou rse　（臨床および研究における専門家を目指す）

大学病院

２年

３年

４年

５年

臨床重点コ ース

　
　

初期研修 １年

２年

例（１） 例（２） 例（３） 例（４）

専門研修 １年 大学病院（必修） 大学病院（必修） 大学病院（必修） 大学病院（必修）

前期研修協力A 病院 前期研修協力D 病院 前期研修協力G 病院

or	  大学病院 or	  大学病院 or	  大学病院

前期研修協力B 病院 前期研修協力E病院

or	  大学病院 or	  大学病院

後期研修協力C 病院

or	  大学病院

前期研修協力J病院

or	  大学病院

前期研修協力H 病院 前期研修協力K 病院

or	  大学病院 or	  大学病院

後期研修協力F病院 後期研修協力I病院 後期研修協力L病院

or	  大学病院 or	  大学病院 or	  大学病院

A d van ced 	  C ou rse　（臨床および研究における専門家を目指す）

大学院	  ４年

６年

７年

８年 大学院	  ４年

大学院	  ２年

大学院	  1年

大学院	  ２年

大学院	  ３年

大学院	  ３年

大学院	  ４年

大学院	  ３年

大学院	  ４年

大学院	  1年 大学院	  ２年

大学院	  1年

大学院	  ３年

５年 大学院	  1年 大学院	  ２年

２年

３年

４年

大学院進学コ ース

 

2、研修プログラムの概要  
 

A.臨床重点コース（精神科専門医•精神保健指定医コース） 

 東北大学病院（1-2 年）→前期研修協力病院（1-2 年）→後期研修協力病院（1-2 年）の 5 年間で、約

3 つの施設に勤務。大学病院、精神科病棟、総合病院。こども病院などに勤務し、精神科全般の研修を

幅広く行いながら、精神科専門医•精神保健指定医の取得に必要な症例経験を積みます。 

 児童精神科医希望者には、日本児童青年精神医学会認定医を取得できるよう指導も行っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B.大学院進学コース 

 大学病院（1 年）＋数年の研修後、大学院に進学し医学博士取得を目指します。臨床の必要年数と症

例数があれば、精神科専門医•精神保健指定医の取得も可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3、東北大学病院における研修の特徴  
病棟は閉鎖と開放を有しており、精神保健福祉法を理解しながら、統合失調症や気分障害のみならず、

様々な身体疾患や器質性精神病の診断、治療、心理社会的支援等について、主治医として上級医の指導

のもと深く学ぶことができます。入院時のカンファランスでは診断•治療等について指導を受けること

ができ、その後も定期的なカンファランスにてサポートを受けることができます。勉強会も盛んであり、

各分野の知識や技能の習得はもちろん、松岡教授によるクルズスが行われ最先端の精神医学臨床や研究

について学ぶことができます。子ども外来、周産期外来、早期精神病外来、リエゾンコンサルテーショ

ン外来などの専門外来があり、様々な疾患の診断と治療を経験できます。 

 

 

4、応募問い合わせ先  
研修説明会、病棟外来見学等を行っていますので、随時お問い合わせください。 

医局長：本多奈美 e-mail : nami47@med.tohoku.ac.jp 

mailto:nami47@med.tohoku.ac.jp


 

福島県立医科大学医学部 神経精神医学講座 

 
Department of Neuropychiatry, Fukushima Medical University (FMU) 

 

〒960-1295 福島市光が丘１ 

TEL: 024-547-1331 FAX: 024-548-6735 

連絡先 教授 矢部博興 E-Mail: hyabe@fmu.ac.jp 

 

 

1、教室の特徴  
当講座は丸井琢次郎初代教授により昭和 20 年

12 月に開講され、二代目の熊代永教授、三代目の

丹羽真一教授に引き継がれた後、本年の平成 25

年 1 月から現在の矢部博興教授により主宰されて

います。当講座は精神医学の方法の中では生物学

的精神医学を重視しつつも、心理社会的方法をバ

ランスよく採用して精神科臨床活動と精神医学

研究活動に携わってきた歴史をもっています。す

なわち、精神現象は脳の機能の産物であるという

考えに立ち、異常な精神現象の生理学的、薬理学

的、組織病理学的な研究を行ってきました。同時

に、異常な精神状態や不健康な心理状態が心理・

社会的要因との相互作用によって発現する機序、

心理・社会的要因が治療効果をあげる機序を明ら

かにすることで、精神疾患を総合的に捉えられるようになることを目指しています。診療活動としては、

障害者のノーマリゼーションの理念に沿って、ディケア治療の中で生活技能訓練(SST)を重要なプログ

ラムとして行いながら統合失調症などの慢性精神疾患のリハビリテーションを大切にして治療成績向上

をはかることを中心的な重要課題に据え、小児・思春期精神疾患、てんかん、アルコール依存、認知症、

リエゾン精神医学など多様なニーズに応える診療活動を引き続き発展させ、その中で疾患とその治療法

の研究を行っています。また、2 年間の心理研修コースを併設しており、常に 10 人以上の心理研修生と

共に、心理社会的なプログラムも実践しています（外来服薬教室、症状自己管理教室、家族交流会／家

族会、子どもソーシャルスキル教室 CSST、禁煙外来、知ってガッテン！相談室、デイケア（SST 含む））。 

一方、2011 年 3 月 11 日の東日本大震災は、岩手県、宮城県、福島県の 3 県の沿岸部に計り知れない

破壊をもたらしました。特に福島県では、福島第一原子力発電所の事故による放射能汚染の問題が、福

島県民の心に長期に渡る影を落としています。この 2 年間、神経精神医学講座は、メンタルヘルスケア

の中心的な役割を担ってきました。一つは、福島県の委託を受けて、放射線医学県民健康管理センター

心の健康度・生活習慣調査を行ってきました。二つ目は、福島医大心のケアチームの活動を、主に避難

区域を含む福島県浜通りを中心に行ってきました。完全なる精神医療崩壊の生じた相双地域に対する心

のケアの拠点としてメンタルヘルスアウトリーチを基本とする精神医療システムの構築も行ってきまし

た。この活動は、国内外に大きく注目されています。何故なら、福島県の将来の最大の問題はメンタル

ヘルスに関わるものであるのは明らかだからです。この歴史的にも重要な意味を持つ精神医療活動の現

場で研修してみようとする方が一人でも多いことを切に願っております。 

 

2、スタッフ  
 

教授      矢部博興 

准教授     増子博文 

（併任）准教授 畑 哲信、横山 昇、松岡貴志  

助教      板垣俊太郎、國井泰人（医局長）、志賀哲也 

助手      杉本晴美、松本貴智、樋代真一 

（兼任）助教  本谷 亮 

（併任）助教  山田康人、金澤壮一、西郷佳世、石川大道、小林正憲 

病院助手    宮下伯容、高野佳寿子、疋田雅之、沓沢有紀子、曽田恵美、伊藤典和、大島洋和 

mailto:hyabe@fmu.ac.jp


野崎途也、松本純弥、安藤海香、大口春香、後藤大介、笠原 諭 

専攻医     伊瀬陽子、浅野聡子、太田貴文、松村行雄、刑部有祐、堀越 翔 

非常勤講師   星野仁彦、管 るみ、田子久夫、竹内 賢、小林直人、昼田源四郎、丹羽真一、和田 明 

博士研究員   渡辺 厚、管 るみ、大須賀伸佳、本田教一、松本清治、渡部芳徳、佐藤智子、小林直人

田子久夫、山本佳子、楊 巧会、笠原 諭、大島祥恵、日野瑞城、佐久間寛之、後藤大介

三浦 至、和田 明、松本純弥 

大学院生    貝淵俊之、樋代真一、大口春香、浅野聡子、太田貴文、伊藤典和、藤本 聡、野崎啓子 

鈴木祐子、星野 大、刑部有祐、堀越 翔、及川友江、押山千秋 

大学院研究生  小林正憲、添田博也、疋田雅之、平尾美枝子、河野創一、曽田恵美、大島洋和、松尾智彦 

主任医療技師  菅野和子 

臨床心理相談員 山岸良平、鈴木理絵 

心理研修生   塩田晴美、佐藤弥生、東 舞子、萩原慎也、佐藤 光、菅沼恒平、鈴木聡史、本多忠勝 

佐藤千紘、宇佐神里美、田所真英、志賀可奈子 

特別研究員   大島祥恵、日野瑞城、星野 大 

 
 
3、研修プログラムの特徴  
１．専門医資格の取得 

 医大と一般病院で研修し、必要な症例等を

確保できる 

 一般病院は各学会の認定施設となっている 

 心身医療科には多分野の精神科指導医が多

数居る 

 研修期間は 4 年間で一般病院での研修期間

も含まれる 

２．コース制の導入 

 各コースにコースディレクター、副コース

ディレクターを置く 

 専門医資格取得の最適な研修計画選択が相談できる 

 心身医療科には精神科専門医コース、心身医学専門医コース、児童精神医学コースから選択できる 

３．大学院生や大学院研究生の併願が可能 

 安定した身分・処遇が保障される 

 専門医と博士号が同時に取得できる 

 

4、同時取得できる大学院の研究テーマ  
 神経精神疾患の認知生理学的研究（事象関連脳電位研究、光トポグラフィー研究、脳磁気刺激研究、実

験心理学研究を含む） 

 神経精神疾患の精神薬理学的研究（モノアミン研究、薬物脳波研究を含む） 

 神経精神疾患の病理組織学的研究（死後脳バンク研究、DNA バンク研究を含む） 

 神経精神疾患の社会心理学的研究（臨床心理学研究、精神保健研究を含む） 

 

5、研修プログラムの特徴  
 最初の 2 年間で専門医習得の為に必要な殆どの経験すべき疾患や経験すべき治療場面、経験すべき治療

形態の症例が集まっている 

 他科とのリエゾン精神医学も充実している。 

 特定機能病院として専門性の高い治療技術も学ぶことが出来ている 

 屋根瓦方式の指導体制による研修ができている 

 BSL の学生・初期研修医・後期研修 1 年目に対する指導の機会が十分に与えられている 

 大学院生・大学院研究生として学位取得が同時にできている 

 様々な研修病院に行ける 

 

6、応募問い合わせ先  
随時、見学やご相談に応じますので、気軽にご連絡ください。 

研修責任者＆連絡先：教授 矢部博興 E-Mail: hyabe@fmu.ac.jp 

ホームページ URL：http://www.fmu.ac.jp/cms/neuropsy/ 

 

mailto:hyabe@fmu.ac.jp
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群馬大学大学院医学系研究科 神経精神医学教室 

 
Department of Psychiatry and Neuroscience, Gunma University Graduate School of Medicine 

 

〒371-8511 前橋市昭和町三丁目 39-22  

TEL: 027-220-8187 FAX: 027-220-8187  

卒後研修係：青山義之医会長 E-Mail : yaoyama@med.gunma-u.ac.jp 

 
 
1、教室の特徴  
昭和 19 年開講であり、生活臨床の発祥の教室として、近年では全国に先駆け整備された精神科救急

システム、光トポグラフィーをはじめとした脳機能研究の臨床応用の発信地として、常に患者さんの目

線に立った精神医療への提案を続けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2、スタッフ 
 
教授       福田正人(科長)  

講師       成田耕介(外来医長) 

助教       藤平和吉(病棟医長)、須田真史、高橋啓介、武井雄一、成田秀幸 

青山義之(医会長)、平岡敏明、小野樹郎、斉藤良、服部卓、宮田茂雄 

医員       鈴木雄介、福地英彰、田川みなみ 

シニアレジデント 草野建祐、三浦あやか、笠木真人、小暮若穂、平野かほり、古田杏子、茂木智和 

森岡汐里  

大学院生     石毛陽子、藤原和之 

 

 

mailto:yaoyama@med.gunma-u.ac.jp


3、研修プログラムの概要  
 

A: 一般精神医学コース  

大学病院・総合病院精神科・単科精神科病院（精神科救急含む）で各 1～3 年の研修を行い、精神科全

般について必要な知識と技術のバランス良い習得を目的とし、精神保健指定医・日本精神神経学会専門

医の資格取得に必要な経験を積むことができます。 

 

B: 大学院･研究コース  

医学博士取得・研究活動への参画を主に希望する場合、選択が可能なコース。 

 

C: 精神科サブスペシャリティ取得コース  

後期専門研修開始後 3 年間、大学病院・単科精神科病院・総合病院精神科で各 1 年の研修を行い、精神

科全般について必要な知識・技術・経験を身につけ、日本精神神経学会専門医及び精神保健指定医の取

得に必要な経験をつむことが出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4、研修プログラムの特徴  
 

群馬県は、精神科救急システムが全国に先駆け整備されており、安心して研修を行うことが出来る点

が特徴です。もちろん上級医師による定期的な個別指導、定期的なカンファレンスでの診断・治療の検

討に加え、系統的なクルズスや抄読会で知識と理解を深め、多岐にわたる症例を経験できます。精神科

各分野のスペシャリストによる教育も適宜受けることができます。また、臨床研究論文の作成や学位の

取得を目指して、コース途中での大学院への進学や、連携大学病院での研修を選択することも可能です。 

 
 
4、応募問い合わせ先  
研修説明会、病棟見学等を行っていますので、随時お問い合わせください。 

卒後研修係：青山義之医会長 E-Mail : yaoyama@med.gunma-u.ac.jp  
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獨協医科大学 精神神経医学講座 

 
Department of Psychiatry, Dokkyo Medical University School of Medicine 
 

〒321-0293 栃木県下都賀郡壬生町北小林 880 

TEL: 0282-86-1111  FAX: 0282-86-5187 

卒後研修係 下田和孝教授 E-mail : shimoda@dokkyomed.ac.jp 

尾関祐二准教授（医局長）E-mail: ozeki@dokkyomed.ac.jp   

 

 
1、教室の特徴  
精神科医療の拠点の一つとして様々な地域の要請にこたえるとともに、精神科医の育成を行い、

研究施設としての成果も地道に積み重ねています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2、スタッフ  
 
教授    下田和孝（科長） 

准教授   尾関祐二（医局長） 

講師    大曽根彰、小杉真一、藤井久彌子、渡邊崇 

助教    石川高明（病棟医長）長谷川千絵、岡安寛明（外来医長）、林有希、藤平明広、近藤年隆 

レジデント 北原亜加利 

大学院生  青木顕子（社会人大学院生 県立岡本台病院）、宋 大光（社会人大学院生 阪南病院） 

髙野有美子（社会人大学院生 森病院） 

臨床心理士 小西 徹、新井怜子、袴田リナ 
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3、研修プログラムの概要と特徴  
 
臨床研修制度での 2 年間の研修を終了した後、レジデントとして 2 年間精神神経科を専攻し、その後

専門医の資格を取得するコースである。統合失調症、気分障害（うつ病、双極性障害）、認知症、不安

障害、身体表現性障害、解離性障害、睡眠障害摂食障害、パーソナリティ障害など主要な精神疾患の入

院患者を受け持ち、指導医とともに治療にあたる。 

  その間、薬物療法の実際、修正型電気けいれん療法の手技を身に付け、希望者には精神薬理の実験

も指導する。外来においても再診患者の診察に当たる。また、入院外来を通じて他の診療科から依頼の

あった症例について積極的に関与することによって、リエゾン・コンサルテーション精神医療を実践す

る。 

  その後、関連病院において措置入院の症例を診察する。これらを通して精神保健指定医および精神

科専門医取得に必要な症例を経験する。その後、再び大学病院で 2 年間研修を続け、精神科指導医とし

て必要な経験を積む。 

 

コースの指導状況  

9 人の精神保健指定医が直接外来患者の診察に同席する。また毎週月曜日、教授をはじめとする医局

員全員、病棟師長、臨床心理士、臨床実習学生が出席し治療方針決定会議を行い、入退院患者の診断・

治療に関し指導する。 

生物学的精神医学に関心のある者に対しては、研究実績のある医局員が実験指導を行う。修正型電気

けいれん療法に関しては実施経験豊富な医局員が指導しながら試行し、技術の上達を支援する。 

 

コースの特徴と実績  

当教室では 臨床の現場で得られたデータを科学的に分析していくことで、問題解決能力を培うこと

もおこなっている。 その結果として、渡邊崇が第 15 回日本臨床精神神経薬理学会に応募した演題「パ

ニック障害患者の初期治療反応性と paroxetine 血中濃度の関係」が平成 17 年度日本臨床精神神経薬理

学会賞(Paul Janssen 賞)、佐伯吉規学内講師の原著論文、Genetic and Pharmacokinetic factors 

affecting the initial pharmacotherapeutic effect of paroxetine in Japanese patients with panic 

disorder (European Journal of Clinical Pharmacology 65:685-691, 2009)が平成 21年度日本臨床精 神

神経薬理学会学会奨励賞、尾関祐二准教授の原著論文、QTc prolongation and antipsychotic medication 

in a sample of 1017 patients with schizophrenia (Progress in Neuro-Psychopharmacology & 

Biological Psychiatry 34:401-405, 2010)が平成 22 年度日本臨床精神神経薬理学会学会奨励賞をそれぞ

れ受賞している。 

 

 

4、本施設における研修の特徴  
 
 当施設では、精神科専門医師として独立して診療をおこなう際必要と考えられる知識や経験を十分身

に着けることができるよう指導、支援をしてゆきます。精神療法や薬物療法、画像、生理学的診断等、

精神科医師として必須の項目に関してしっかりと学べるとともに、さらに専門性の高い診療分野に関心

があれば、当院及びその関連病院での研修をしっかり支援してゆきます。日々の診療から生じる治療や

病態などについての疑問を、自らの手で明らかにしてゆくような研究への道も用意されています。 

臨床・研究などの分野で現在求められている精神科医像に合致する医師を養成すべく研修を行っていま

す。 

 

 

5、応募問い合わせ先  
獨協医科大学精神神経医学講座 下田和孝 

TEL : 0282-86-1111（内線 2730） FAX : 0282-86-5187  

E-mail : shimoda@dokkyomed.ac.jp 

講座 HP http://www.dokkyomed.ac.jp/dep-m/psy/ 

講座 facebook https://www.facebook.com/#!/psychiatrydmu?bookmark_t=page 
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筑波大学 医学医療系精神医学 

 
Department of Psychiatry, Division of Clinical Medicine, Faculty of Medicine, University of Tsukuba 

 

〒305-8575 茨城県つくば市天王台 1-1-1 

TEL&FAX 029-853-3182 

E-mail: seishin@md.tsukuba.ac.jp 

http://www.tsukuba-psychiatry.com 

 
 
1、教室の特徴  
当教室の特徴のひとつに、研究と臨床の双方に重きをおいていることがあげられます。教員は全員、

常に病棟で患者の主治医として臨床に従事しています。また、チーフ・レジデントは副主治医として、

ジュニアレジデント、シニア・レジデントのサポートに入ります。このため、日常臨床において、常に

チーフ・レジデント、教員から直接指導を受けることができ、精神科の病歴の書き方から、精神療法、

薬物療法までしっかりと身につけることができるようになります。また、学会発表などの際には、スラ

イドの作成からプレゼンテーションの方法まで、丁寧に指導します。これらの臨床研修の密度の濃さが

評価され、毎年多くの後期研修医を迎えています。そして、当グループで研鑽を積まれた先生方は臨床・

研究の双方において全国各地で活躍されています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2、スタッフ 
 
教授  朝田隆（グループ長） 

准教授 新井哲明、堀孝文（保健管理センター） 

講師  石川正憲、佐藤晋爾、太刀川弘和（保健管理センター）、根本清貴、久永明人 

助教  石井映美（保健管理センター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

mailto:seishin@md.tsukuba.ac.jp
http://www.tsukuba-psychiatry.com/


3、研修プログラムの概要  
 

 

研修例 

3 年目 4 年目 5 年目 6 年目 

シニア・レジデント チーフ・レジデント 

大学病院 関連病院 1 関連病院 2 大学病院 

経験症例数の蓄積 
指定医申請 

専門医申請 

 

当科での研修は原則として以下のようになります。 

 

 

・シニア・レジデント（臨床 3・4 年目） 

・3 年目は大学病院で研修し、精神科臨床の基礎を学びます。 

・4 年目は関連病院で研修し、症例を蓄積します。 

 

・チーフ・レジデント（臨床 4・5 年目） 

・5 年目は別の関連病院で研修し、臨床経験を深めます。 

・6 年目は大学病院で初期研修医の教育と指定医・専門医取得の準備をすすめます。 

 

 

4、研修プログラムの特徴  
 

 

1) 様々な環境での研修 

大学病院、総合病院、精神科病院、精神科救急の場での研修を行うことができます。 

 

2) 専門技術習得のためのプログラム 

薬物療法：大学病院で毎週薬物療法のレクチャーがあり、薬物療法の使い分けについて学ぶことができ

ます。 

精神療法：認知行動療法、曝露反応妨害法について実践を通して学びます。 

身体療法：電気けいれん療法、経頭蓋磁気刺激法について実践を通して学びます。 

画像診断：脳血流 SPECT の読影方法について毎週教官と学びます。 

 

3) 多岐にわたった症例 

専門領域のみならず、精神科のジェネラリストとなれるように多岐にわたった症例を経験することがで

きるように配慮しています。症例報告や学会発表も奨励しています。 

 

 

 

4、応募問い合わせ先  
随時見学を受け付けておりますので、ご連絡ください。 

卒後研修係：佐藤晋爾講師 E-mail: ssavior@md.tsukuba.ac.jp 
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埼玉医科大学病院 神経精神科・心療内科 

 
Saitama Medical University: Department of Psychiatry 
 

〒350-0495 埼玉県入間郡毛呂山町毛呂本郷 38 

TEL: 049-276-1214  FAX: 049-276-1622 

医局長 松岡 孝裕 E-mail : sms_psy@saitama-med.ac.jp 

 
 
1、臨床研修の魅力 ～精神科～  
「精神科」と聞くと、「変わった病気を診る特殊な科？」というイメージをお持ちかもしれませ

んが、実態は異なります。幻覚妄想状態といっても、脳器質性や内分泌･代謝性など多彩な原疾患
が考えられるわけで、＜精神科診断・治療＞の学習は、将来、身体科で活躍する先生にとっても必
ずや役立つと言えます。また、＜精神科面接技法＞の学習も、将来、臨床の最前線で様々な医療面
接を行うことになる先生方にとりきっと役立つはずです。このように精神科では、『こころ』から
『脳』に到るまで広く精神活動全般を扱います。そこでの研修は、先生方が将来、★＜全人的医療
を行う上での礎＞となると考えています。 

 

2、埼玉医大精神科の特色  
1）精神科＜スーパー救急＞ ★精神科救急入院料（いわゆる＜スーパー救急＞）の施設基準を満たす

数少ない大学病院精神科です（国内 5 施設）。他病院では手に負えない、自傷・他害の恐れのある患

者さんも受入れている＜精神科最前線＞の診療科です。 

2）自殺企図後のこころのケア 救命救急科と連携しつつ自殺企図事例に対応。救命救急科が 3.5km

離れた別病院（埼玉医科大学国際医療センター）にあることから、全国でも珍しい＜院外往診型連携

＞を 24 時間展開しています。 

3）身体合併症 身体各科との相互往診により身体合併症例に対応。精神科医が出向く＜リエゾン・コ

ンサルテーション＞にも力をいれています。埼玉県での＜身体合併症、最後の砦＞として機能してい

ます。 

4）特殊・専門領域 

 ①児童・思春期診療 他施設では対応し難しい＜児童・思春期診療＞についても、積極的に診療を展

開。広汎性発達障害や注意・欠陥障害等の特殊領域についても専門的な診療を行っています。 

 ②修正型電気通電療法(mECT) 難治性のうつ病や統合失調症等に対し、麻酔科と連携しながら、

mECT を定例施行しています。他施設では手に負えない重症例に対し良好な治療成績を収めていま

す。 

★役割専念シフト制を採用 

 各自の役割と指導医を時間帯ごとに明確化。先生方のストレス軽減を図っています。 

http://www.e-rapport.jp/report/action/saita 
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3、研修スケジュール（例） ★印は当番制、＊印は診療科行事 
 月 火 水 木 金 土 

午

前 
＊病棟研修 

＊病棟回診 

＊診療ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 

★救急研修 

(新入院対応) 

外来研修 

 

★ﾘｴｿﾞﾝ研修 

（往診対応） 

★修正型 

電気通電療法 

病棟研修 

外来研修 

午

後 

＊Dr-Ns ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 

＊診療科連絡会 

＊新入院ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ 

＊ｸﾘﾆｶﾙｶﾝﾌｧﾚﾝｽ 

病棟研修 

外来研修 

 

専門外来見学 

(児童・思春期) 

 

病棟研修 

病棟研修 

外来研修 

※外部施設研修(か

わごえｸﾘﾆｯｸ等) 

病棟研修 

病棟研修 

夕 ＊研究ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ ｸﾙｽﾞｽ ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ ｸﾙｽﾞｽ  

夜             ～当直研修（副直） 月に 4 回程度～ 

 

※選択コース：かわごえクリニック体験コース：①こどものこころクリニック（児童・思春期）や②ジェン

ダークリニック（性同一性障害）での診療やカンファレンスを見学するコースも選択可能です。  
 
4、当科の一押し  
全国でも数少ない★＜精神科スーパー救急＞対応の大学精神科です。 
活気ある雰囲気の中、若手医師のストレス軽減にも配慮。 
多彩で高度な臨床現場を体験して頂けます。医局員の出身大学も様々です。是非、お気軽にご相談下さ
い。 
 

5a、研修中に経験できる手技   
① 精神科診断・治療の基礎と実際 

② 精神療法面接の基礎と実際 

③ 精神科救急（精神科救急、自殺企図後のケア） 

④ 児童・思春期診療の基礎と実際 

⑤ 修正型電気痙攣療法(mECT) 

 

5b、研修で取得できる資格（後期）   
① 精神保健指定医  
② 日本精神神経学会専門医 
 

6、応募問い合わせ先  
埼玉医科大学病院 神経精神科・心療内科 

医局長 松岡 孝裕    

TEL : 049-276-1214  FAX : 049-276-1622  

E-mail : sms_psy@saitama-med.ac.jp     豊嶋良一 診療科長/教授   

 

【当科の診療活動】24 時

間体制で広域に渡り多彩

な領域で診療活動を展開

しています。 

（精神科救急、ﾘｴｿﾞﾝ・ｺﾝ

ｻﾙﾃｰｼｮﾝ、専門領域等） 
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千葉大学大学院医学研究院精神医学 

千葉大学医学部附属病院精神神経科・こどものこころ診療部 
 
Department of Psychiatry, Graduate School of Medicine, Chiba University 

Department of Psychiatry, and Di vision of Child Psychiatry, Chiba University Hospital 

 

〒260-8670 千葉市中央区亥鼻 1-8-1  

TEL: 043-222-7171（代表） FAX: 043-226-2150 

メールアドレス 医局長 白石哲也 shira@fb3.so-net.ne.jp 

 

 

1、教室の特徴  

理念：目の前の患者に最善の医療を提供し、将来さらに良い医療が提供できるよう努力する 

私たちの教室は明治 40 年（1907）9 月に松本高三郎医学士が初代教授として着任されたときに

始まります。設立から現在まで活発に臨床、教育、研修、研究活動を行っています。2007 年には

クレペリンやアルツハイマーが在籍したミュンヘン大学精神医学のメーラー教授を招き、教室 100

周年記念会を開催しました。現在の教授は伊豫雅臣（昭和 59 年千葉大医卒）で 7 代目です。連携

センターである千葉大学社会精神保健教育研究センターは平成 17 年 4 月に、医学研究院子どもの

こころの発達研究センターは平成 23 年 4 月に設置されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

2、スタッフ  

 
中里 道子兼任教授（子どものこころの発達研究センター教授）千葉大学卒 

五十嵐 禎人兼任教授（社会精神保健教育研究センター法システム研究部門教授）東京大学卒 

渡邉 博幸准教授／千葉大学卒 

白石 哲也講師・医局長／山形大学卒／兼任講師／子どものこころの発達研究センター特任講師 

金原 信久兼任講師（社会精神保健教育研究センター講師）東北大学卒 

小堀 修兼任講師（社会精神保健教育研究センター非行臨床研究部門講師）東京大学卒 

椎名 明大助教・実務者／千葉大学卒 

橋本 佐助教・外来医長／金沢大学卒 

佐々木 剛助教・病棟医長・メンター／秋田大学卒 

長谷川 直助教・副医局長・メンター／金沢大学卒 

石川 雅智助教・多職種グループリーダー・診療グループリーダー／千葉大学卒 

木村 大助教・診療グループリーダー／東京医科大学卒 

小松 英樹助教・副医局長・診療グループリーダー／香川大学卒 

mailto:shira@fb3.so-net.ne.jp


3、研修プログラムの概要と特徴  

 

近年、精神医療は大きく変化してきており、精神医療へのニーズも多様化してきております。国際分

類や操作的診断や EBMに基づく薬物療法のトレーニングは当然として、私たちは 2001年から認知行動

療法を基本的な精神療法として採用しており、そのトレーニングも行っております。発達障害や不安障

害、気分障害、統合失調症、認知症など様々な疾患について学んでいただきます。そして、これらのト

レーニングは学内連携機関である、社会精神保健教育研究センター、認知行動生理学教室、子どものこ

ころの発達研究センターの強力な支援にて実施しております。 

精神医療に関する様々な知識や技法について実践を通して学んでいただくために、大学病院での研修

に加え、総合病院や精神科救急施設、精神科病院、リワーク施設など特色の異なった複数の施設でも研

修を積んでいただきます。 

上記のように教育陣は様々な大学の出身者であり、出身大学と関わりなく活躍していただいておりま

す。さらに女性医師が活躍しやすい環境にも配慮しております。お気軽にお問い合わせください。 

なお、年 1回の学会参加費、旅費は教室で負担致します。 

 

 

4、習得できる精神医療技術  
 精神疾患の診断法（ICD-10 や DSM-IV-TR の使い方、画像診断・脳波の読み方、心理検査など） 

 標準的薬物療法（国際的なガイドラインに沿った薬物選択） 

 治療抵抗性統合失調症に対する薬物療法（クロザピン治療やドパミン過感受性精神病治療） 

 認知行動療法 

 問題解決アプローチ（診療困難例に遭遇したときの解決方法） 

 修正型電気けいれん療法 

 リエゾン・コンサルテーション 

 精神科救急 

 長期入院患者の退院促進と地域精神医療 

 精神科訪問看護・指導 

 医療観察法鑑定 

 
 
5、応募問い合わせ先  
研修責任者：教授 伊豫雅臣 

応募問い合わせ先：医局長 白石哲也 shira@fb3.so-net.ne.jp 

 

応募締切り：平成 25 年 10 月 31 日 

ホームページ URL：http://www.m.chiba-u.ac.jp/class/psy3/ 
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日本大学医学部 精神医学系精神医学分野 

 
Department of Psychiatry, Nihon University School of Medicine 

 

〒173-8610 東京都板橋区大谷口上町 30-1 

TEL: 03-3972-8111（内線 2431） FAX: 03-3974-2920 

教室ホームページ：http://www.med.nihon-u.ac.jp/~psycho/index.html 

卒後研修担当：高橋 栄 准教授 E-mail：sakae@med.nihon-u.ac.jp 

 

 

1、教室の特徴  
当教室は、昭和 26 年に創設され、優れた精神科臨床医を育てるという伝統のもと精神科の各領

域で多くの専門的人材を輩出してきました。研究面では幅広い分野の臨床的研究に教室が一体とな

って取り組み、多くの成果を国内外に発表してきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

2012 年 12 月 Eus JW Van Someren 教授（アムステルダム大学・オランダ国立神経科学研究所）講演会 

 

 

 

2、教育スタッフ  
 
主任教授    内山 真（板橋病院部長） 

教授（研究所） 渡辺 登（駿河台病院部長） 

准教授     高橋 栄（板橋病院科長・外来医長） 

診療准教授   大久保 起延、大久保 博美（駿河台病院外来医長） 

専任講師    坂井 禎一郎（駿河台病院科長） 

講師      大賀 健太郎、金野 倫子（板橋病院病棟医長） 

助教      穐山 真由美、鈴木 正泰 

助手      久保 英之、横瀬 宏美、今野 千聖、鈴木 貴浩、降籏 隆二 

 
 

http://www.med.nihon-u.ac.jp/~psycho/index.html
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3、研修プログラムの概要  
 

A) 専修医コース 

 精神科医として必要な知識・技術を習得し、キャリアアップをはかるベースを作ります。精神保健指

定医、精神科専門医を最短で取得することが可能です。 

 

1 年目：板橋病院で病棟・外来の研修を行います。入局から 2 ヶ月間は、精神科医療における基本事項

や実地臨床で役立つ事柄についての集中講義も行われます。上級医とともに精神保健指定医や精神科専

門医の取得に必要な症例の診断・治療に当たります。 

 

2-3 年目：外来診療を開始します。この期間中に措置入院症例を経験するため OB が在籍する近隣の指

定病院で半年間研修を行います。 

 

4 年目：精神保健指定医、精神科専門医を取得します。レポート作成及び筆記試験対策については、上

級医よりきめ細かな指導を受けることができます。 

 

5-6 年目：希望に応じて国内外の施設に研修・留学します。 

 

7-8 年目:板橋病院に戻り病棟のグループリーダーとなります。指導者としての力をつけるとともに、サ

ブスペシャリティーについての経験・知識を深めます。希望に応じて関連学会の専門医を取得します。 

 

 

B) 大学院コース 

 4 年間で研究を行う能力を磨き博士号を取得するとともに、精神保健指定医と精神科専門医の資格を

とることも可能です。研究テーマについては、これまで教室で取り組んでいたもののほか、新しいもの

に取り組むことも可能です。大学院教員の指導のもと作成した論文は、国際誌に投稿されます。 

 

 

4、研修プログラムの特徴  
 
 研修の中心となる板橋病院は総合病院であることに加えて、閉鎖病棟を有しているため、一ヶ所で統

合失調症や気分障害だけでなく、思春期や症状・器質性精神障害などの医療保護入院相当の症例を経験

することが出来ます。またリエゾン・コンサルテーションについても積極的に取り組んでいるため、精

神医学的問題をもつ様々な身体科症例を経験することが出来ます。研修をサポートするシステムとして、

入局直後から行われる集中講義のほか、精神科臨床において重要な古典の読書会、最新論文の抄読会、

教授回診および病棟カンファレンス、外来ケースカンファレンスなどが準備されています。当教室では、

伝統的な精神医学の考え方を熟知しつつ、最新の知見についてもアップデートし、これらを統合した最

良の医療が施せる姿勢・知識・技術をもった精神科医を育成しています。 

 

 

5、応募問い合わせ先  
卒後研修担当：高橋 栄 准教授 E-mail：sakae@med.nihon-u.ac.jp 

施設見学をおこっていますので、随時お問い合わせ下さい。 
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帝京大学医学部 精神科学教室 

 
Department of Psychiatry, Teikyo University School of Medicine 

 

〒173-8605 東京都板橋区加賀 2-11-1 

TEL: 03-3964-1211  FAX: 03-3961-8187 

psychiat@med.teikyo-u.ac.jp 

 

 

1、教室の特徴  
豊かな臨床経験と実践的な指導をもとに、優れた精神科医を養成することが第一目標です。薬物

療法と心理社会的治療の統合を目指しており、精神療法や、心理教育・認知行動療法を始めエビデ

ンスのあるプログラムのトレーニングを受けることができますし、リエゾンやデイケアをはじめと

する多職種チーム医療を経験できます。その中での研究活動、特に臨床研究にも力を入れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2、スタッフ  
 
教授       池淵恵美（科長） 林 直樹 

准教授     栃木 衛 

講師       赤羽晃寿（医局長） 

助教       秦 孝憲、漆原貴子、金井理恵、渡邊由香子、松村謙一 

医員       初瀬 記史 

大学院     押久保 岳 

後期研修医 森山由佳理 

 

＊常勤のコメディカルスタッフが 8 名いることが特徴となっています 

（作業療法士 4 名、臨床心理士 1 名、精神保健福祉士 2 名、デイケア看護師 1 名） 

 

mailto:psychiat@med.teikyo-u.ac.jp


3、研修プログラムの概要  
 

研修コース 

1）精神科総合臨床コース 

  精神保健指定医・精神科専門医の取得を目指します。週 4.5 日勤務の後期臨床研修医 

（シニアレジデント）です。 

 

2）大学院精神医学専攻コース 

  学位取得と共に精神保健指定医・精神科専門医の取得を目指します。大学院生であると共に 

4.5 日勤務の常勤医師です。 

 

3）その他の研修コース 

  修練医（精神科医局の所属）として研修することも可能です。 

また、年度毎に後期臨床研修医や大学院生への進路変更も可能です。 

 

研修内容 

1）到達目標 

初期研修を踏まえて、後期専門研修前半では、主要な精神障害について、入院病棟の中で指導医の

下に適切な診断を行い、広く薬物療法、精神療法、心理社会的治療を行うことが出来る技量の基礎

を習得することを目標にしています。そして後期専門研修後半では、上級医との連携の下で、自立

して入院治療を行うこと、外来治療の基礎を習得すること、デイケアをはじめとする精神障害リハ

ビリテーションの体験実習を行うことを目標としています。 

 

2）研修生活 

有給休暇の取得を奨励していますので、健康を守り、個人生活を大切にしながら、同時に研修を行

うことができます。また経済的側面について、各人の生活状況に合わせて、医局として相談に乗り

ます。 

 

 

4、研修プログラムの特徴  
 

指導体制 

専属の指導医を配置してマンツーマンでの指導にあたります。また、多職種による全体カンファラン

スを行い、各専門領域・各職種からの指導もあります。 

資格取得： 

研修期間中に、日本精神神経学会専門医・精神保健指定医・学位などの資格取得が可能です。症例の

取得・レポート作成・論文発表などの␣手厚い指導を行っており、これまでの実績は、専門医・精神

保健指定医・学位取得率すべて 100%です。 

教育関連病院 

大学近辺の 23 区内を中心に、東京都下、埼玉県、千葉県、神奈川県など首都圏を中心として、豊富 

な症例を経験する事ができます。 

女性医師就労支援 

当科では女性医師の就労を支援します。女性医師が育児と仕事を両立できる働きやすい職場環境の整 

備を目指しています。 

QOL 

有給休暇の取得を奨励していますので、健康を守り、個人生活を大切にしながら、同時に研修を行う

ことができます。また経済的側面について、各人の生活状況に合わせて、医局として相談に乗ります。  

 

 

5、応募問い合わせ先  
赤羽晃寿（医局長）03-3964-1211（内）7092 

Email ; akahane@med.teikyo-u.ac.jp 

mailto:akahane@med.teikyo-u.ac.jp


日本医科大学大学院 精神医学教室（精神・行動医学分野） 

 
Department of Neuropsychiatry, Graduate School of Medicine, Nippon Medical School 

 

〒154-0011 東京都文京区千駄木 1-1-5 

TEL:03-3822-2131  FAX:03-5814-6280 

卒後研修係 成重竜一郎 付属病院医局長 E-Mail: psychiatry@nms.ac.jp 

 
 
1、教室の特徴  
当教室は昭和 22 年の講座開設以来 60 余年の歴史を持ちます。教室開設時には当時飯田橋の付属第一

病院に診療・教育・研究の中心を置いていましたが、昭和 42 年に千駄木に診療・教育・研究の中心を

置き現在に至ります。平成 6 年には千葉北総病院で、平成 20 年からは武蔵小杉病院において診療を開

始し、現在は三拠点病院で診療・教育・研究を行っています。なお大学では、千駄木地区再開発計画「ア

クションプラン 21」が進行中で、平成 26 年には前期工事が完了し、新棟での外来、病棟診療を開始す

る予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

千駄木地区再開発計画・付属病院前期完成予想図（平成 26 年予定） 

 

 

 当教室では伝統的にコンサルテーション・リエゾン精神医学に熱心に取り組んでおり、三病院におい

て救命救急センターをはじめ院内各科と協力してコンサルテーション・リエゾンサービスを積極的に展

開しています。その他の特徴として、児童青年期から老年期まで幅広い領域について専門診療行ってい

ること、パルス波治療器を用いた修正型電気けいれん療法を早くから行っていること、アミロイド、ド

パミンイメージングなど最新の分子イメージング技術を利用した臨床研究を行っていることなどがあ

げられます。 

 

 

2、スタッフ 
 
教授   大久保善朗（付属病院）、木村真人（千葉北総病院・病院教授） 

岸泰宏（武蔵小杉病院・病院教授） 

准教授  齊藤卓弥（付属病院）、舘野周（付属病院） 

講師   下田健吾（千葉北総病院）、上田諭（付属病院）、山本正浩（付属病院・病院講師） 

朝山健太郎（付属病院・病院講師）、伊藤滋朗（武蔵小杉病院・病院講師） 

助教   池森紀夫、成重竜一郎、大森中、肥田道彦、澤谷篤、野上毅、寺西美佳、小泉公平 

能登雅明、宮吉孝明 

専修医  石田留生、松本早栄子、山本憲、増岡孝浩、鈴木清人、福田敬子、安田毅 

大学院生 新貝慈利、小川耕平、金禹瓉、鈴木雅之、武吉健児、坂寄健、石井辰也、河嶌譲、秋山友美 

 

 

 

 

TEL:03-3822-2131
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3、研修プログラムの特徴と概要  
 

1、2 年次の研修 2 年間は付属病院三病院において専修医として、精神医学の基礎的知識と応用を身に付け

ます。3、4 年次の研修は、関連病院において大学病院では経験しにくい地域医療としての精神科医療を経験

することとともに、現在専門性の高い医師が少なく、かつ今後の精神科医療におけるニーズが高いと考えら

れる児童思春期精神医学、老年精神医学、精神科救急・合併症医療の 3 領域のいずれかをサブスペシャリテ

ィとして習得します。どの関連病院で研修を行うかは習得したいサブスペシャリティ領域に合わせてそれぞ

れの専門性を有する病院を各自に選択してもらうことになります。5 年次の研修は再び付属三病院に戻り、

専修医、研修医、学生の指導や学会発表等を通じて、これまでの研修で習得した知識・技能を整理・確認し

ます。 

臨床研修を通じて、精神保健指定医および日本精神神経学会専門医の資格を取得できるように指導します。

各自の希望に応じて、総合病院精神医学、老年精神医学、児童思春期精神医学、産業精神医学などの専門分

野での専門医または認定医の資格を取得出来るように配慮しています。 

 

大学院に進学して精神保健指定医、学会専門医とともに学位を目指すことも可能です。当教室では、実際

の診療場面で遭遇する症例を対象とする臨床研究を重視しているため、大学院に進学しながら、精神保健指

定医や学会専門医の取得に日必要な臨床経験を積むことが可能です。なお、大学院生に関しては、リサーチ

アシスタントやティーチングアシスタント制度など支援制度を利用することができます。 

 

 児童思春期 

精神医学コース 

老年精神医学 

コース 

精神科救急 

合併症医療コース 

大学院コース 

1 年次 付属三病院における臨床研修 

2 年次 

3 年次 児童思春期精神科専

門病院での研修 

老年精神科専門

病院での研修 

精神科救急専門病

院での研修 

 

研究 4 年次 

5 年次 付属三病院における臨床研修 

 

 

4、本施設における研修の特徴  
 

総合病院精神医学、老年精神医学、児童青年精神医学、睡眠学、てんかん、産業精神医学等、さまざ

まな専門分野の指導医によるきめ細かな臨床指導により、幅広い精神医学の知識の習得と専門性の追求

を目指すように指導しています。また、質の高い研修を可能にするために、勉強会、研修会を定期的に

行うとともに、個々の希望に沿った自由度の高い研修環境を提供し支援します。 

 本学健診医療センターにて、ポジトロン CT を用いてドパミン受容体、ドパミンおよびセロトニント

ランスポーター、アミロイドなどの分子イメージングが利用可能になり、精神疾患を対象としたさまざ

まな臨床研究が進行しつつあります。研修の段階でこのような最新の臨床研究は参加することが可能で、

そうした経験を通じて、精神科医にとって必要なリサーチマインドを育むことができます。 

 
 
4、応募問い合わせ先  
卒後研修係 成重竜一郎 付属病院医局長 E-Mail: psychiatry@nms.ac.jp 

応募期間 平成 25 年 7 月 1 日（月）から 

選考日時 第１回：平成 25 年 10 月 27 日（日）、第 2 回：平成 25 年 11 月 3 日（日） 
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東京大学大学院医学系研究科 精神医学分野・こころの発達医学分野 

東京大学医学部附属病院 精神神経科・こころの発達診療部 
 
Department of Neuropsychiatry, Graduate School of Medicine, the University of Tokyo  

 

〒113-8655 東京都文京区本郷 7-3-1 

TEL: 03-3815-5411 (病院代表) 

研修担当 榊原英輔（助教）: Email sakakibara-tky@umin.ac.jp 

ホームページ: http://npsy.umin.jp/ 

 
 
1、教室の特徴  
東大病院精神神経科は、日本で最も歴史ある精神科教室として、日本の精神医学・医療のリーダ

ーとなる人材を育成することをミッションとした、高い公共性を持つ精神医学教室です。臨床、教

育、研究ともに、日本の大学精神医学教室のモデルとなることを目指しております。 
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2、研修プログラムの概要と特徴  
幅広い症例を経験し、入局後 4 年目までに精神保健指定医、精神科専門医の資格取得を目指します。 

原則後期研修の期間中のいずれかで東大病院勤務を経験し、他の年度は研修協力病院にて研修を行いま

す（研修協力病院：国立精神・神経医療研究センター、東京都立松沢病院、豊島病院、荏原病院、府中

病院、東京都小児総合医療センター、都内総合病院（NTT 関東病院、虎ノ門病院、JR 東京総合病院等）

等）。児童思春期精神医学の希望者は、1 年目は東大病院にて一般精神科臨床研修を行い、2 年目以降に

児童・思春期の専門研修を行います。希望者は後期研修開始後４年目以降に大学院に入学し、医学博士

を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
3、東大病院における後期研修の特徴  
・他大出身者が入局者の 2/3 以上を占める開放的な医局 

・指導医、副指導医と共にチーム医療の一員となり、閉鎖病棟・開放病棟で多様な疾患の診療を経験 

・医師、看護師、心理士、精神保健福祉士、作業療法士を含む多職種での病棟カンファレンス 

・てんかん専門医によるてんかん学と脳波学の intensive な指導 

・神経内科と共に認知症症例の定期的カンファレンスを行い最新の認知症診療の up to date 

・精神科リエゾンチームで学ぶ総合病院精神医学（救命救急センター、緩和ケアチームとの連携） 

・精神科に加え、脳外科、神経内科、心療内科、放射線科の講師を招き、週 1 回のクルズス 

・藤山直樹先生による精神療法スーパーヴィジョン、内海健先生による精神症候学の連続講義 

・東大病院救急部、デイケア、こころの発達診療部（児童精神）を短期ローテート（希望者） 

・東京都健康長寿医療センター（認知症）、国立精神・神経医療研究センター（てんかん） 

東京都立松沢病院（アルコール・薬物依存）への院外研修（希望者） 

・光トポグラフィーを用いた検査入院プログラムで学ぶ、精神疾患の客観的な検査手法の実際 

・発達障害検査入院プログラムで学ぶ、世界標準の発達障害のアセスメントと心理教育 

 

 

4、応募問い合わせ先  
下記日程にて説明会・見学会を設定しております。 

◆2013 年 7 月 13 日 10:00～14:00 東京大学まるごと探訪 Festival 2013（事前連絡不要） 

http://www.h.u-tokyo.ac.jp/soken/shoki-program/event.html 

◆2013 年 8 月 23 日・24 日 東大精神科サマーセミナー（要事前連絡） 

http://npsy.umin.jp/recruitment.html  

上記に加え、随時病棟見学のご相談に応じております。興味のある方は榊原までお問い合わせください。  

入局試験は 2013 年 9 月 7 日、応募締切は 8 月 30 日です。 

 

 

 

 

 

大学病院 

関連病院で研修   

  1       2       3       4       5       6       7       8       9       10     （年目）    

大学院    大学スタッフ、留学など 

本学・他大学スタッフ、一般病院スタッフなど 

精神保健指定医・専門医取得     医学博士号取得 

http://www.h.u-tokyo.ac.jp/soken/shoki-program/event.html
http://www.h.u-tokyo.ac.jp/soken/shoki-program/event.html
http://npsy.umin.jp/recruitment.html
http://npsy.umin.jp/recruitment.html


順天堂大学大学院医学研究科 精神行動科学講座 

 
Department of Psychiatry & Behavioral Science, Juntendo University Graduate School of Medicine 

 

〒113-8421 東京都文京区本郷 2-1-1 

TEL/FAX : 03-5802-1071 

連絡先: 医局長）柴田展人 准教授 E-mail: nshibata@juntendo.ac.jp 

 

 
1、教室の特徴  

1950 年に医学部精神医学講座として開講、現在は大学院講座と共に精神医学教室を構成する。1999

年に大学附属病院として初めて「メンタルクリニック」という診療科名を導入した。順天堂医院を始め

とする 6 附属病院（本院、越谷、浦安、練馬、静岡、東京江東高齢者医療センター）の各メンタルクリ

ニック間では密な連携による医療システムを確立しており、これらの運営は診療から研究に至るまです

べてが共通の方針のもと当精神医学教室により運営されている。 

全体として、一日の外来者数約 900 人、入院患者数約 360 人、併診入院患者数約 100 人に上り、わが

国の大学附属病院精神科として最大の臨床実績を誇る。 

 

 

2、スタッフ  
 
教授    新井平伊、一宮洋介、鈴木利人、井関栄三 

先任准教授 八田耕太郎、桐野衛二、大沼徹 

准教授   柴田展人、黄田常嘉、伊藤賢伸、榛沢亮、里村恵美、馬場元、稲見理絵、松原洋一郎 

熊谷亮、野澤宗央、笠貫浩史、宮川晃一、臼井千恵 

 

（准教授以上を記載した。他に、助教、助手、専攻生、大学院生、臨床心理士など多数在籍している） 
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3、研修プログラムの概要  
 
後期研修 3 年間は原則として順天堂医院、順天堂越谷病院、順天堂東京江東高齢者医療センターに勤

務し、精神保健指定医、精神科専門医を取得する研修プログラムである。 

本プログラムでは、他学のように関連病院に出向することなく、本学附属病院群における研修のみで

精神保健指定医取得に必要なすべての症例を経験できる。 

また、同時に大学院入学も可能で、臨床研究を行うことにより学位（博士号）の取得も可能である。 

 

4、研修プログラムの特徴  
 

 6 附属病院の教育スタッフ（指導医、専門医）は当教室の一貫した方針のもとに臨床、教育、研究を

行っており、臨床研修も密な連携のもとで共通の教育方針とプログラムにより構成されている。 

入院病床としては、順天堂医院・メンタルクリニック(15 床)、順天堂越谷病院・メンタルクリニック(226

床)、順天堂東京江東高齢者医療センター・メンタルクリニック(120 床)を有し、外来と共に豊富な臨床

の経験を積むことが可能である。 

 

 

1） 順天堂医院・メンタルクリニック 

Medical Psychiatry & Consultation Liaison Psychiatry の研修が主体。つまり、身体合併症を有する

精神科症例、リエゾン精神医学、認知症を中心とする器質性精神疾患、小児症例を中心に症例を経験し、

心理学的検査、画像診断なども研修する。 

 

2） 順天堂越谷病院・メンタルクリニック 

General Psychiatry & Community Psychiatry の研修が主体。つまり、統合失調症や気分障害を中心と

して、内因性精神病を中心に症例を担当し、さらに大学附属病院でありながら措置入院症例も経験でき

る。また、基幹精神科病院として、行政などとも密に連携して地域精神医療も実践できる。 

 

3）順天堂東京江東高齢者医療センター・メンタルクリニック 

Geriatric Psychiatry の研修が主体。つまり、認知症症例を担当し、その鑑別診断や BPSD の治療、包

括的な高齢者支援などを研修し、さらに高齢者の身体合併症などに対して一般診療科とともに対応しな

がらその実践を研修できる。 

 

4）他の 3 附属病院での研修も可能であり、希望に応じて研修プログラムは改編できる。 

 

 

5、応募問い合わせ先  
入局説明会、順天堂医院、順天堂越谷病院等での見学など随時お問い合わせください。 

連絡先：医局長：柴田展人 准教授 E-mail: nshibata@juntendo.ac.jp 

 

第一回入局説明会 平成 25 年 8 月 3 日 土曜日 順天堂医院 精神医学教室 医局 

第二回入局説明会 平成 25 年 11-12 月に予定 

第三回入局説明会 平成 26 年 1 月に予定 
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東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科 精神行動医科学分野 

 
Section of Psychiatry and Behavioral sciences, Tokyo Medical and Dental University Graduate school 

 

〒113-8510 東京都文京区湯島 1-5-45 

TEL: 03-3813-6111  FAX: 03-5803-0135 

卒後研修係：車地曉生准教授 E-Mail：0724.psyc@tmd.ac.jp 

 

 

1、教室の特徴  
当教室は、昭和 19 年 5 月に初代教授島崎敏樹先生が東京医学歯学専門学校時代の本学に精神病

学教室を開設した時に始まります。現在の西川教授の体制では、統合失調症の分子科学的な研究が

盛んであり、最先端の脳科学研究から、地に足をつけたリハビリテーションまで、患者の利益を追

求したさまざまな活動を行っています。また 400 人を越える同窓は、主に首都圏の総合病院、精神

科病院、診療所、研究機関において、臨床、研究、教育の分野で多くの実績を残しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

2、スタッフ  
 
教授   西川徹 

准教授  車地曉生（医局長）、平井伸英（保健管理センター） 

講師   山本直樹 

助教   竹内崇（外来医長）、武田充弘（病棟医長）、治徳大介、京野穂集、上里彰仁、甫母瑞枝 

光定博生 

医員    4 名 

レジデント 3 名 

研究員   3 名 

大学院生  11 名 
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3、研修プログラムの概要  
 
A. 精神科専門医コース 

大学病院での 6 か月間の研修を経て、首都圏の総合病院精神科を中心とする研修施設において、身体

合併症、救急医療、精神科救急など幅広い研修を行い、精神保健指定医・精神科専門医の取得を目指し

ます。各施設での研修期間は約 2 年間となっており、3～4 年でプログラム全体を修了するシステムと

なっています。なお、小児精神医学、老年精神医学、司法精神医学等の領域で活動したい人たちのため

に、同窓のネットワークを活用したオーダーメイドのコースの相談にも適宜応じています。 

 

B. 精神科専門医・大学院コース 

上記コースに加えて、大学院に進学し学位取得を目指します。大学院の進学の時期はいつでも選択可

能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4、東京医科歯科大学病院における研修の特徴  
 
通常指導医と研修医がペアとなって患者の診療を行いますが、病棟ではスタッフが 3チームに分かれ、

研修医はそのチームの 1 つに所属し、チームごとの定期的なカンファランスなどを通じて、広い視野か

ら丁寧な指導を受けることができます。また、全体のカンファランスでは、診断・治療に関する詳細な

検討を行うことができます。さらに、外来診療における予診、リエゾン診療、デイケア活動や小集団精

神療法への参加、電気けいれん療法など幅広い研修が受けられます。 

 

 

5、研修説明会、病棟見学について  
 毎週木曜日に全体カンファランス、教授回診を行っておりますので、病棟見学は木曜日に随時受けて

おります。研修説明会は以下の日程で開催予定です。 

平成 25 年 8 月 3 日（土）11 時～ 

平成 25 年 11 月 7 日（木）18 時～ 

卒後研修係：車地曉生准教授 E-Mail：0724.psyc@tmd.ac.jp 
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慶應義塾大学医学部 精神・神経科学教室 

 
Department of Neuropsychiatry, Keio University School of Medicine 

 

〒160-8582 東京都新宿区信濃町 35 

TEL: 03-5363-3829（医局直通） FAX: 03-5379-0187 

 

 

1、教室の特徴  
当科はおそらくわが国で最も幅広い専門領域の医師がおり、熱心に臨床・教育・研究活動を行っ

ております。下記のようにまず 2 年間大学に籍を置き、その間に様々な研修ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2、スタッフ  
 
主任教授   三村將 

准教授    村松太郎 

専任講師   白波瀬丈一郎、古茶大樹、前田貴記、内田裕之、岸本泰士郎 

助教     田渕肇、冨田真幸、嶋田博之、佐渡充洋、仁王進太郎、新村秀人、林公輔、平野仁一 

特任助教   小西海香 

専修医    1 年次 13 名、2 年次 10 名、大学院（博士・修士）12 名、言語聴覚士 2 名 

 

他にも当科が関連・連携している部門 

【ストレス研究センター】    センター長・教授 加藤元一郎 特任助教 二宮朗 

【加齢と行動認知寄附講座】   特任准教授 仲秋秀太郎 

【情動の制御と治療学寄附講座】 特任准教授 田中謙二 特任講師 高田則雄 

【クリニカルリサーチセンター】 特任講師 中川敦夫 

【腫瘍センター】        特任助教 竹内麻理 

 



3、研修プログラムの概要と特徴  
 

下記が研修の 3 本柱です。 

  

①基本的に全員慶應義塾大学病院での初期訓練を行う。  

・ 主治医として患者の外来及び入院さらにリエゾン診療にあたる。 

・ 研究グループの研究、討議に参加する。 

・ 専門領域での研究をすすめる。 

 

②当科関連の精神科病院と総合病院精神科などの関連施設での訓練を続け、幅広い患者層を経験できる

ようになる。臨床面でオールマイティーとなるよう配慮する。 

 

③オプション研修   

本人が最も興味ある臨床現場或いは研究に 3 ヶ月間自由に参加できる。 

例えば、留学・老人保健施設・児童専門施設・薬物依存治療病棟・クリニック等での勤務・企業のメ

ンタルヘルス・学生のメンタルヘルスなどの見学・精神鑑定の助手・あらゆる研究に従事、他 

 

 前記①、②の場合の訓練内容は下記のとおりです。 

1) 病棟では、主治医として、急性・慢性精神障害の治療（精神科リハビリテーション、生活療法、レ

クリエーション療法、作業療法、病棟管理を含め）を担当する。 

2) 外来担当医として、初診および再診患者、他科からの依頼患者、退院患者の治療を行う。 

3) リエゾンコンサルテーションに従事し、症状精神病や緩和ケアなどについて学ぶ。 

4) 精神鑑定の鑑定助手として精神鑑定業務を習得する（司法精神医学）。 

5) 脳波の判読および脳画像診断技術を研修する。 

6) 抄読会、症例検討会、研究会に参加する。 

7) 臨床に関する研究を行い、成果を学会等で発表する。 

8) 精神保健福祉法による精神保健指定医の指定申請に必要な事例を経験する。精神神経学会専門医も

同時に取得可能となるようにする。 

 

 また、以下の研究班に所属し、精神医学に関する臨床ならびに基礎研究に自由に参加できます。 

1）精神病理研究班 

2）精神生理研究班 

3）心理・精神療法研究班 

4）精神薬理研究班 

5）神経心理（高次脳機能）研究班（認知症含む） 

6）司法精神医学研究班 

7）社会精神医学研究班 

8）生物学的精神医学研究班（画像研究含む） 

9）産業精神医学研究班 

10）児童・思春期精神医学研究班（発達障害含む） 

 

 

 

4、応募問い合わせ先  
keio-psychiatry@hotmail.co.jp までお気軽にお問い合わせください。 

また、当科ホームページにおいて、募集要項や活動予定を随時更新しています！  

http://psy.keiomed.jp/ 
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医局員には QOL（生活の質）にまで配慮した治療学を

身につけてもらうようにしています。そのためには、科

学的な研究成果の意義を吟味し取り入 れながら、健全

なバランス感覚で医療を展開する必要があり、日々精進

することを心がけています。また、当科ではすべての職

種が真の意味で医療に参加することを求めており、全職

種が協同して行う女子医大版心理教育の実践という形

でそれを結実させています。 

 

東京女子医科大学 神経精神科教室 

 
Department of Psychiatry, Tokyo Women’s Medical University 

 

〒162-8666 東京都新宿区河田町 8－1 

Tel：03‐3353‐8111(代表) 内線 33205 FAX：03‐3353‐8979 

E-mail：ikyoku@psy.twmu.ac.jp 

 

 
1、教室の特徴  
当教室は都内大学病院の精神科として有数の病床数と充実した恵まれた症例数（年間初診患者

2000 症例以上、入院患者 400 症例以上、コンサルテーション・リエゾン診療年間 1500 件以上）を

誇ります。東京都心という地の利から症例毎の社会的背景も多彩で、偏りなく幅広い臨床を経験す

ることが可能です。また、所属するスタッフの専門分野も多方面に及んでおり、薬物療法、精神病

理、認知行動療法など多面的に精神医学を学ぶことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2、スタッフ  
 
主任教授  石郷岡純 

 

教授    坂元薫、加茂登志子（女性生涯健康センター）、山田和男（東医療センター） 

 

臨床准教授 西村勝治、古城慶子 

 

講師    稲田健、高橋一志 

 

助教    川本恭子、内出容子、長谷川大輔、興津裕美、辻かをる、澤村実紀、横山香菜子 

 

後期研修医 柴田結以、大橋優子、津田顕洋、本田美鳥、山角玲、井上可奈子、水谷薫、坪内麻衣 

若狭偉育、田中康 

 

社会人大学院生（後期研修医含む） 

守谷俊平、喜田光洋、鈴木枝里子、河野仁彦、河野美帆、山本舞、河野敬明、末木亮嗣 

松井健太郎、村岡寛之、湯浅好喜 

mailto:ikyoku@psy.twmu.ac.jp


3、研修プログラムの概要  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会人大学院制度があります。 

 

医局は半数以上が他大学出身者であり、自由な雰囲気の中で精神医学を学ぶことができるのも大きな

特徴です。  

 

研究を行おうとする者は研究主題や方法などを提示し、賛同した医局員とともに研究を進めます。チ

ーム制はとっておりませんので、研究できる内容が偏在するということはありません。 

 

大学全体として女性医師支援システムが充実しており、出産や育児と仕事の両立も可能です。 

 

 

 

4、参考文献  
応募期間 平成 25 年 10 月末日まで 

筆記試験・面接 平成 25 年 11 月上旬 

 

見学や説明会は随時行っておりますので、ご気軽にご連絡ください。 

 医局長 長谷川大輔 （はせがわ だいすけ） 

 TEL:03-3353-8111（内線 33205） 

 FAX:03-3351-8979（当科専用） 

 E-Mail : hasegawa.daisuke@twmu.ac.jp 
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東京慈恵会医科大学 精神医学講座 

 
Department of Psychiatry, Jikei University School of Medicine 

 

〒105-8461 東京都港区西新橋 3-25-8 

TEL: 03-3433-1111  FAX: 03-3437-0228 

卒後研修係：須江洋成 E-mail：hsue@jikei.ac.jp  真鍋貴子 E-mail：manabe@jikei.ac.jp 

 

 

1、教室の特徴  
当精神医学講座が開設されたのは明治 36 年(1903 年)とされています。森田正馬初代教授は独創

的な神経学説を提唱し、森田療法と後年呼ばれる精神療法を完成させました。以後、現在まで森田

教授の教えは 5 人の主任教授によって継承されてきました。わが教室ではこの森田療法をはじめ精

神病理学・精神療法学、老年精神医学、精神生理学(睡眠学)、臨床脳波・てんかん学、薬理生化学、

総合病院精神医学、児童思春期精神医学といった研究部門があり、専門的知識を習得するとともに

地域のサービスに還元しています。本学の建学の精神「病気を診ずして病人を診よ」を大切に、全

人的な精神医療を目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2、スタッフ  
 

慈恵医大附属病院常勤医師（平 25年 7月現在：本院、葛飾医療センター、第三病院、柏病院) 

教授  中山和彦（主任教授）、伊藤洋、中村敬、宮田久嗣 

准教授 須江洋成、忽滑谷和孝、山寺亘 

講師  小曽根基裕、小野和哉、古賀聖名子、舘野歩、塩路理恵子、伊藤達彦、角徳文、中村晃士 

助教  樋之口潤一郎、川村諭、真鍋貴子、矢野勝治、川上正憲、森田道明、黒田彩子、岩崎弘 

落合結介、原田大輔、青木亮、沖野慎治、谷井一夫、永田智行、尾作恵理、小堀聡久       

稲村圭亮、斉藤健一郎、杉田ゆみ子、江藤亜沙美、青木啓仁、大越麻加、潮谷美紀、松尾活光、

小豆島沙木子、一條慧、林賢一郎、星野政美、吉田理美 

 

mailto:hsue@jikei.ac.jp
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3、研修プログラムの概要と特徴  
 

2 年間の初期臨床研修を終えた後の専門習得コース（レジデント）は 3 年間のプログラムです。1 年

目は本院の病棟勤務を原則としています。研修開始後まもなくクルズスを行って診療に必要な一般的基

礎知識を習得するよう計画しています。レジデントは病棟では指導医とチームを組み診療にあたります

が、病棟カンファレンス、そして教授回診等によって症例検討と治療評価がその都度なされています。

また、定期的に外来陪席にあたり、外来診療の実際を学ぶことになります。医局においては抄読会、症

例検討を行いますが、興味深い症例は地方会、支部会等で発表して経験を積んでもらうことにしていま

す。2～3 年目には各分院への勤務となるのが通常です。各分院では外来精神医療を学びます。また、病

棟兼科による総合病院精神医学、コンサルテーション・リエゾン精神医学を学びます。さらにこの間に

慈恵医大伝統の治療技法である森田療法の理論を第三病院（森田療法センター）にて実践的に学びます。

この 5 年間が終わりますと医局関連の教育指定病院に 2 年間勤務しながら精神科専門医・精神保健指定

医の資格取得を目指すとともに地域精神医療を通じて、包括的精神医療を経験してもらいます。それが

終了すると再び大学にもどりますが、このころには研究班へ所属し、診療そして教員としての業務とと

もに学位取得に向けての研究、あるいは大学院への進路選択がなされます。なお、精神神経学会のみな

らず各学会専門医・認定医（心身医学会、臨床精神神経薬理学会、睡眠学会、老年精神医学会、てんか

ん学会 等）についても当院は研修等の施設認定を得ています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4、応募問い合わせ先  
随時お問い合わせください。平 25 年度第 2 回医局説明会は 9 月 7 日（土）の予定です。精神医学講座

ホームページ（ http://www.jikeips.umin.jp/ ）にご案内していますので、是非ご確認ください。直接

卒後研修係、須江洋成、真鍋貴子宛にメールしていただいても結構です。なお、初期臨床研修、専門習

得コースの応募期間、採用試験日については慈恵医大ホームページ（www.jikei.ac.jp）をご覧ください。 
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昭和大学医学部 精神医学講座 

 
Department of Psychiatry, School of Medicine, Showa University 

 

〒157-8577 東京都世田谷区北烏山 6-11-11  

TEL: 03-3300-5231  

総合医局長:高塩理講師 E-Mail: neuropsy@med.showa-u.ac.jp 

 

 

1、教室の特徴  
さまざまな臨床・教育・研究分野において第一線で活躍する精神科医を多く輩出し続けている歴

史ある講座です。 

 

 

2、スタッフ  

教授   岩波 明、工藤 行夫、加藤 進昌 

准教授  稲本 淳子、岡島 由佳、堀 宏治、吉益 晴夫 

講師   尾鷲 登志美、真田 健史、高塩 理、高橋 彩子、谷 将之、山田 浩樹 

 

 

3、研修プログラムの概要  

昭和大学医学部精神医学講座での精神科研修の最大のメリットは、何と言っても首都圏内に 4 つの大学附

属の精神科病院及び病棟があることです。措置入院や医療保護入院を受け入れ可能な病棟を持ち、国家資格

である精神保健指定医の取得には、とても有利な条件を備えています。 

講座のある烏山病院から研修を始め、附属横浜市北部病院、藤が丘病院、東病院を研修します。また希望

に応じて、単科精神病院、都内総合病院などでの研修ができるよう対応しています。そして、3 年間の研修

後に精神保健指定医の取得申請をし、精神保健指定医合格待ち期間を含む 4 年間を一区切りとしています。 

 

4、研修の特徴  

 現在、精神医学講座は、烏山病院を拠点としています。烏山病院は精神科の急性期医療や成人の発達障害

に対する臨床、研究の拠点として成果をあげています。烏山病院は大正 15 年創立という長い歴史をもち、特

に統合失調症の患者さんの社会復帰では先駆的業績も挙げてきました。こういった伝統を生かして、今後は

うつ病患者さんの復職支援や発達障害当事者の就労支援にもリハビリテーションの対象を広げています。さ

らに、烏山病院の他に、認知症疾患治療病棟と精神科病棟合わせて 100 床をもつ附属横浜市北部病院、コン

サルテーション・リエゾンと外来診療を主とする藤が丘病院と東病院があります。これら 4 病院の緊密な連

携によって、卒後研修や学位・指定医や学会専門医取得を含むフルスペックの精神科臨床が大学内で可能と

いう、本学の利点があります。 

 精神医学の臨床活動だけに偏ることなく、基礎研究などの分野にも精通するバランスのとれた精神科医師

の育成を目指しています。特に、実践に強い精神科医師育成のために、本人の意思さえあれば、神経心理学、

精神療法、臨床精神薬理学、精神生理学などのいろいろな研究会にも参加可能です。 

また各大学附属病院との連携を図るため、当講座で主催する研究会も定期的に開催しています。研究会の

コンテンツも充実していることに加え、各大学附属病院から集まりやすい中間地域で開催しており、直接、

顔を見ながら情報交換ができる貴重な機会となっていています。異動しても同期やお世話になった上級医と

も親交を保てますし、講師として招聘する著明な先生方や同窓の先生方との交流も図ることができます。 

 

5、応募問い合わせ先  
病院見学や研修、入局をお考えの先生は、下記アドレスまでご連絡下さい。 

総合医局長:高塩理講師 E-Mail: neuropsy@med.showa-u.ac.jp 

毎月第 2 月曜日、13 時より医局案内および病院見学を定期的に行なっています。日程の合わない場合は、随

時ご相談致しております。 

mailto:neuropsy@med.showa-u.ac.jp
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東邦大学医学部 精神神経医学講座 

 
Department of Neuropsychiatry, Toho University School of Medicine 

 

〒143-8541 東京都大田区大森西 6-11-1 

TEL: 03-3762-4151 FAX: 03-5471-5774 

卒後研修係：辻野尚久 E-Mail：ntsujino@med.toho-u.ac.jp 

 

 

1、教室の特徴  
東邦大学医療センター3 病院（大森、大橋、佐倉）の本院である大森病院は、東京都大田区（人口約

70 万人）の地域基幹病院としての重責を担っているだけでなく、国際化した羽田空港から近く、海外と

の窓口として、積極的な国際交流を指向している。当院に開設されているイルボスコ

（http://www.lab.toho-u.ac.jp/med/omori/mentalhealth/）は、早期性精神病の治療ユニットとして思春

期、青年期における精神疾患の予防、早期介入に先進的な取り組みを行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2、スタッフ  
教授  水野雅文 

准教授 中村道子、根本隆洋 

講師  辻野尚久 

助教  蓮舎寛子、片桐直之、山口大樹、武士清昭、舩渡川智之、相川さやか、池田竜 

シニアレジデント、レジデント、大学院生 

多数。出身大学は東邦大学に限らず、全国多岐にわたる 

 

 

mailto:ntsujino@med.toho-u.ac.jp
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3、研修プログラムの概要と特徴  
 

A: 精神科基本コース 

 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 

基本コース１ 大森病院 

レジデント 

大学院 大学院 大学院 大学院 留学 

基本コース２ 大森病院 

レジデント 

専門研修 

協力病院 

大学院 大学院 大学院 大学院 

 

研修施設の順序は相談に応じるが、基本的には 1 年目は大森病院精神神経科で研修を行う。臨床研究が

中心であり、最初の 3 年間で、全員が日本精神神経学会認定専門医、精神保健指定医を取得している。 

 

 

B: 一般臨床専門コース 

 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 

一般臨床専門

コース 

大森病院 

レジデント 

専門研修 

協力病院 

大森病院 

レジデント 

または 

関連病院 

大森病院 

レジデント 

または 

関連病院 

大森病院 

レジデント 

または 

関連病院、留学 

 

最初の 3 年間で日本精神神経学会認定専門医、精神保健指定医を取得する。さらに、研修期間中にリエ

ゾン研修、アルコール専門研修を行う。 

 

 

C: 児童精神科特別コース 

大森病院レジデント（1 年）→児童に関する研修（大森病院また関連病院）→大学院もしくは大森病院、

関連病院 

研修期間中に日本精神神経学会認定専門医、精神保健指定医、児童青年期精神医学会認定医のいずれも

取得する。大森病院には児童精神科専門外来があり、城南地区における児童精神医学の中心的役割を果

たしている。 

 

 

4、研修プログラムの特徴  
指導医からの直接指導はもちろんのこと、定期的なカンファレンスや研究会などを行い、教授、准教

授、各分野のスペシャリストによる基礎からより専門的なレベルまでの総合的な指導を受けることがで

きる。大森病院には閉鎖病棟（保護室あり）、開放病棟のいずれもあり、また三次救急もおこなってい

る特定機能病院であり、急性期精神疾患や身体合併症、緩和ケア、児童から老年期までの幅広い症例を

経験することができる。教育関連病院はいずれも大森病院から通勤圏内にあり密接な連携を維持してい

る。 

 

 

4、応募問い合わせ先  
卒後研修係：辻野尚久 E-Mail：ntsujino@med.toho-u.ac.jp まで随時お問い合わせください。 

施設見学も随時お問い合わせください。 
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杏林大学医学部 精神神経科学教室 

 
Department of Neuropsychiatry, Kyorin University School of Medicine 

 

〒181-8611 東京都三鷹市新川 6-20-2 

TEL: 0422-47-5511  ex 2885  FAX:  0422-45-4697 

E-mail: psychiat@ks.kyorin-u.ac.jp 

 

 
1、教室の目指している方向  
杏林大学医学部付属病院は、緑豊かな武蔵野の名残を残す多摩地区の静かな住宅地に位置する大学病

院です。スタッフの専門は精神症候学、認知行動療法、臨床精神薬理学、睡眠医学、神経生理学、神経

画像学と多岐に渡っています。平成 25 年 3 月から、病棟の改築が終了し、病棟も新しくなりました。

また、スタッフの半数以上が杏林大学以外の全国のさまざまな大学から集まっており、とてもアットホ

ームな雰囲気です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2、スタッフ  
 
教授     古賀良彦（診療科長） 

准教授     中島亨（睡眠障害治療センター長）、渡邊衡一郎 

講師     鬼頭伸輔（医局長） 

学内講師    菊地俊暁 

助教     田中伸一郎（病棟医長）、長谷川崇（外来医長） 

任期助教    石井久史（副病棟医長）、田巻龍生、小田千夏 

医員     平野祥子、野﨑和博 

レジデント  平野良男、圓山恭子、篠﨑ちひろ 
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3、研修プログラムの概要と特徴  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 病棟では、3 チームに分かれ、1 チームあたり、約 10 名の患者さんを担当します。 

 32 床の開放病棟では、うつ病を中心とした気分障害、不安障害、認知症、統合失調症、摂食障害、

睡眠障害、てんかん、児童思春期疾患など幅広く経験することが可能です。 

 精神保健指定医や精神科専門医などの資格を取得する十分な体制が取られています。 

 外来では、新患の陪席、リエゾンへの関わりなどを適宜行っております。リエゾンについては、大

学病院であることから、非常に多彩な経験を積むことができます。 

 教室の行事は、教授回診、病棟医長回診、各種カンファランス、抄読会などがあり、精神科医とし

ての知識を習得し、スキルを身につけることができます。 

 段階的な指導により、国内外の学会発表などが行えるようサポートしています。 

 大学院（社会人大学院を含む）への入学、あるいは教室スタッフとして臨床医として、勤務しなが

ら学位の取得も可能です。 

 

 

 

4、応募問い合わせ先  
医局説明会、精神神経科公開セミナー、精神神経科臨床研究会など、年に複数回、開催しています。

また、病棟、外来、医局などの見学も、随時、行っています。お気軽にお問い合わせください。ご連絡

お待ちしております。 

TEL: 0422-47-5511 ex 2885  FAX: 0422-45-4697 

E-mail: psychiat@ks.kyorin-u.ac.jp 
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横浜市立大学大学院医学研究科 精神医学部門 

 
Department of Psychiatry, Yokohama City University Graduate School of Medicine 
 

〒236-0004 神奈川県横浜市金沢区福浦 3-9 

TEL : 045-787-2667  FAX : 045-783-2540 

医局長: 加藤 大慈 E-mail : dkato@yokohama-cu.ac.jp 

 

 
1、教室の特徴  
横浜市立大学医学部精神医学教室は昭和 22 年に開講され、平成 25 年で 66 年目を迎えました。

昭和 42 年には小児精神神経科（現在の児童精神科）が外来診療科として設置されています。平成

15 年に現職の平安良雄が第 6 代主任教授として就任しました。平安教授は精神疾患の脳形態や機

能の異常を解明する神経画像を専門としています。附属病院は２つあり、大学医学部がある附属病

院（金沢区福浦）と、附属市民総合医療センター（南区浦舟町）があります。2 病院では医療機能

を分担し質の高い精神科医療を提供しています。 

 

附属病院の精神科病棟は、平成 24 年に 26 床（個室 6 床、保護室 2 床）の開放病棟にリニューア

ルされ、身体合併症、器質性・症状性精神障害、難治性統合失調症など、より多くの状態や地域医

療の需要に応じた受け入れが可能となりました。入院期間は平均約 26 日です。緩和医療・リエゾ

ンや復職支援デイケアにも力を入れています。横浜市の委託を受けた認知症疾患医療センターも設

置されています。 

 

附属市民総合医療センターの精神医療センターは、平成 23 年より、病棟を全閉鎖化し、精神科

スーパー救急病棟として、救急入院対応に応需しており、地域の精神科救急基幹病院を担当してお

ります。幼児から高齢者の、幅広い精神疾患の診療に対応し精査・鑑別診断、治療を行っているほ

か、高度救命救急センターにも専従の精神科医を配置し、自殺企図や精神症状合併患者の診療を行

っています。 

 

本教室における教室員の人事は、「横浜市大精神科医師の会」という組織が決定し、主任教授は

特別会員として相談役に徹し人事権を持ちません。教員人事や関連病院への派遣はすべて教室員の

合意によって決められています。この仕組みはとても良く機能しており、若手医師にも支持され、

平成 16 年から 10 年間で 90 人の入局者を迎えています。 
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2、スタッフ 
主任教授 平安良雄（横浜市立大学附属市民総合医療センター病院長） 

 

横浜市立大学附属病院精神科 

後期研修医 髙石政男、谷本瑠奈、中村亮太、炭谷早紀、鈴木將裕、政岡数紀 

助教       斎藤知之、千葉悠平、白石洋子（臨床検査部脳波室）、鎌田鮎子（精神科外来医長） 

須田顕、浅見剛、野本宗孝（医学部薬理学教室）、岸田郁子（教育・研究責任者代理） 

講師       加藤大慈（精神医学教室医局長･精神科部長補佐）、勝瀬大海（精神科部長・病棟医長） 

児童精神科  

後期研修医 金澤さやか、助教 青山久美、准教授 竹内直樹（附属病院児童精神科部長） 

大学院生     廣瀬和澄、浜田智哉、伊倉崇浩、石井美緒、高田薫子（リハ科）、宮内雅利、河上緒 

小西潤、福島浩、吉見明香、早坂俊亮 

 

横浜市立大学市民総合医療センター精神医療センター精神科 

後期研修医 石橋由梨、瀬本みさと、井上佳祐（大学院生）、木谷卓矢 

助教    吉柗尚彦、渡邊宏行、中島智美（医学教育センター所属教員）、加納亜希子（外来医長） 

森田睦郎、日野耕介（高度救命救急センター担当）、堀岳人（脳波室担当） 

准教授     小田原俊成（精神医療センター部長） 

児童精神科 

後期研修医 浅沼和哉、助教 栗山薫、中川牧子、講師 高橋雄一（医局長・病棟医長） 

 

3、研修プログラムの概要と特徴  
当科のシニアレジデント・プログラムは、原則的に大学病院（附属病院またはセンター病院）、単科

精神科病院、総合病院精神科にて各１年、計 3 年間のプログラムとなっています。１年目は原則的に大

学病院で基礎的な知識とスキルを身につけるべく研修し、その次の２年間は精神科病院および総合病院

にて各 1 年研修することにより、急性期から社会復帰、精神科リハビリテーション、身体合併症診療に

至るまで、幅広く精神科医療全般の経験を積むことができます。計３年を終了した時点で精神保健指定

医や日本精神神経学会専門医の資格取得に必要な症例の経験ができるようになっています。後期研修に

おいて派遣される病院は、指導体制を考慮し、指導力のある現役医会員あるいはOB が勤務しています。 

大学院に関しては、常勤医師としての勤務を続けながら大学院履修を行える長期履修制度（最長8年）

があります。一例をあげると、シニアレジデント研修と同時に大学院履修を開始した場合（下図）、大

学院の最初の 3 年間はシニアレジデントとして臨床を行い、後期研修を修了します。この間、診療業務

時間外に研究や講義の受講を行います。その後 2 から 5 年間で、ローテートを離れ研究に専念し、学位

の取得を目指すことができます。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4、応募問い合わせ先  
研修説明会、病棟見学などを行っておりますので、随時お問い合わせください。 

平成 25 年度入局説明会: 第 1 回 7 月 11 日、第 2 回 10 月 10 日、面接試験: 12 月 12 日 

E-mail（見学希望者用）: kengakukibou@gmail.com または加藤（医局長）dkato@yokohama-cu.ac.jp 

mailto:kengakukibou@gmail.com
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聖マリアンナ医科大学 神経精神科学教室 

 
Department of Neuropsychiatry, St. Marianna University School of Medicine 

 

〒216-8511 神奈川県川崎市宮前区菅生 2-16-1 

TEL: 044-977-8111  FAX: 044-976-3341 

E-mail：y2sasuga@marianna-u.ac.jp  貴家康男（医局長） 

 

 

1、教室の特徴  
学閥的色彩がなく、様々な大学の出身者が調和のとれた自由な雰囲気のなか、臨床や研究に励ん

でいます。大学病院には診療施設として 3 つの精神科関連のセンターがあり、活発な活動と業績を

あげています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2、スタッフ  
 
教授    山口 登（講座代表） 

准教授   宮本聖也（病棟医長）、長田賢一 

講師    貴家康男（医局長）、丸田智子（外来医長）、足立淳（川崎市立多摩病院） 

長谷川浩（聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院）、宇田川 至（生田病院） 

助教    三宅誕実（副医局長）、中野三穂（病棟副医長）、天神朋美、橋本知明（外来副医長） 

柳田拓洋、野口美和、板谷光希子、原田久、天本高寛（足利富士見台病院） 

前泊味音（聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院）、荻野信（大富士病院） 

任期付助教 岩藤元央、南麻依、黒岩小百合、髙橋知子 

石川哲也（聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院） 

大学院生  渡邉高志、鈴木慈、佐々木央我、田口篤、二宮友梨子、浅利翔平、山下佑介 
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3、研修プログラム概要  
 
A：大学院進学コース（4 年間） 

初期研修終了後、聖マリアンナ医科大学大学病院（本院）で臨床経験を積みながら、学位取得（研究活

動）も目指したいという方。 

 

B：任期付助教コース（5 年間） 

初期臨床研修終了後、大学病院（本院）または教育関連病院で臨床経験を積みたい方（学位取得も可能）。 

 

C：研究生 

期間に縛られず、大学病院（本院）で登録医員として臨床経験を積み、できれば学位取得も目指したい

という方。 

 

D：登録医員（大学病院本院勤務）コース 

学位は望まないが、無給でも良いので、大学病院（本院）でしばらく臨床経験を積みたいという方。 

 

E：出向助教・出向任期付助教コース（教育関連病院勤務） 

当教室員として関連病院に出向しながら、週 1～2 日ほど大学病院に勤務し、臨床や研究で経験を積み

たいという方。 

 

 
4、研修プログラムの特徴  
外来診療は 1 日 140～160 人の患者を、4～6 人の医師が対応しています。初期研修医は初診患者の予

診や教授の陪審などを行います。後期研修 2 年目以降、外来診療を行います。入院治療は、急性期の治

療や難度の高い病態の診断や治療、ならびに精神障害に合併した身体疾患の急性期治療を身体診療各科

と協力して行っています。病棟診療は 4 つ診療班で行いますが、全ての診断および治療は診療班の主治

医のみならず全医員参加型の病棟会議や回診で検討されます。当院当科の疾患別入院患者の内訳は、認

知症が気分障害や統合失調症よりも多いことが特徴です。これは認知症が疑われる患者の 1 日検査入院

が増加しているためと考えられます。初代主任教授の長谷川和夫先生が手掛けた改訂長谷川式簡易知能

評価スケール（HDS-R）は有名ですが、認知症研究の流れを受け継ぎ、現在は「聖マリアンナ医大式コ

ンピューター化記憶機能検査（STM-COMET）」を開発し、きわめて早期の段階で認知症、特にアルツ

ハイマー型認知症が診断できるようになりました。1 日検査入院では、この STM-COMET や頭部 MRI、

脳波などの検査を行い、後日認知症診断外来にて結果を説明します。また薬物療法に抵抗性の大うつ病

性障害に対する全身麻酔下電気けいれん療法も行っており、地域病院からの依頼も増えています。 

 
 
5、応募問い合わせ先  
年に 2 回（7 月と 9 月）に説明会を開催しています。病棟見学も随時行っておりますので、お気軽に

お問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



北里大学医学部 精神科学 

 
Department of Psychiatry, Kitasato University School of Medicine 

 

〒252-0374 神奈川県相模原市南区北里 1-15-1  

Tel: 042-748-9111 Fax: 042-765-3570 

教室幹事：大石 智 satoru07@me.com 

E-Mail：k-psy@kitasato-u.ac.jp 

 

 
1、教室の特徴  
大学病院としては異色の精神科スーパー救急病棟、大規模デイケアを配備し、急性期から慢性期まで

幅広く対応可能な北里大学東病院精神神経科と、リエゾン、緩和ケア、児童精神科を主とする北里大学

病院精神神経科を基盤に、大学病院として高度専門医療を提供するとともに、市民病院としての役割も

果たしています。 

 精神科臨床医の育成には特に力を入れています。「出向しなければ多くの症例を経験できない」など

ということはありません。2〜3 年の研修をすれば、精神科医として一生の間に接する症例のうち 8〜9

割は経験できる診療実績と指導体制を整えています。つまり当教室で研修をすることで、「どの施設に

行っても、自信を持って臨床を実践できる」精神科医になることができるというのが、当教室の特徴と

言えます。また教育スタッフは精神科のほぼ全領域を網羅する専門家をそろえ、気軽にいつでも相談で

きる体制を整えています。こうした特徴もあり、後期研修医には他大学出身が多くを占め、教室内はい

つも自由闊達な空気が溢れています。 
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2、スタッフ  
 
主任教授  宮岡等 

特任教授  山本賢司 

准教授   高橋恵 

特任講師  井上勝夫 

講師    齋藤正範、澤山透、宮地英雄、診療講師：吉田芳子、吉田勝也、高橋恵理 

大石智（教室幹事） 

 

医療衛生学部教授 田ヶ谷浩邦 

医療系大学院教授 生地新、田中克俊、岩満優美 

 

助教（研究員）7 名、特任助教 2 名、後期研修医 14 名 

 

（特任は寄付講座（中毒・心身総合救急医学＜神奈川県＞、地域児童精神科医療学＜相模原市＞の教

員） 

 

 

3、研修プログラムの概要  
 
精神科専門医教育（後期研修）プログラムは日本精神神経学会の精神科専門医制度（研修医 2 年間＋

専門医研修 3 年間で受験資格を得る）で求められている履修内容に準じて行います。精神保健指定医も

最短期間で取得することができるように指導します。大学病院としては珍しく措置入院を受け入れてい

ますので、大学病院内の豊富なスタッフの基で精神保健指定医取得に必要な症例に関する研修を行うこ

とができます。一般精神科の研修に加えて、児童精神科臨床を専門的に研修できるプログラムがありま

す。「精神科医としての初期の研修には、重症症例を大学という複数の専門家がいる場所で診て学ぶこ

とが不可欠である」というのが主任教授の口癖ですが、それが実践されています。 

 

 

4、研修プログラムの特徴  
 
 98 床の入院病床、350 名／日を超える外来、神奈川県精神科救急システム基幹病院であり、精神鑑定

や医療観察法の鑑定入院も受け入れるという特徴を有する北里大学東病院と、児童精神科外来、リエゾ

ン外来などを有する北里大学病院を主たる研修機関とします。教室スタッフには全領域の専門家がいま

すので、相談や討論をしやすい環境で研修できます。研修の主たる舞台である病棟では、主治医、指導

医、後期研修医で構成されるチームで診療にあたります。毎週のチャートカンファレンス、日々の診療

では主治医、指導医により基礎から専門的事項にわたって、丁寧な指導を受けることができます。また

基本的な知識を学ぶ小講義以外に、当教室では月に 2 回、一症例を取り上げてケースカンファレンスを

行っています。担当医からのプレゼンテーション、主任教授の面接のあと、若い医師から上級医まで意

見を出し合います。若手もベテランも互いに磨き合う、後期研修医のみならず、教室員全員にとって重

要な場になっています。 

 研修は、このような北里大学病院と北里大学東病院での研修を必須とし、それに教育関連病院である

精神科病院といわゆる総合病院での研修を組み合わせて行っています。 

 

 

5、応募問い合わせ先  
研修説明会、施設見学を行っています。どうぞお気軽にご連絡下さい。 

宮岡等 miyaoka@med.kitasato-u.ac.jp 

教室幹事：大石 智 satoru07@me.com 

教室および研修の詳細：http://kitasato-psychiatry.juno.bindsite.jp/index.html 

（教室での研究会などの情報も載せていますのでご覧ください） 
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山梨大学医学部 精神神経医学教室 

 
Department of Neuropsychiatry, Faculty of Medicine, University of Yamanashi 

 

〒409-3898 山梨県中央市下河東 1110 

TEL: 055-273-9847（医局）FAX: 055-273-6765 

卒後臨床担当：篠原学講師 E-mail: manabu@yamanashi.ac.jp 

HP: http://seishin-shinkei.com/ 

 

 
1、教室の特徴  

1983 年 4 月に假屋哲彦教授のもとで開講され、同年 10 月より医学部附属病院での診療が行われ

ています。 

臨床面では、総合病院の精神科として、うつ病などの気分障害の治療を専門的に行っているほか、

認知症の初期診断やコンサルテーション・リエゾン精神医学にも力を注いでいます。2013 年 3 月

より先進医療「光トポグラフィー検査を用いたうつ症状の鑑別診断補助」を行っています。このほ

か、クロザピンの登録医療機関です。 

主な研究テーマとしては、①難治性気分障害の治療法の開発と脳機能との関連、②高齢者うつ病

における軽度認知障害に関する臨床研究、③精神障害の病態関連遺伝子の同定とその遺伝子機能の

精神表現型への影響の解明、④脳の老化と加齢関連性神経変性疾患の神経病理学的研究、などがあ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2、スタッフ  
 
教授        本橋伸高（科長） 

准教授      布村明彦、平野雅己（保健管理センター） 

講師        篠原学、石黒浩毅（外来医長） 

非常勤講師  本田秀夫（山梨県こころの発達総合支援センター） 

玉置寿男（日下部記念病院）、小林薫（市立甲府病院） 

助教        松下裕、上村拓治、安田和幸（病棟医長）、藤井友和、山口雅靖 

医員        大槻正孝、安田あやの、小林慶太、玉井健一、林大祐 
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3、研修プログラムの概要と特徴  
 

1) 初期研修 

 卒後臨床研修の必修プログラムとして、全研修医が卒後臨床研修 2 年目に 4 週間の研修を行います。

ただし、症状の変化を理解していただくために、8 週間以上の研修期間を推奨しています。当科では、

プライマリーケアに役立つ研修（特にうつ病の診断と治療、向精神薬の使い方、コンサルテーション・

リエゾン精神医学の実践）を目的としており、精神科的アプローチを理解した医師の養成に努めます。

さらに、選択研修として 1〜12 か月の選択が可能であり、当院以外では、密接な関連のある県内の精神

科病院、精神保健福祉センターなどで研修を行うことができます。 

 

 

2) 後期研修 

 当科では精神神経医学の臨床能力に優れた医師の養成を目指しています。 

 精神科専門医としての出発：3 年間で精神保健指定医および精神科専門医を取得することを目標と

し、大学病院および関連施設での研修により，偏りのない臨床医を養成します。 

 臨床研究に関与：臨床能力を高めるためには臨床研究に従事することが大切と考えます。 

 学生や研修医の指導：人に教えることは知識を確実にするのに役立ちます。 

 

 

3) 他に取得可能な専門医 

 一般病院連携精神医学専門医 

 日本老年精神医学会専門医 

 日本認知症学会専門医 

 臨床精神神経薬理学会専門医 

 

 

5、応募問い合わせ先  
入局についての連絡先  松下裕（医局長） E-mail: yutakam@yamanashi.ac.jp 
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新潟大学大学院医歯学総合研究科 精神医学分野 

 
Department of Psychiatry, Niigata University Graduated School of Medical and Dental Sciences 

 

〒950-8510  新潟市中央区旭町通 1-757 

TEL 025-227-2213 FAX 025-227-0777 

卒後臨床研修担当：福井直樹病院講師 E-mail: kui@ed.niigata-u.ac.jp 

 

 
1、教室の特徴  
当教室は 1914 年に創設され、以来約 100 年、精神医学に関する活動を続けています。この長い

歴史の中、多くの患者さんを通してたくさんのことを学ばせていただいた貴重な経験の積み重ねが

教室を支える伝統として現在に引き継がれています。 

当教室の主な役割をまとめると、次のようになります。 

①患者さんの立場にたった、最新の専門的な医療を提供すること 

②基幹病院として、他の医療機関や行政機関と協力連携し、地域全般の医療・福祉を向上させること 

③身体疾患をもつ患者さんへの対応など、総合病院における精神科としての役割を果たすこと 

④診断と治療に関する科学的で専門性の高い知識や技術を研究・開発すること 

⑤患者さんとそのご家族を幅広い視点で支援する社会性・専門性を持った臨床医を育成すること 

⑥教育や研究の発展に寄与するリーダー的人材を育成すること 

精神疾患は、統合失調症、気分障害、発達障害など、その原因が未解明で、著しく QOL（生活

の質）を阻害する疾患が少なくありません。患者さんの状態をよく理解し、長期的・社会的視野を

もって、ストレス軽減やサポートをはかりながら治療を進めることが、とても大切になります。ま

た同時に、病気の成因や回復に関する理解を深め、診断や治療を向上させるための研究も重要です。

最近では、脳科学やゲノム科学など、最新の技術を活用した研究が盛んに行われていますが、今な

お疾患の解明には至っておらず、治療においても解決すべき課題がたくさん残されています。当教

室では、精神科診断学、臨床薬理学研究などの臨床や治療に直結した研究、疫学調査のような地域

に根ざした研究から、分子遺伝学、脳画像研究などの精神疾患の病因にせまる生物学的研究まで、

幅広い領域で研究活動を積極的に行っています。 

臨床研修に関しては、後述します専門重点コースを選択することで最長 10.5 ヶ月間精神科を研

修することができ、精神医学全般はもちろん、児童精神医学を重点的に学ぶことも可能です。また、

「うつ病」、「統合失調症」、「発達障害」、「認知症」、「睡眠障害」、「不安障害」などの疾患について

は専門外来を行っており、専門性の高い医療を研修することも可能となります。 

「臨床を重視し、その中から問題を発見して、自ら科学的に解決する」―当教室ではこの姿勢を大

切に、力を合わせて臨床・教育・研究に取り組んでいます。 
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2、スタッフ  
 

教授    染矢俊幸（科長） 

准教授   北村秀明、渡部雄一郎（総合医学教育センター所属） 

病院准教授 鈴木雄太郎 

講師    遠藤太郎（総括医長）、七里佳代（保健管理センター所属）               

村山賢一（保健管理センター所属）、澁谷雅子（保健管理センター所属）         

江川純（超域学術院こころの発達医学分野所属） 

病院講師  須貝拓朗（外来医長）、福井直樹 

助教    渡邉純蔵（病棟医長）、井上絵美子、斎藤摩美、佐々木藍子 

医員    池墻寛子、大竹将貴、菊地佑、田尻美寿々、茂木崇治、竹原裕美、吉永清宏 

臨床心理士 安部弘子、國塚拓郎、田澤悠里 

大学院生  坂井美和子、新藤雅延、橘輝、長谷川直哉、横山裕一、湯川尊行、杉本篤言         

常山暢人、林剛丞 

 

3、研修プログラムの概要  
 

専門重点コース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記は代表例です。精神科研修時期は固定ですが、他科の研修時期は各人で異なります。     

選択必修：外科系、麻酔科、小児科、産婦人科、精神科から希望の科を 2 つ選択します。     

自由選択：1 科 1.5 月以上で複数科選択可能です。 

 

 

4、研修プログラムの研修の特徴（専門重点コースの利点）  
研修プログラム C を選択した場合、選択の工夫により精神科を最長で 10.5 ヵ月研修することができま

す。 

児童精神科医を目指す場合でも、選択必修や自由選択で小児科研修を選択すれば、小児の身体疾患に関

する経験を積むことができます。 

卒後臨床研修は、日本精神神経学会専門医取得のための精神科研修期間としてカウントされません。 

しかし、研修プログラム C では初期研修期間に精神医学的な診断、治療計画、精神療法、薬物療法など

の基礎を十分に学ぶことができるので、同学会が掲げる「専門医受験資格に関わる研修ガイドライン」

における経験すべき疾患・治療場面・治療形態を、後期研修開始直後から経験できます。 

他科研修中であっても精神科として様々な後方支援を行いますので、安心して研修に臨むことができる

と考えます。 

 

 

5、応募問い合わせ先  
研修説明会、病棟見学等を行っておりますので、随時お問い合わせください。 

卒後臨床研修担当：福井直樹病院講師 E-mail：fukui@ed.niigata-u.ac.jp 
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信州大学医学部 精神医学講座 

 
Department of Psychiatry, Shinshu University School of Medicine 

 

〒390-8621 長野県松本市旭 3 丁目 1 番 1 号 

TEL: 0263-37-2638（直通）FAX: 0263-36-1772 

E-mail: seishin@hinshu-u.ac.jp 

 

 

1、教室の特徴  
松本の地に半世紀の歴史をもつ信州大学医学部精神医学講座は、多くの諸先輩と名誉ある伝統に

支えられ、臨床、教育、研究、そして未来の精神医学、精神医療に向かって邁進しています。つね

に臨床精神医学が拠りどころとなっていることが特徴であり、診断、治療、予後について、さまざ

まな職種を交えながら、症例検討会で議論を深めています。 

乳幼児から高齢者まで、幅広いライフステージの精神医療や精神医学的研究をカバーしているこ

とも特徴です。臨床に根ざした研究をモットーに、症例による臨床研究が行われ、精神病理学に加

えて、精神薬理学、神経病理学、放射線精神医学、分子精神医学などの生物学的精神医学にも参加

しています。 

 

 

  

 

2、スタッフ  
 
教授  天野直二  

准教授 鷲塚伸介、原田 謙（子どものこころ診療部） 

講師  高橋 徹（統括医長）、杉山暢宏 

助教  犬塚 伸、萩原徹也、荻原朋美、鬼頭 恆、篠山大明、木下善弘、矢﨑健彦 
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3、研修プログラムの特徴  
 

研修中に経験できる疾患：統合失調症、気分障害、認知症の 3 疾患のほか、ストレス関連障害、身体

疾患に伴う精神障害（特にせん妄）など一般臨床においても出会うことの多い疾患を幅広く経験できる。

精神科では、身体的手技はあまり多くないが、日常臨床で必要な医療コミュニケーションスキルや不眠

や不安に対する薬物療法、自殺企図後の患者への接し方などの経験を積むことができる。 

 

＜1.5ヵ月間の研修目標＞ 

・3疾患（統合失調症、気分障害、認知症）を主とした診療経験を積む。 

・症例検討会，クルズス，研究会，抄読会などによる知識の獲得。 

・向精神薬の効果と副作用を知り、プライマリケアで必要な薬物療法の知識を習得する。 

・病棟患者を担当し、総合的な臨床経験を積むことで、精神科臨床の概要を理解する。 

・リエゾン精神医学を理解し、必要時に精神科コンサルトができるようにする。 

 

<３ヵ月間の研修目標＞ 

・小児から高齢者まで、幅広い年齢、疾患の診療経験を積む。 

・子どものこころ診療部と連携して、発達障害などの症例を経験できる。 

・症例検討会，クルズス，研究会，抄読会などによるさらなる知識の獲得。 

・各疾患や症例ごとに対応して、薬物療法の知識を獲得する。 

・病棟患者を担当し、精神科臨床の概要を理解した上で、精神科救急や難治例治療を経験する。 

・一般臨床でみられる精神症状（せん妄、睡眠障害、不安、抑うつなど）に対応できるようにする。 

 

＜研修中に実施されるクルズスの内容＞ 

①精神科的診断と治療の総論，②気分障害，③統合失調症，④精神保健福祉法，⑤精神腫瘍学，⑥アル

コール・物質乱用関連障害，⑦神経症圏の疾患，⑧脳波の読み方，⑨児童精神医学，⑩器質性精神障害

（せん妄を含む） 

 

ほかに、隔週火曜日に画像カンファレンスを実施する。 

 

 

4、研修プログラムの特徴（先輩研修医から）  
 
信州大学医学部附属病院精神科で研修する最大の魅力は、多くの指導医の先生たちとの出会い、バラ

エティに富んだ症例を経験できることです。子どものこころ診療部の先生方とも緊密に連絡を取り合っ

ており、児童から老人まで幅広い分野の臨床経験が可能です。毎週火曜日に行われるカンファレンスで

は、画像診断や薬物療法など生物学的な見地、精神症状を詳細に検討していく精神病理学的な見地、患

者家族調整や社会復帰支援などの心理・社会学的見地などから、多面的に活発な意見交換が行われてい

ます。症例に対して、様々な角度からの検討を加え、診療が行われていくのがここの精神科の特徴です。 

 日常の診療はチーム制で、指導医に気軽に質問し、きめ細かい指導を受けることができます。病棟で

は主治医として主体的に患者さんと関わり、自分自身で問題を検討し考える力を身につけることが可能

です。院内各科および高度救命救急センターと適宜協力して診療を行っており、救急分野、身体管理に

ついて幅広く学ぶこともできます。希望すれば、研修期間中に県内各地にある総合病院精神科や単科精

神病院の見学も可能で、短い研修期間を有意義に過ごすことができます。 

 豊かな自然に囲まれた信州で、人の温かさに触れ、心を癒し癒される。そんな精神科初期研修です。 

 

 

5、応募問い合わせ先  
応募にあたっての連絡事項 

・氏名，性別，現住所，大学名，出身県・市，電話番号（自宅 or 携帯），メールアドレス 

 

 



 

富山大学大学院医学薬学研究部(医学) 神経精神医学講座 

 
Department of Neuropsychiatry, University of Toyama Graduate School of Medicine and Pharmaceutical Sciences 

 

〒930-0194 富山県富山市杉谷 2630 

TEL: 076-434-7323 FAX: 076-434-5030 

卒後研修係 上原 隆講師（医局長） E-Mail: psychiat@ed.u-toyama.ac.jp 

 

 

1、教室の特徴  
昭和 54 年 4 月の開講以来、現在では数多くの教室出身者が富山県の精神科医療の中心的役割を

果たしている他、日本各地で活躍しています。また統合失調症を中心に臨床的、基礎的研究を積極

的に推進し、世界に向けた情報発信を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
2、スタッフ  
 

教授  鈴木道雄（科長） 

准教授  住吉太幹（副科長） 

講師  上原 隆（医局長）、高橋 努（病棟医長） 

助教  樋口悠子（外来医長）、池田英二、古市厚志 

診療助手 瀬尾友徳、宮西知広       

医員  山口幸志、藤岡珠美、嶋有希子 

大学院生 木戸幹雄、中村祐美子、笹林大樹、中村美保子 

臨床心理士 4 名、作業療法士 1 名、精神保健福祉士 2 名 
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3、研修プログラムの概要  
 
当科における研修では、下記のコースを選択することが出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●精神保健指定医・精神科専門医を取得する最短 3 年コース 

 2 年間は大学で１年間は地域の関連病院で研修し, 3 年間で精神保健指定医・精神科専門医を取得します。 

 

●学位取得研究/海外留学研究コース 

 初期研修後、大学院に入学し学位取得を目指します。この間臨床研修も平行して行います。 

学位取得後、関連病院で研修し精神保健指定医や精神科専門医を取得します。その後、希望者は海外留学が可能です。 

 

●精神科統合型早期介入体験/精神科東西医学統合/薬物依存症例取得/精神科救急体験コース 

 大学病院で 1 年間研修の後、4 年目を中心にそれぞれ各専門施設で専門的に研修します。 

 

 

4、富山大学における研修の特徴  
 診療では助教クラスをチーフとした 3〜4 名の医師によるチーム医療体制のもと、主治医として診療

にあたり、随時上級医による指導や定期的（週１回）チームカンファレンスできめ細かな指導を受ける

ことが出来ます。当科は富山県精神科救急医療体制に輪番病院として参加しており、大学病院にいなが

ら精神科救急医療の経験を積む機会も豊富です。精神科疾患全般について診療経験を積むことができ、

診断面接、認知機能検査、脳画像診断、脳波、精神療法、薬物療法、ETC、SST、認知リハビリテーシ

ョン、精神腫瘍学まで広汎かつ専門的な技能を習得できます。研究も奨励しており、自ら参加すること

で科学的視野に立った疾患理解を深めることが可能です。 

 

 

5、応募問い合わせ先  
当科の見学は随時受け付けていますので、下記までご連絡ください。 

卒後研修係：上原 隆講師（医局長）E-Mail：psychiat@ed.u-toyama.ac.jp 
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金沢大学附属病院 神経科精神科 

 
Department of NeuroPsychiatry, Kanazawa University Hospital 

 

〒920-8641 石川県金沢市宝町 13-1  

TEL: 076-265-2304   FAX: 076-234-4254  

卒後研修係：長澤 達也講師 E-Mail：nagasawa-psy@min.ac.jp 

      金田 礼三助教  E-Mail：reizo@ed.kanazawa-u.ac.jp 

 

 
1、教室の特徴  

2009 年に開設 100 周年を迎えた歴史ある精神医学教室です。精神科救急にも参画しています。

平成 20 年度より、子どものこころの診療科が独立し、児童精神医学の専門性を強化しました。北

陸 3 県に医師派遣実績があり北陸の精神医学・医療を担っている教室です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2、スタッフ  
 
教授        三邉 義雄(科長) 

特任教授    棟居 俊夫 (子どものこころの診療科長)  

准教授       橋本 隆紀 

特任准教授  菊知 充(子どものこころの研究センター所属)  

講師         戸田 重誠、長澤 達也(医局長)  

助教         金田 礼三（病棟医長）、中谷 英夫（外来医長）、廣澤 徹、酒井義典 

村松 朋子(臨床心理士)  

大学院生     竹崎 奈津美、古谷 直生 

医員         石橋 望、大平 亜紀、坪本 真、諸岡 知美 

特任助教    井口 善生  

博士研究員  小杉 桜子、吉村 優子(子どものこころの研究センター所属)  

子どものこころの研究センター研究員 

上野 沙奈絵、平石 博敏、長谷川 千秋、芦村 和美 
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1年目
2年目

病棟 外来 勉強会 資格 研究（任意） 研修場所 大学院

3年目

初診患者の
予診・救急
症例の指導
医との診察

大学病院

4年目
外来診療
（一般再来）

症例レポー
ト作成、

5年目
6年目

7年目以上

研究グルー
プの勉強会
参加、学会
発表、論文
作成

初期臨床研修

入院患者診
断治療
（チーム制・
複数指導
医）、摂食
障害・強迫
障害・退院
支援カン
ファの参
加、脳外科
神経内科合
同神経セミ
ナー発表参
加

外来診療
（一般初診・
再来）

症例検討会、
抄読会、脳波
勉強会、
neuroscienc
e seminar、
指定医症例
検討会、子ど
ものこころ
ケースカン
ファレンス・
発達障害ｾﾐ
ﾅｰ（小児科
主催）・子ども
のこころの研
究会

精神保健
指定医、精
神科専門
医、一般病
院連携精
神医学専
門医

大学病院、総合病
院、県立高松病院
（認知症,精神科救急
etc）、NHO北陸病院
（触法、認知症、精神
科救急etc)、総合病
院、単科精神病院な
ど希望に応じて

随時入学
出来ます

学位取得、
留学

研修プログラムの概要  
 

A．後期研修医向け：神経科精神科専門医養成コース 

気軽に上級医に相談出来、まずは精神保健指定医取得を目指します（大学院生も） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B．初期研修医向け：内科系専門プログラム（神経科精神科） 

＊初期研修医 1 年目より精神科に深くかかわりたい方向け。 

初期研修 1 年目：精神科始まりで 3 ヶ月間。内科（必修）、救急（必修）、選択必修科を各 3 ヶ月間 

初期研修 2 年目：選択科目として精神科を 11 カ月間選択可能。地域医療 1 カ月間（精神科可） 

＊必修科目の内科・救急は関連病院での研修可。 

所属は卒後臨床研修センターになりますが、神経科精神科に研修机を用意できます 

 

4、金沢大学病院における研修の特徴  
 
1.統合失調症、気分障害、不安障害、器質性精神障害をはじめ幅広く精神疾患に対応しています。特に摂食

障害や強迫性障害などの難治性疾患には認知行動療法を取り入れ、薬物・精神療法を補完しています。 

2.平成 20 年度より、子どものこころの診療科が独立し、児童精神医学の専門性を強化しました。 

3.リエゾン精神医学に力をいれています。意識障害や認知障害による行動障害の治療のために迅速な対応を

行っています。また、身体合併症をもつ精神疾患の患者さんの治療も積極的に行っています。 

4.心理検査のための充実したスタッフを持ち、臨床症状との対応を常に行い、治療 

へフィードバックしています。 

5.臨床研究を主たる研究目標としており、得られた結果を診療に反映させています。 

6.多くの関連病院を北陸三県に持ち、希望に応じて研修病院を選べます。 

7.精神科病棟（精神保健福祉法による開放 18 床・閉鎖病棟 28 床）と神経科病棟 7 床（精神保健福祉法によ

らない）があり、精神保健福祉法で規定される精神障害の患者（精神科）と神経疾患や不安障害の患者（神

経科）の診療にあたっています。 

8.措置入院にも対応しており入院症例は多岐にわたり、大学病院だけの症例で精神保健指定医が取得可能で

す。 

9.県の精神科救急の輪番制度にも参加しています。 

10.日本精神神経学会、日本老年精神医学会、日本総合病院精神医学会の研修施設です。 

11.医師、看護師、心理士、精神保健福祉士、作業療法士を含む他職種での病棟カンファレンスがあります。 

12.1 年を前期と後期に分けて 1 週間ずつの御休みがとれます。 

13.医局として経済的側面のついての相談や、女性医師の出産・育児への勤務の配慮も行っています。 

14.他大学出身者も多く、教授を筆頭に明るく開放的で自由で仲良しな雰囲気です。 

 

5、応募問い合わせ先  
研修説明会、病棟見学等を行っていますので、随時お気軽にどしどしお問い合わせください。  

卒後研修係：長澤 達也講師（埼玉出身）  E-Mail：nagasawa-psy@min.ac.jp 

      金田 礼三助教（富山出身）  E-Mail：reizo@d.kanazawa-u.ac.jp 
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金沢医科大学 精神神経科学 

 
Department of Neuropsychiatry Kanazawa Medical University 

 

〒920-0293  石川県河北郡内灘町大学 1-1 

TEL: 076-286-2211  FAX: 076-286-3341 

psychiat@anazawa-med.ac.jp 

 

 

1、教室の特徴  
精神神経科学教室では、脳のはたらきが原因で生じる精神的不調や、ストレスなどの心理的要因

によって生じるこころの不調を診療や研究の対象としています。それは単なる心の病気の診断をす

るのではなく、患者さんが、どのような経緯でこころの問題を持たざるを得なかったかを、からだ

の状態、こころの成り立ち（発達段階やライフサイクルの問題も含みます）、環境（家族、学校、

職場）の影響などの視点から統合的に理解して、最も効果の期待できる対応策を患者さんやご家族

とともに考えます。従って、治療においても主として患者さん自身にほどこす薬物やカウンセリン

グといった診療手段に加え、患者さんの生活の質を高める環境調整、社会的資源の積極的な活用を

図っていきます。研究においても、全人的医療の観点からおこなわれる精神医学的介入の有用性を

脳科学の手法を用いて証明することに主眼が置かれています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2、スタッフ  
教授  川﨑康弘（科長） 

講師  渡辺健一郎（医局長）、紋川明和（病棟医長）、紋川友美、北本福美（臨床心理士） 

助教 小関陽樹、荘 将也（外来医長）、新田佑輔、橋本玲子（臨床心理士） 

医員・大学院生  

嶋田貴充、木原弘晶、大久保裕章、大嶋一彰、澤井和幸、康山俊樹 

大学・病院職員 

松田幸久、小野早知子（臨床心理士）、稲村道子（臨床心理士） 
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3、研修内容  
 

第１、2 年次 

神経科精神科臨床一般 

第 3 年次 

専門治療体制の経験 

※上記のことを 3 年で習得し、精神科専門医、精神保健指定医の取得に必要な症例経験を積むことが可

能です。 

 

4、研修プログラムの特徴  
外来・入院の診療は医師が担当すると捉えるべきでなく、看護師、臨床心理士、作業療法士、薬剤師、

精神保健福祉士など、多職種の技能を活用したチーム医療を推進しています。外来診療では以下のよう

な専門性をもった外来がおこなわれています。すなわち、高齢者の認知症や周辺症状の診療、失語・失

行・失認などの高次脳機能障害の診療、難治性てんかんの専門治療、思春期・青年期のこころのリスク

外来、統合失調症の先進的診断によるセカンドオピニオン外来、認知症の脳画像を中心とした早期診断

外来、緩和医療（専門研修あり）やコンサルテーション・リエゾン医療を専門医が担当しています。難

治性統合失調症に対するクロザピン治療、うつ病の先進医療である光トポグラフィ検査、近年注目され

る薬物療法以外の治療法として経頭蓋磁気刺激治療、修正型電気けいれん療法、認知行動療法（専門研

修あり）、作業療法、家族心理教育、音楽療法、自律訓練法、EMDR なども積極的に導入しています。 

  

 

5、応募問い合わせ先  
病棟見学、研修のご説明を随時行っております。 

E-mail: psychiat@anazawa-med.ac.jp 
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福井大学医学部 病態制御医学講座精神医学領域 

 
Department of Neuropsychiatry, Faculty of Medical Sciences, University of Fukui 

 

〒910-1193 福井県吉田郡永平寺町松岡下合月 23-3 

TEL: 0776-61-8363  FAX: 0776-61-8136 

HP アドレス：http://seisin.med.lab.u-fukui.ac.jp/ 

 

 
1、教室の特徴  
昭和 58 年に開講し、平成 25 年で 30 歳になったまだ新しい教室ですが、福井県下のほぼ全域や県外の

隣接地域の精神医療が同門によって担われており、地域の中核としての役割を果たしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2、スタッフ  
 
教授    和田有司 

准教授   東間正人 、小坂浩隆（外来医長、子どものこころの発達研究センター・特命准教授） 

講師    小俣直人（医局長） 高橋哲也（病棟医長）、西本武史（腫瘍病態治療学講座・特命講師） 

助教    東美江、松村由紀子、石飛信、田中悠二、上野幹二 

浅野みずき（子どものこころの発達研究センター・特命助教）、 

医員    大沼真紀代、竹浦愛、岡崎玲子、石川俊介、後藤嵩志、升谷泰裕 

大学院生  三屋博宣、上野幹二 
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3、研修プログラムの概要  
 

年度毎の研修スケジュール 

1～2 年目  福井大学医学部附属病院臨床研修プログラム 

（神経科精神科ローテートを含む） 

 

3 年目     後期研修（附属病院勤務） 

 

4〜5 年目   後期研修（附属病院勤務あるいは関連病院研修） 

 

6 年目   精神保健指定医・日本精神神経学会専門医取得 

学位取得 

 

指導体制 

  指導医（教授、准教授、講師）および上級医（助教）があたる 

特に研修医には上級医が man-to-man で指導する  

 

 

4、研修プログラムの特徴  
 

当教室の特徴の一つは、関連病院が充実していることです。県内の精神医療の中心的役割を果たし、

地域の精神医療機関とのネットワークが良好です。関連病院での研修は指導医と複数の精神科医がスタ

ッフとして勤務している地域基幹病院で、大学病院では経験することが少ない疾患について指導医のも

と研修することになります。関連病院での勤務は各自の希望をもとに研修機会が均等になるように考慮

した上で決定しています。 

また、希望に応じて以下の研究班に自由に参加し、基礎・臨床の研修をさらに深めていきます。 

 

1) アスペルガー障害など広汎性発達障害の病態と治療：脳画像、薬物療法による神経科学的アプローチ 

 

2) 認知機能に関する神経生理学的研究：統合失調症、加齢・創造性に関する非線形法を駆使した検討（脳

波、MEG、MRI のﾃﾞｰﾀ解析） 

 

3) 抗うつ薬、気分安定薬などによる脳内代謝変化とその発現メカニズムに関する研究：脳内グルコース

代謝、ミトコンドリア機能などへの影響 

 

4) 不安・うつなどの情動・性格特性と生体機能に関する研究：自律神経機能や神経内分泌系、血管内皮

機能などとの関連の検討 

 

5) 緩和ケア：がん患者のせん妄に関する精神薬理学的および心理社会的研究 

 

 

5、応募問い合わせ先  
下記まで随時ご連絡ください。 

卒後研修係 小俣直人（医局長） E-mail: omata@u-fukui.ac.jp 
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名古屋大学医学部附属病院 精神科・親と子どもの心療科  

(児童精神科) 
 
Department of Psychiatry, Nagoya University Graduate School of Medicine 

 

〒466-8560 愛知県名古屋市昭和区鶴舞町 65 

TEL: 052-744-2282 FAX: 052-744-2293 

連絡先 尾崎紀夫（教授）: E-mail：ozaki-n@med.nagoya-u.ac.jp 

 

 

1、医局の特徴  
開講 105 年となる当医局は、児童から老年期まで幅広い精神障害について、心理・社会的側面と

生物学的側面を重視した、精神医学の診療・教育・研究を実践してきました。約 60 名の医局構成

員のうち、名大出身者は 10 名と他大学

出身者が多く、女性医師の割合の高さ、

他科の経験を持つ医師の多さが特徴で、

公平で民主的な雰囲気のもと、医局は運

営されています。この当医局の特徴と雰

囲気は、研修プログラムに参加する医師

の数や構成にも反映されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2、スタッフ 
 
教授  尾崎紀夫（診療科長）、入谷修司 

准教授 西岡和郎、飯高哲也、岡田俊、Branko Aleksic 

講師  木村宏之、岩本邦弘 

助教： 田中聡、鈴木太、宇野洋太、徳倉達也、藤城弘樹、丸井友泰、峯岸静乃、國本正子 

河野直子、前田 拓志 

医員 11 名、研修登録医 8 名、大学院生 25 名 
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研修プログラム参加医師数 

名大卒（男性） 名大卒（女性） 他大卒（男性） 他大卒（女性） 
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3、研修プログラムの概要  
 

 

 

前半 2 年は、総合病院である名大病院で指導医と共に診療に従事し、精神障害の診断と治療に習

熟するとともに、臨床精神医学に必要な論理的思考を身につけます。後半 2 年は、公的病院を含む

関連精神科病院においてさらに臨床経験をつみ、精神科専門医または精神保健指定医などの資格を

取得します。 

 

 

4、研修プログラムの概要   
児童から老年期までの豊富な症例と、各分野のエキスパートである、多様な専門医・認定医、研

究者が多数在籍し、その点を活かした研修プログラムです。入局後、系統的レクチャーを受講し、

精神医学の基礎知識を身につけ、指導医の丁寧な指導の下、児童から老年期までの幅広い精神障害

の外来・入院症例の診療を研修します。また、総合病院という特性から、癌、周産期、移植といっ

たリエゾン精神医学についても研修することができます。10 以上の各種学会が定める研修施設とな

っており、さらに後半 2 年は関連精神科病院での研修に繋げることで、精神科医としてのキャリア

アップに繋がります。 

 

 

5、応募問い合わせ先  
 研修プログラムや見学希望などお問い合わせは、電子メールで尾崎紀夫

( ozaki-n@med.nagoya-u.ac.jp )まで、ご連絡下さい。 

研修や研究、入局説明会・面接の予定は http://www.med.nagoya-u.ac.jp/seisin/  掲載しております。

是非一度、アクセスして、ご覧下さい。 
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名古屋市立大学大学院医学研究科 精神・認知・行動医学分野 

 
Department of Psychiatry and Cognitive-Behavioral Medicine, Nagoya City  

University Graduate School of Medical Sciences 

 

〒467-8601 愛知県名古屋市瑞穂区瑞穂町字川澄１ 

TEL: 052-853-8271（研究室直通） FAX: 052-852-0837（研究室直通） 

医局長：山田敦朗病院講師 E-Mail: atsurou@med.nagoya-cu.ac.jp 

 

 

1、教室の特徴  
前身の名古屋市立女子高等医学専門学校で「精神科学」

講座として創設されて、ちょうど 70 年となります。創設

当時より、児童精神医学や神経心理学、精神病理学など臨

床研究を重視する分野を中心とした精神医学・精神医療を

行ってきました。 

現在は、若手精神科医の育成、教育に力を入れており、

それを通して地域医療を支えていくことに貢献すること

を大学病院のミッションと考えています。 

また、2009 年度より大学病院緩和ケア部でも臨床と臨床

研究を熱心に行っています。 

出身大学も全国にわたり、オープンな雰囲気の教室です。 

 

 

2、スタッフ  
 
教授    明智龍男（医学研究科副研究科長、病院こころの医療センター部長、病院緩和ケア部部長） 

病院准教授 奥山徹（病院緩和ケア部副部長） 

講師    竹内浩（病院こころのケアセンター副部長・外来医長）、東英樹 

病院講師  山田敦朗（医局長） 

助教    小川成（病棟医長）、橋本伸彦（副病棟医長）、中口智博（病院緩和ケア部所属） 

内田恵、鈴木真佐子 

大学院生  阪野公一、伊藤嘉則、近藤真前、川口彰子、菅野康二、白石直、久保田陽介、井野敬子 

 

3、研修プログラムの概要と特徴  
 
私たちが考える研修プログラムの目標は、「良医になる」ことです。これは、「医師として出会う患者

の一人一人に最善の精神医療を提供できるように、精神医学全般の知識ならびに EBM の原則を理解し、

常に helping professional として患者の苦痛・苦悩に共感しながら、薬物療法・精神療法・環境療法を

統合した治療を実践できる」ことと考えています。 

この目標を効果的に達成できるように、1-2-3+アルファ方式と名付けた一貫したレジデンシートレー

ニングを提供しています。 

 

１：大学病院での研修（１～２年） 

２：主として総合病院精神科（数年） 

３：主として精神科病院（数年） 

 

アルファ：コンサルテーション・リエゾン医療＋緩和ケア、児童思春期医療、等 

この間に精神保健指定医・精神科専門医の取得に必要な症例経験を積みます。また、この間に大学院に

進学して、臨床研究の実践を通じて医学博士取得を目指すこともできます。 
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4、研修プログラムの特徴  
 
大学病院では、主治医制ですが、指導医の下に複数の医師が組むチームで診療にあたります。教室全

体でも、EBM に基づくケースカンファレンス、小グループで全員参加型のケースカンファレンス、「外

来ケースカンファレンス」、最新の知識を蓄える「アップデート」、薬物の効果をエビデンスに基づいて

判断する「新薬とエビデンス」、患者さんへの対応の仕方を学ぶ「マイクロスキル・カウンセリング・

トレーニング」などを行っています。 

大学院や研究者を目指す人たちのために、「リサーチ・ミーティング」や「コアカリキュラム」も用意

しています。認知行動療法、コンサルテーション・リエゾン/緩和ケア、神経心理学、脳波、脳画像、精

神薬理、児童精神医学など興味を持った分野で学ぶことが可能です。 

レジデンシートレーニング後半では、名市大精神科の教育関連病院の臨床第一線で経験を積んでもらい

ます。精神医学・精神医療は働く場により経験できる疾患が異なっていることがしばしばあります。様々

な精神医療現場で経験することにより、精神医学全般の治療を行うことができる良医となることを目指

します。 

そして、この間に精神保健指定医・精神科専門医の取得も目指します。日々の臨床での経験・指導はも

ちろんですが、資格取得にあたってのレポート指導なども行います。 

 

 

4、応募問い合わせ先  
名市大精神科は常にオープンであり、見学・相談も随時受け付けております。学生、初期研修医だけ

でなく大学院進学を考える方なども、医局長までお問い合わせください。 

 

医局長：山田敦朗病院講師 E-mail: atsurou@med.nagoya-cu.ac.jp 

2013 年 10 月 5 日（土）には、教室説明会も行います。こちらも医局長までお問い合わせください。 

名古屋市立大学病院の後期専門研修医（シニアレジデント）は、例年 9～10 月に募集要項等が発表され

ます。大学病院のホームページをご覧になるか、精神科医局長までお問い合わせください。 

 

名古屋市立大学大学院医学研究科精神・認知・行動医学分野ホームページ 

http://www.ncupsychiatry.com/jp/index.html 

NCUPsychiatry 

公式 facebook ページ 
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藤田保健衛生大学医学部 精神神経科学講座 

 
Department of Psychiatry, Fujita Health University School of Medicine 

 

〒470-1192 愛知県豊明市沓掛町田楽ヶ窪 1-98 

TEL：0562-93-9250 FAX: 0562-93-1831 

URL：http://www.fujita-hu.ac.jp/~psychi/ 

医局長：北島剛司准教授 E-mail：tsuyoshi@fujita-hu.ac.jp 

 
1、教室の特徴  
昨年度教室創設 40 周年を迎えた当講座では、実証的臨床的研究を行いつつ、地域のメンタルヘ

ルスサービスを支える高度な医療を提供しています。また、基礎的研究では、統合失調症や双極性

障害などのリスクを同定するために、網羅的遺伝子研究を推進しています。その実績により、脳科

学研究戦略推進プログラムに採択されるなど高い評価を得ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

2、スタッフ 
 
教授      岩田仲生（診療部長）、内藤宏（副診療部長） 

准教授    北島剛司（医局長） 

講師      成田智拓（外来医長）、池田匡志、江崎幸生（病棟医長）、岸太郎、森脇正詞、古橋功一 

助教      江崎悠一、廣瀬真里奈、島崎愛夕、鳥井悠美加、松田勇紀、向井智彦 

助手      大矢一登、河合諒子、川瀬康平 

大学院生  近藤健治、斉藤竹生、荒川千明 

客員助教  土屋晶子 
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3、研修プログラムの概要と特徴  
 

①専門研修 

入局 1 年目：大学病院内にて研修（指導医とマンツーマン方式） 

入局 2～3 年目：大学病院・単科精神科病院・総合病院精神科にて研修 

入局 4 年目以降：大学での研究従事・院外精神科勤務・各専門医取得 

＊臨床医としての研修を集中でき、2～3 年目は希望により専門施設での研修や内地留学 

（他大学での研修）も選択できます。また指定医・専門医が最短で確実に取得可能です。 

 

②大学院進学 

入局 1 年目：大学院入学・研究および病棟研修 

入局 2～4 年目：大学で臨床・研究活動（単科精神科病院での研修：希望により） 

入局 5 年目以降：学位取得後、大学教員として研究活動の続行・各専門医取得・院外精神科勤務 

＊本人の希望と努力により、学位取得に先んじて指定医・専門医がほぼ専門研修者と同時に取得可能

です。学位取得後、大学に残って研究活動を継続し、より専門性の高い資格を取得することもできま

す。 

 

③その他 

①、②以外にも、各医師の希望に応じてオーダーメイドの研修プログラムを組むことも可能です。 

 

 

4、研修プログラムの特徴  
 当院では、常勤の大学教員（助手）として採用されますので、給与（賞与有）、社会保険（私学共済

に加入）、福利厚生などサポートが充実しており、安定した身分で研修することができます。リエゾン・

コンサルテーション、睡眠医学、脳波、精神療法、臨床精神薬理、物忘れ外来、ショートケア、400－

500 件／年の実績を誇る修正型電気けいれん療法、24 時間対応の精神科救急診療等、幅広い診療分野が

あり、本年 6 月には、愛知県の「精神・身体合併症救急医療対応事業」の支援を受け、大幅なリニュー

アルを行い、重症例にも対応できる 51 床（開放 19 床・閉鎖 32 床）に拡大しました。そのため、これ

まで以上の幅広い精神疾患の経験が可能となりました。豊富な経験をもつ指導医の熱心な指導や、各専

門分野の教育、各種カンファレス等を通して、どこでも通用する力をもった精神科専門医を目指します。 

 

 

5、応募問い合わせ先  
研修説明会、病棟見学等を行っていますので、随時お問い合わせ下さい。 

連絡先：北島剛司准教授（医局長） E-Mail：tsuyoshi@fujita-hu.ac.jp 

詳しくは医局ウェブサイトへ！ URL：http://www.fujita-hu.ac.jp/~psychi/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

mailto:tsuyoshi@fujita-hu.ac.jp
http://www.fujita-hu.ac.jp/~psychi/


愛知医科大学 精神科学講座 

 
Aichi Medical University, Neuropsychiatric Department 

 

住所  愛知県長久手市岩作雁又 1-1 

TEL: 0561-62-3311   FAX: 0561-63-8270 

Email: fwkh2919@mb.infoweb.ne.jp 

 

 

1、教室の特徴  
精神科医の generalist を育てるということを基本にしています。和気あいあいをモットーにして

います。愛知医大出身者が 3 分の 2、他大学出身者が 3 分の 1 といった陣容でどなたでも大歓迎で

す。医大におられる間にその後の精神科医生活を送る上で重要な人脈の獲得もできます。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2、スタッフ  
教授   兼本浩祐、鈴木滋 

准教授  松原桃代、西原真理（痛みセンター） 

講師   多羅尾陽子（児童精神）、大島智弘（てんかん）、深津孝英（老年精神医学）  

助教授  森康浩（臨床薬理）、田所ゆかり（てんかん）、長谷川裕記（リエゾン） 

医員助教 星野有美（児童精神）、伊藤剛、松本慶太（児童精神） 

加藤悦史（精神病理・司法精神医学）、山口大輔、馬場大介 

専修医  河村誠、山崎仁美、郷治洋子、田村瑶、内藤剛大、野嵜晃、吉田毅史 
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3、研修プログラムの概要  
 
大学病院での研修は 1～3 年前後でご本人の希望に応じて自由にコースを選んでいただけます。その

後、関連病院で措置入院の症例など医大では経験が難しい症例を経験していただき、入局後 3～5 年で

精神保健指定医の資格を取れるようお手伝いを致します。臨床で出会う可能性がある基本的な精神疾患

の診断、定型的な治療方法を医大におられる間に習得していただくことを目標としています。研修終了

後、児童精神科、てんかん、精神薬理などさらなる専門分野を希望される方にはそれに応じた研修機会

を提供致します。精神科関連学会への参加費、院外での研修プログラムへの参加費、旅費・宿泊費など

は現在のところ医局で負担し、積極的な参加を促しています。 

 

 
4、研修プログラムの特徴  
 
器質性精神疾患の鑑別診断から、気分障害、統合失調症などはもちろん、解離性障害や転換性障害を

含んで、主だった精神疾患を診断し、該当する精神疾患への定型的な治療方法を医局にいる間に習得し

ていただくことを目的としています。救急例を含め精神科に関わるほぼ全てのケースを経験することが

可能です。医局員もそれなりの数が現在は確保できているので、ある程度の余裕を持って研修ができま

す。 

   

 

5、応募問い合わせ先  
 りあえず少しでもご興味があれば、fwkh2919@mb.infoweb.ne.jp までご連絡ください。 

責任者（兼本）からまずは直接、お答え致します。 
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三重大学大学院医学系研究科 精神神経科学分野 

 
Department of Neuropsychiatry, Mie University Graduate School of Medicine 

 

〒514-8507 三重県津市江戸橋 2-174 

TEL: 059-231-5018    FAX: 059-231-5208 

卒後研修係： 谷井久志准教授  

E-Mail: psy10@clin.medic.mie-u.ac.jp 

 

 

1、教室の特徴  
1）三重県下の特定機能病院・がん拠点病院の中で唯一の有床精神科神経科として、移植・緩和・

救急・リエゾンコンサルテーションなどの身体診療科との連携精神科医療に参加すると同時に、次

世代を担う精神科診療者の育成を行っている。 

2）医師だけではなく、コメディカルも含めた人材交流を、地域単科精神病院、中核総合病院、

行政と行い、幅広い視野の医療者育成にも努めている。 

3）操作的診断を順守し、ガイドラインに従った医療手法の習得に加え、治療薬副作用を投与前

に診断することで、より安全かつ効率的な医療を提供するテーラーメーイド医療も実施している。

発達障害、てんかん、睡眠障害、摂食障害など共存症による一般精神科医療では対処困難例に対し

ても、グループ診療による密度の高い研修ができる体制を構築している。  

 

 

 

2、スタッフ  
 
教授  岡田元宏 (科長)、小森照久 (看護学科)、大谷正人(教育学部) 

岡野禎治（保健管理センター ) 

准教授 谷井久志（病院教授） 

講師  城山隆（副科長）、元村英史 

助教  鈴木大（病棟医長）、樫本香苗（外来医長）、浜口 達也、宇佐見彰浩、大井元泰 

医員  大山慶子、吉田司、松本龍介 

大学院 棚橋 俊介、小西 喜昭、福山 孝治、大久保めぐみ 
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3、研修プログラムの特徴  
 

現有プログラム 

 

A:精神科専門医・精神保健指定医コース（臨床医基本コース） 

三重大病院(1 年)→精神科病院(1 年)→基幹総合病院精神科・三重大病院(1 年)→精神科専門医・精神保

健指定医 

（3 年間で複数の施設に勤務し、精神科専門医・精神保健指定医の取得に必要な症例経験を積みます。

研修施設の順序は応相談です。基本的精神科医療技能と医療連携技能の習得を考慮し、三重大病院から

の研修開始を推奨しています。臨床基本コース終了後、各専門医コースへの編入も可能） 

 

B:日本老年精神医学会専門医（老年精神医学コース） 

三重大病院(4 年) →学会認定機関(1 年)→日本老年精神医学会専門医 

 

C:医学博士取得コース 

大学院(4 年)→医学博士取得 

 

以下準備中のプログラム 

D: 児童青年期精神医学会認定医取得コース（児童思春期精神医学コース） 

三重大病院(5 年)→児童青年期精神医学会認定医 

 

E：総合病院精神医学会一般病院連携精神医学専門医取得コース（総合病院精神科専門医学コース） 

三重大病院(4 年) →学会認定機関(1 年)→総合病院精神医学会一般病院連携精神医学専門医 

 

F: てんかん専門医取得コース（てんかん医学コース） 

三重大病院(5 年)→てんかん学会専門医 

 

 

4、三重大病院における研修の特徴  
三重大病院では、担当医として診療を行い、指導医（主治医）による指導、カンファレンスにおける

診断・治療の検討や、上級医師による定期的な個別の指導に加え、精神科各分野のスペシャリストによ

る教育を受けることができる体制を整備している。精神科外来、精神科デイケア、入院、他科へのリエ

ゾンコンサルテーションなどの場において、精神科の全分野にわたって高度なレベルで精神科専門医研

修を受けます。大学病院は閉鎖病棟のみであるが、オーシャンビューの空中庭園をはじめとした設備と、

個別開放化による開放的処遇の意をもつ総合病院であることから様々な疾患における精神症状を経験

することができる。精神療法、薬物療法、画像診断、脳波、精神病理、精神科リハビリテーション、最

新の神経科学、高次機能障害学（神経心理学）観点からの疾患の理解について広範かつ統合的に理解す

ることにより、オールラウンドに専門知識を有する精神科専門医となることを目指します。 

 

 

5、応募問い合わせ先  
研修説明会、病棟見学等は随時希望に応じて行います。 

下記メールアドレスに随時お問い合わせください。 

E-Mail: psy10@clin.medic.mie-u.ac.jp 
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奈良県立医科大学 精神医学教室 

 
Department of Psychiatry, Nara Medical University 

 

〒634-8522 奈良県橿原市四条町 840  

TEL: 0744-22-3051（代表） 

Home： http://www.naramed-u.ac.jp/~psy/ Mail：psychiatry@naramed-u.ac.jp 

  

 
1、教室の特徴  
当教室は開講 64 年を迎え、現在の同門は 200 名を超えました。臨床教育、研修の場、そして研

究の場であるとともに、奈良県及び周辺地域における精神医療の中枢機関として指導的役割を果た

しています。指導体制精神保健指定医の取得については、教室の全面的指導体制により最短での取

得はほぼ 100％を維持しています。また 

 

研究においては、神経科学班（iPS 細胞を用いた研究や電気生理を用いた基礎研究）、児童思春期

班（NIRS や ERP などを用いた臨床研究）、画像班（MRI 画像や脳機能画像を用いた臨床研究）、

老人班（MRI 画像や神経心理学的検査を用いた臨床研究）の研究グループがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2、スタッフ 
 
教授  岸本年史、飯田順三(看護学科長) 

 

准教授 安野史彦 

 

講師  小坂 淳(医局長)、芳野 浩樹 

 

助教  池下克実(病棟医長)、橋本和典(外来医長)、木内邦明、深見 伸一、牧之段 学 

太田豊作、鳥塚 通弘、松田康裕、上田昇太郎、北村聡一郎、中西葉子 

 

医員  九鬼一隆、原田泉美、桒田仁美、杉本豊隆、竹林由浩 

 

大学院 井川大輔、山室和彦、松岡 究、盛本 翼 

http://www.naramed-u.ac.jp/~psy/
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3、研修プログラムの概要  
 

2 年間の後期研修期間の間に、大学病院および関連病院

での研修を行います。年間入院数約 300 人（措置入院、

医療保護入院症例を含む）と大学病院の症例が豊富なため、

精神保健指定医および精神科専門医の取得に必要な症例

は研修期間中にほぼ経験することができます。 

2 年間の研修終了後に、大学院への進学が可能になりま

す。学位取得後に本人の希望により留学を検討します。 

後期研修の受け入れ人数に制限はありません。 

 
 
4、研修プログラムの特徴 
 

 大学病院精神医療センターでの急性期からリハビリテーション、児童思春期から老人までを

intensive に研修が可能です。また総合病院ならではのコンサルテーション、緩和ケアやリエゾンも含

めた総合的な研修を行えます。 

当科はベッド数 110 床と大学病院精神科としては規模が大きく、スーパー救急病棟、合併症救急病棟

（合併症、老年期、児童思春期ユニットを含む）があり、精神保健指定医や専門医に必要な症例数は大

学病院での研修で豊富に経験できます。 

精神保健福祉士などとともに患者宅に訪問指導を行うなど地域医療の研修も行っており、外来ではデ

イケアを、病棟では SST や認知行動療法を行っており、精神科医として必要な知識やスキルの習得が

可能です。 

外部との連携としては、救急救命センターと連携した自殺対策の研修が可能で、また研修協力病院で

のアルコール、薬物依存や慢性期のリハビリテーションの研修が可能です。 

 

 

5、応募問い合わせ先  
施設見学については随時受け付けております。また研修説明会について参加希望される方はメールか

電話でお問い合わせ下さい、最も近い説明会をご案内いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

医局旅行（台湾） 

 

 

 

 

 

 

各年度の後期研修医数（入局者含む） 

平成 18 年 7 平成 22 年 4 

平成 19 年 10 平成 23 年 5 

平成 20 年 5 平成 24 年 5 

平成 21 年 2 平成 25 年 6 



滋賀医科大学(医学部) 精神医学講座 

 
Department of Psychiatry, Shiga University of Medical Science 

 

〒520-2192 滋賀県大津市瀬田月輪町 

TEL：077-548-2291 FAX：077-543-9698 

卒後研修担当：青木 崇 E-mail:  drsuu@belle.shiga-med.ac.jp 

 

 
1、教室の特徴  
滋賀医科大学精神医学講座は滋賀県の精神科臨床を担ってきた教室であり、大学附属病院としては電

気けいれん療法（mECT）を関西圏では最も多く行い、他の医療機関で治療困難な重症うつ病の治療を

行っています。難治性の統合失調症に対しても他の医療機関では使用できないクロザピンを用いた治療

や、様々な薬物のオーダーメイド治療に向けた臨床薬理的試みも行っています。また、精神科としては

珍しく睡眠医学講座も有し睡眠障害に関しての研究や治療を行っています。最近では rTMS（反復経頭

蓋磁気刺激装置）を導入し、LORETA などの脳機能解析を用いた研究や臨床応用にも努めています。

厚生労働省からの研究費などにより、認知行動療法（CBT）の研修にも力を入れています。 

この様に、滋賀県唯一の大学附属病院ということもあり、滋賀県や地域の精神科病院と協力して本県に

おける精神医療を支え、発展させています。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2、スタッフ  
 
教授   山田尚登（教授・科長）、角谷寛（精神科（病院所属）特任教授） 

講師   金井裕彦、今井眞、森田幸代（腫瘍センター特任講師） 

高橋正洋（病棟医長）、Roberto D. Pascual-Marqui（地域精神医療学講座特任講師） 

助教   稲垣貴彦（外来医長：地域精神医療学講座）、栗本直樹（病棟副医長） 

青木崇（医局長）、吉村篤、松尾雅博、田中恒彦（地域精神医療学講座） 

医員   泉尾護、眞田陸、増田史、鈴木朋久、鷹見将規、中林孝夫、佐橋浩市 

スタッフ 秋定有紗（助手）、加根村隆、粟津和子、西川公平、丸川里美、森下百合子、梅村友輔 

大学院生 藤井勇祐、大久保雅則（客員助教） 
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3、研修プログラムの概要  
 
後期研修期間内に精神保健指定医取得の為に必要な措置入院を大学病院で経験する事が可能であり、

指定医取得のために必須な症例を学内研修で全て経験する事が可能です。その他、日本精神神経学会、

日本睡眠学会、日本総合病院精神医学会などの認定医や指導医などの資格の取得が可能です。また、後

期研修 2年目（医師 4年目）以降には関連の総合病院や単科精神科病院での精神科後期研修も可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4、研修プログラムの特徴  
 
 研修では、全身状態不良を含む重症精神病患者の研修が可能であり、エビデンスに基づいたしっかり

とした治療について学ぶ事ができます。mECT、rTMS、CBT による治療、LORETA、睡眠、精神薬理、

など多岐にわたる研究も可能です。 

 

 

5、応募問い合わせ先  
応募に当たっての連絡事項、医局、病院見学や研修の説明は随時行っております。 

担当：青木崇まで御連絡下さい。E-mail:  drsuu@belle.shiga-med.ac.jp 

医局説明会 平成 25 年 7 月 26 日（金）17 時半より 病院内第二会議室にて 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単科精神科

病院 

（研修イメージ図） 

大学病院 
滋賀医大 

後期研修１年目 

総合病院 

精神科 
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京都大学大学院医学研究科 脳病態生理学講座(精神医学) 

 
Department of Psychiatry Kyoto University Graduate School of Medicine 

 

〒606-8507 京都市左京区聖護院川原町 54 

TEL: 075-751-3386   FAX: 075-751-3246 

卒後研修担当：諏訪太朗 E-Mail : kyopsy@kuhp.kyoto-u.ac.jp 

 

 
1、教室の特徴  
当教室は百年以上にわたって日本の精神医療の様々な分野の発展に寄与してきました。 

 現在も、当教室のスタッフ一人一人が自らの専門性を高めるために精進し、医員・大学院生の指導を

通じて後進の育成に励むことで、精神医学京都学派の伝統を大切に受け継ぎ、精神医療・精神医学研究

の質の向上を目指していきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2、スタッフ 
 
教授   村井俊哉 

 

准教授  高橋英彦、林晶子（集学的がん診療学講座） 

 

講師   野間俊一 

 

院内講師 宮田淳、山﨑信幸（デイ・ケア診療部） 

 

助教   大下顕、諏訪太朗、上田敬太、船曳康子、挟間雅章、杉原玄一、笹本彰彦 

藤原広臨(総合臨床教育・研修センター) 

 

医員   上野光来、奥田浩士、亀井士郎、戸瀬景茉、永井 之暢、新美 裕太、本 将昂 

 

大学院生 Andi Suheyra Syauki、磯部 昌憲、小野 美樹、杉田 尚子、孫 樹洛、鶴身 孝介 

廣瀬 公人、森 康生、横山 如人、加藤 賢嗣、齊藤 菜穂、佐々木 仁、竹内 秀暁 

竹村 有由、藤野 純也、松河 理子、村尾 英真、村尾 託朗、植野 司、梁瀬 まや 

深尾 真由子、市田 大一、川端 美智子、Lina Alhaddad 
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3、研修プログラムの概要  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専門研修1年目は基本的に大学病院で入院患者の担当医として診察や治療計画の組み立てを行うこと

になります。専門性を備えた指導医の下で病棟業務の中心的な役割を担うので、精神医学的面接や薬物

療法についての実践的な技術が身につき、翌年から関連医療機関に常勤医師として赴任しても十分な力

を備えることができます。当院精神科の病床数は 8 つの保護室を含む 60 床で、最初の 1 年で精神保健

指定医、精神科専門医取得に必要な症例の多くを経験できます。 

 2 年目以降は当院と関連の総合病院精神科や単科精神科病院において研修を行います。複数の医療機

関で 1〜2 年ずつ研修を行うのは、入局した全ての専門研修医が様々な病院機能を持つ施設での診療を

通じて、幅広い技術と経験を得ることが出来るようにとの配慮からです。 

 精神科臨床医にとって、精神保健指定医という資格は極めて重要ですので、例 1～4 のパターンのよ

うに、卒後 5 年は臨床経験を積み、指定医取得を目指すことを基本的には推奨しています。しかし、早

めに専門性の高い研究に触れたいと思う人もいるでしょうから、例 5 のように、卒後 3 年での大学院入

学も可能としています。 

 

4、京大病院における研修の特徴  
 

精神科医として精神医療に向き合う基本的な姿勢は、初期・後期研修の間に培われます。当教室では

スタッフが各々の専門性を生かして研修の指導を行っており、精神療法、身体療法、児童精神医学や緩

和ケアをはじめとする精神医学の幅広い領域で専門的な指導を受けることができます。一方で、受け身

的な研修にならないよう、自主性を最大限に尊重しており、実際に研修医・医員の先生方が立ち上げた

院内の勉強会が数多く存在します。精神科を志す皆さん一人一人の情熱が精神医療全体の質の向上につ

ながります。やる気のある医師を心より歓迎します。 

 

 

5、応募問い合わせ先  
当局での研修をご検討の学生・医師の方々へ 

当教室への入局をご希望される方は、随時ご連絡ください。個別に日程を調整します。 

平成 25 年 8 月 24 日(土) ・25 日(日)、第 4 回 京大 夏の精神医学セミナーにおいても、入局の説明をい

たします。皆様、ご参加ください。 

（連絡先：卒後研修担当 諏訪太朗 kyopsy@kuhp.kyoto-u.ac.jp ） 

 

 

 

 

 

 

 

mailto:kyopsy@kuhp.kyoto-u.ac.jp


京都府立医科大学大学院医学研究科 精神機能病態学 

 
Department of Psychiatry, Graduate School of Medical Science Kyoto Prefectural University of Medicine 

 

〒602-8566 京都市上京区河原町通広小路上ル梶井町 465 

TEL：075-251-5612  FAX：075-251-5839 

Email：psyche@koto.kpu-m.ac.jp 

 

 
1、教室の特徴  
今年で教室開講 120 年を迎えます。臨床、研究、教育のバランスを保ちながら、大学精神科とし

ての役割を果たしています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2、スタッフ  
 
教授    福居顯二 

准教授   和田良久、上村 宏、山下達久（併任） 

講師    成本 迅、西村伊三男、土田英人（併任） 

学内講師  中前 貴、羽多野 裕、松岡照之、富永敏行（併任）、吉井崇喜（併任） 

助教    酒井雄希、畑 譲、西澤 晋、中村佳永子（併任）、水原祐起（併任） 

臨床心理  加藤佑佳、小川真由、南里裕美 

大学院生  谷口将吾、石田拓也、中村光男、永原優理、綾仁信貴、南澤淳美、藤本 宏、阿部能成 

後期専攻医 飯田直子、藤澤なすか、新美美希、後藤香奈子、駒喜多由紀 

前期専攻医 天野 妙、金子まりん、中嶋義幸、西川仁美、渡辺杏里 
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3、研修プログラムの概要  
 

前期専攻医・後期専攻医・大学院を含む専門医コースの概要をいくつかのパターンで下記に提示しま

す。あくまで、原則ですので、卒後 3 年目以降に他の臨床研修指定病院（総合病院や協力型単科精神科

病院）で勉強をされた後、途中からこのコースに参加される方や、新医師臨床研修制度以前の医師（精

神科医、他診療科医）についても、後期専攻医として募集いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4、研修プログラムの特徴  
 
特に臨床経験の点については、オールラウンドに患者さんを診察できる臨床の場を提供し、将来それ

ぞれ興味のある分野における専門医の育成をめざしています。 

精神科臨床における専門医等の資格については、精神保健指定医、日本精神神経学会専門医の取得を優

先に考えています。並行して日本精神神経学会・日本総合病院精神医学会・日本心身医学会・日本老年

精神医学会・日本児童青年精神医学会・日本臨床精神神経薬理学会（以上、研修施設として認定済み）

の専門医・指導医等の資格取得も可能です。 

 
5、応募問い合わせ先  
前期・後期専攻医、いずれについても、お問い合わせは下記にお願いします。 

見学ご希望や入局に関してさらに知りたい点などもお気軽にご相談ください。 

担 当：和田 良久、西村 伊三男  

Email：psyche@koto.kpu-m.ac.jp  TEL：075-251-5612 
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関西医科大学 精神神経科学教室 

 
Department of Neuropsychiatry, Kansai Medical University 

 

〒570-8507 守口市文園町 10 番 15 号 

TEL: 06-6992-1001(代) 

医局長：高瀬 、秘書：近藤 

E-Mail：kmupsychiatry@yahoo.co.jp 

 

 
1、教室の特徴  
本学の臨床上の特色としては、通常の外来・入院治療に加え、複雑化する精神疾患に対処するた

め、精神疾患患者の社会復帰を目的として、大規模デイケアを中心としたリハビリテ―ション部門、

心理臨床部門、認知症部門を包括した「精神医療総合センター」を設置。「もの忘れ外来」、「うつ

病外来」などの専門外来の充実をはかっている。入院治療としては、薬物治療抵抗性/忍容性不良の

うつ病、統合失調症、双極性障害などに修正型電気けいれん療法を開始するなど、大学病院として

の特殊性を活かした医療を提供している 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2、スタッフ  
 
教授    木下利彦 

准教授   奥川学 

講師    高瀬勝教、吉村匡史、加藤正樹 

助教    織田裕行、齊藤幸子、片上哲也、嶽北佳輝、西田圭一郎、北浦祐一 

病院助教  三井浩、藤山雅晴、板東宏樹、坂井志帆、鈴木歩、吉野真紀、村田知康、許全利 

医員    北浦福子、青木宣篤、植野史子、浅田昌照 

大学院生  諏訪梓、高野悟史、越川陽介、松田達也、砂田尚孝 

臨床心理士 岡村宏美、丸山智美、中平暁子、矢野裕子 

精神保健福祉士 鈴木美佐、山田妃沙子、村上貴栄 

作業療法士 山本敦子、高野隼 
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3、研修プログラムの概要  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3・4 年目は大学病院で研修を行い精神科全般の知識・技術を習得し、4・5 年目に単科精神科病院に

て症例経験を積み、精神科専門医・精神保健指定医を取得する。5・6 年目以降には大学院で研究や精神

科病院勤務などそれぞれの進路を選択していく。 

 

 

4、研修プログラムの特徴  
 
 初診外来などの各専門外来の陪席やリエゾン、緩和ケア、修正型電気けいれん療法、デイケア、作業

療法など研修していく。入院では主治医、担当医として治療にあたる。毎週月曜日には医師、臨床心理

士、作業療法士、精神保健福祉士を含めたカンファレンスがある。さらに 3 つの小グループにわかれて、

病棟チームカンファレンスがあり、薬物療法、精神療法、検査法などより個別的なきめの細かい指導を

行い、さまざまな疑問や問題の解決ができる体制をとっている。 

医局会や抄読会をはじめ、実践的薬物治療勉強会、精神療法勉強会、神経科学勉強会、補完医療研究

会などの活発に活動を行っている。 

 以下の資格・専門をもった医師が指導している。精神保健指定医、精神科指導医・専門医（日本精神

神経学会）、日本臨床精神神経薬理学会指導医・専門医、一般病院連携精神医学指導医・専門医、日本

緩和医療学会精神腫瘍学の基本教育に関する指導医、日本老年精神医学会指導医・専門医、日本認知症

学会指導医・専門医、日本児童青年精神医学会認定医、日本性機能学会専門医、日本救急医学会救急科

専門医、日本臨床神経生理学会脳波分野認定医、セックス・セラピスト、認知症サポート医。 

 

 

5、応募問い合わせ先  
大学病院全体の研修説明会や当教室での説明会を実施しています。関西医科大学卒後臨床研修センター

のホームページ、関西医科大学精神神経科のホームページにより詳しい説明があります。また見学など

随時受け付けています。病棟、外来、カンファレンスなど希望にあわせて見学していただけます。上記

メールアドレスにお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 



大阪医科大学 総合医学講座神経精神医学教室 

 
Department of Neuropsychiatry, Division of Comprehensive Medicine, Osaka Medical College 

 

〒569-8686 大阪府高槻市大学町 2 番 7 号 

TEL: 072-683-1221 FAX: 072-683-4810 

教室のメール：psy044@poh.osaka-med.ac.jp  

 
 
1、教室の目指している方向  
大阪医科大学神経精神医学教室は、伝統的な臨床精神医学を基礎として、プライマリケア精神医学と

地域の基幹総合病院精神科としての総合（大学）病院精神医学を追究しています。精神疾患は、すべて

生物－心理－社会－倫理的なモデルとして包括的にとらえることができ、診療、研究ではそれぞれの要

素を関連付けながら考えてゆかなければなりません。例えば統合失調症は、遺伝子の関連した神経ネッ

トワークの異常という生物学的基礎の上に、心理学的な要素や社会的な要因が加わって発症し、特有の

経過をたどります。その診療にはそれぞれの要因に応じた対応が必要で、倫理的な配慮も必須です。精

神科の専門医は、包括的に精神疾患を捉えた診療が行えるようになることが必須です。 

私たち大阪医科大学神経精神医学教室では、基本的な診断や治療、社会復帰、予防について身につけ、

さらに精神の健康について、広い視野からの精神保健の増進確保に寄与しうるリサーチマインドを持っ

た精神科専門医の養成を目指しています。 
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2、スタッフ 
 
教授   米田 博 Hiroshi Yoneda    

 

准教授  康  純 Jun Koh 

 

講師   金沢徹文 Tetsufumi Kanazawa   

 

助教   花岡忠人 Tadahito Hanaoka、川野 涼 Makoto Kawano、 

     岡本洋平 Youhei Okamoto、  西口昌樹 Masaki Nishiguti、  

堤  淳 Atsushi Tsutsumi 、川茂聖也 Seiya Kawashige、 

木下真也 Shinya Kinoshita、 富樫哲也 Tetsuya Togashi 

 

助教（准）山内 繁 Shigeru Yamauchi、中野友義 Tomoyoshi Nakano、 

久保洋一郎 Youichirou Kubo 

 

大学院生 金子貴雄 Takao Kaneko、    守谷真樹子 Makiko Moritani 

          樽谷精一郎 Seiichirou Tarutani 、井出健太郎 Kentarou Ide 

          丸山惣一郎 Souichirou Maruyama 

 

レジデント 

今村  格 Itaru Imamura、 山名英希 Eiki Yamana 

 

 

 

3、研修プログラムの概要と特徴  
 

初期研修修了後精神科医を目指す方々には、さらに専門的な診療経験をつめるようなプログラムを用

意しています。このなかには大阪医科大学ばかりでなく、多くの関連医療機関も含めて幅広く臨床経験

がつめるように考えており、精神神経学会専門医や精神保健指定医など精神科医としての資格を取得す

ることができます。また研究面では、遺伝・分子遺伝学、睡眠（臨床、基礎研究）、てんかん、児童思

春期疾患、性同一性障害（GID）、認知症などの研究グループがあり、生物学的、心理・社会的な研究

を行っています。大学院生、研究生として研究し医学博士を取得することができます。また本学は、初

期研修 2 年目から大学院に入学することが可能ですので、初期研修修了後 3 年で医学博士を取得するこ

とができます。 

今世紀はこころの世紀といわれ、精神科医に対する期待がますます高まっています。多くの学生、研

修医の方が精神科医を目指してほしいと願っています。 

 

 

4、応募問い合わせ先  
担当：医局長 康 純 

TEL： 072-683-1221 

メールアドレス：psy044@poh.osaka-med.sc.jp  
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大阪大学大学院医学系研究科 精神医学教室 

 
Department of Psychiatry, Osaka University Graduate School of Medicine 

 

〒565-0871 大阪府吹田市山田丘 2-2 

TEL: 06-6879-3051 FAX: 06-6879-3059 

卒後研修係 田中稔久准教授 E-Mail：tanaka@psy.med.osaka-u.ac.jp 

 

 

1、教室の特徴  
教室は今年創設 119 年を迎えます。多くの関連施設と共に関西の精神医学・医療の中心的役割を

担ってきた教室であり、関連施設の多さでは国内有数の教室です。これまでの入局者はおおよそ学

内から半数、学外から半数であり、600 名以上の同門会の人脈は大きな力となっています。教室で

は広く脳と心のサイエンスに取り組んでおり、海外からの留学生も含めて世界をリードする研究成

果を生み出しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2、スタッフ  
 
教授        武田雅俊(科長)、工藤喬 (保健センター所属)、水田一郎 (保健センター所属) 

准教授      田中稔久(医局長)、三上章良(保健センター所属)、足立浩祥(保健センター所属) 

橋本亮太(子供のこころの分子統御機構研究センター所属) 

講師        数井裕光(病棟医長)、大河内正康(外来医長)、岩瀬真生 

講師(医学部) 田上真次、石井良平、森原剛史 

助教        小笠原将之、我妻荘、吉山顕次、谷向仁(オンコロジーセンター所属) 

壁下康信(保健センター所属)、山森英長(分子精神神経学寄付講座所属) 

林紀行(生体機能補完医学講座所属) 

医員        藤本美智子、金山大祐、吉田哲彦、更家由梨 

大学院生    青木保典、近江翼、丸山大輔、野村慶子、清水芳郎、水田直樹、畑真弘、鐘本 英輝 

谷口謙、福所（熨斗）英里子、池田俊一郎 
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3、研修プログラムの概要と特徴  
 

A:精神科専門医・精神保健指定医コース（臨床

医基本コース） 

 

阪大病院(1 年)→基幹総合病院精神科(1 年)→精

神科病院(1 年) →精神科専門医・精神保健指定医

3 年間で 3 つの施設に勤務し、精神科専門医・

精神保健指定医の取得に必要な症例経験を積み

ます。研修施設の順序は応相談ですが、最初に

阪大病院で研修を行うことが望ましい。 

 

B:日本老年精神医学会専門医・日本認知症学会

専門医取得コース（老年精神医学コース） 

阪大病院(4 年) →学会認定機関(1 年)→日本老年

精神医学会専門医 

 

C: 児童青年期精神医学会認定医取得コース（児童思春期精神医学コース） 

阪大病院(1 年)→子どものこころの発達研究センター(4 年)→児童青年期精神医学会認定医 

 

D:医学博士取得コース（研究志向コース） 

大学院(4 年)→医学博士取得 

 

 

4、本施設における研修の特徴  
 阪大病院では、主治医として診療を行い、指導医による親切な指導、カンファレンスにおける診断・

治療の検討や、上級医師による定期的な個別の指導に加え、精神科各分野のスペシャリストによる教育

を受けることができます。精神科外来、入院、他科へのリエゾン往診などの場において、精神科の全分

野にわたって高度なレベルで精神科専門医研修を受けます。大学病院は開放病棟と閉鎖病棟をもつ総合

病院であることから様々な疾患における精神症状を経験することができます。精神療法、薬物療法、画

像診断、脳波、精神病理、精神科リハビリテーション、最新の神経科学、高次機能障害学（神経心理学）

観点からの疾患の理解について広範かつ統合的に理解することにより、オールラウンドに専門知識を有

する精神科専門医となることを目指します。 

 

5、応募問い合わせ先  
卒後研修係：田中稔久准教授 E-Mail：tanaka@psy.med.osaka-u.ac.jp 

一次募集 応募期間：平成 25 年 7 月 1 日～8 月 2 日（金） 筆記試験・面接日：8 月 10 日（土） 

二次募集 応募期間：平成 25 年 10 月 1 日～11 月 22 日（金） 筆記試験・面接日：11 月 30 日（土） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.med.osaka-u.ac.jp/pub/psy/www/jp/recruitment.html#hospital
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大阪市立大学大学院医学研究科 神経精神医学 

 
Department of Neuropsychiatry, Osaka City University 

 

〒545-8585 大阪府大阪市阿倍野区 1-4-3 

TEL: 06-6645-3821  FAX: 06-6636-0439 

卒後研修係 宮脇 大(みやわきだい)  E-Mail: miyawaki@med.osaka-cu.ac.jp 

 

 

1、教室の特徴  
大阪市立大学医学部附属病院神経精神科は、本邦トップクラスの年間新患数をほこる大規模な都

市型精神科医療機関です。児童から老年期まで幅広い年齢層にわたって多彩な精神障害患者さんが

受診されるのが特色です。そのため臨床経験を積むには最適の活気ある医局であると自負しており

ます。共に仕事をする仲間を募集しています。 

 

 

＜先日の医局会(毎水曜)後の 1 枚＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2、スタッフ  
 
教授   井上幸紀 

准教授  橋本博史 

講師   岩﨑進一、谷宗英、宮脇大、片上素久、山内常生、松田泰範、出口裕彦 

大学院生 15 名 (1 年 4 名、2 年 5 名、3 年 2 名、4 年 4 名) 

前期研究医 3 名 
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3、研修プログラムの概要  
 

紙面の都合で詳細は割愛いたしますが、最も人気があり選択されることの多い臨床研修と大学院での

研究(医学博士取得)の両者を志向した総合コースについて簡単に紹介いたします。 

 

 

＜総合コース 5 年間＞ 

 

大阪市立大学医学部附属病院 神経精神科(1 年間) 

+ 

大学院医学研究科(4 年間) 

  

 

上記5年間のうち、関連病院(単科精神科病院が主)の常勤および非常勤、大学病院病棟主治医(2年間)、

大学病院一般外来担当医(1 年間)などを通じての臨床研修指導を受けつつ、大学院での研究指導を受け

ます。期間内に医学博士および精神保健指定医、希望により精神神経学会専門医や他学会専門医)を取得

します。 

 

4、研修プログラムの特徴  
 
大阪市立大学医学部附属病院は、病床数 982 床、外来診療科数 31 を有し、大阪市の主要ターミナル

駅に隣接するという大学病院としては珍しい都市型総合病院です。神経精神科は、職場のメンタルヘル

ス（産業精神保健）、認知症性疾患、緩和ケアなどリエゾン精神医学領域、うつ病などの気分障害、不

安障害や統合失調症はもちろんのこと、摂食障害、多彩な児童・青年期精神障害などの広範な精神障害

の診察を行っています。これらの特徴を反映し、当科大学院生の精神保健指定医資格の取得率は 100％

です。 

 

 

4、応募問い合わせ先  
医局説明会および病院見学会を随時行っております。遠慮なく、お問い合わせください。 

卒後研修係: 宮脇 大(みやわきだい)  E-Mail: miyawaki@med.osaka-cu.ac.jp 
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近畿大学医学部 精神神経科学教室 

 
Department of Neuropsychiatry, Kinki University Faculty of Medicine 

 

〒589-8511 大阪府大阪狭山市大野東 377-2 

TEL：072-366-0221 FAX：072-367-6950 

教室代表メールアドレス：seisin@med.kindai.ac.jp 

 

 
1、教室の特徴  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近畿大学医学部精神神経科学教室は 1974 年に開講した比較的歴史の浅い教室ですが、自由闊達な気

風を大切にしています。教室員の平均年齢も若く、のびのびとスキルアップしていける環境です。 

精神疾患全般を幅広く扱っていますが、特に、 

（１）双極性障害（躁うつ病） 

（２）児童思春期精神障害 

（３）先進医療「光トポグラフィー検査を用いたうつ症状の鑑別診断補助」 

について積極的に診療・研究に取り組んでいます。なかでも先進医療「光トポグラフィー検査を用いた

うつ症状の鑑別診断補助」については西日本で最初に開始した医療機関として、多くの症例について鑑

別診断を行っています。また、光トポグラフィー検査を用いた精神症状・精神疾患の客観的評価法の開

発に取り組んでいます。 

 

 

2、スタッフ  
 
教授    白川治 

准教授   岡田章 （奈良病院メンタルヘルス科） 

講師    切目栄司（医局長）、辻井農亜（病棟医長） 

医学部講師 船津浩二（外来医長）、髙屋雅彦 

助教    明石浩幸、原田毅、池田真優子、安達融、曽我愛佳、川久保善宏、阪中聡一郎、廣瀬智之 

大学院生  三川和歌子 
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3、研修プログラムの概要  
 
入局 1 年目は大学病院で上級医からマンツーマンの指導を受け、精神科医としての最低限の技量を身

につけます。2 年目以降は、主に研究（主に、臨床研究）を希望すれば大学院進学か、大学病院および

関連精神科病院での後期臨床研修を行います。教室が精神保健指定医や精神科専門医の取得を全面的に

バックアップしており、特に精神保健指定医については関連精神科病院の協力のもと、卒後最短 5 年間

で取得できるプログラムを組んでいます。 

 

 

 

 

4、研修プログラムの特徴  
 
当教室では気分障害、神経症性障害、児童思春期精神障害、認知症を中心に、比較的軽症の精神疾患

（非精神病圏）を幅広く・数多く診療することが可能です。その柱となるのが「外来診療」であり、当

院のメンタルヘルス科では、「気分障害」「神経症」「児童思春期精神障害」「認知症」などを対象にした

臨床、研究には最適な場といえるでしょう。また、軽症精神疾患の診療機会が豊富であるため、将来開

業を考えている医師にとっても、不可欠な臨床経験を積むことができます。 

専門外来としては、気分障害、児童思春期精神障害の専門外来が活発で、その他、緩和ケアチームでの

活動、救命救急センターにおける自殺企図者への対応など、総合病院ならではのさまざまな臨床経験が

できるのも特徴です。また、先進医療「光トポグラフィー検査を用いたうつ症状の鑑別診断補助」につ

いては西日本で最初に開始した医療機関として、多くの症例について鑑別診断を行っています。地域の

中核的な精神科病院との連携も強く、精神病圏の臨床にも事欠くことはありません。精神保健指定医や

精神神経学会専門医を目指すための症例を経験できるのはもちろん、充分な臨床経験を積み、バランス

のとれた精神科医として成長できるよう教室がバックアップしています。大学ならではの特徴として他

大学との交流や学会出席・発表も活発で、今後の専門性を確立していく場としても活用できます。教室

員の平均年齢も若く、自由な雰囲気のなかのびのびとスキルアップしていける環境です。 

 

 

5、応募問い合わせ先  
精神医学・精神科医療の新しい力を生む活躍の場として、私たちとともに、熱意と創意をもって診療・

研究・教育に取り組んでみませんか。医学部生や初期研修医で将来精神科を考えている方を対象に、随

時、研修説明会を行っています。 詳しくは下記まで気軽にお問い合わせください。 

 

近畿大学医学部精神神経科学教室 

医局長 切目栄司  

教室代表メールアドレス：seisin@med.kindai.ac.jp 

〒589-8511 大阪狭山市大野東 377-2 

TEL: 072-366-0221 内線 3285 

FAX: 072-367-6950 

 

 

 

 

医師 1 年目 2 年目 3 年目 4 年目 5 年目 6 年目 7 年目 8 年目 9 年目 

初期研修（2 年間） 大学病院 精神科病院 →専門医、精神保健指定医取得へ 
 

初期研修（2 年間） 大学病院 精神科病院 大学病院 →専門医、精神保健指定医取得へ 
 

初期研修（2 年間） 大学病院 大学院 精神科病院 大学病院 

初期研修（2 年間） 大学病院 大学院 大学病院 精神科病院 
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和歌山県立医科大学 神経精神医学教室 

 
Department of Neuropsychiatry, Wakayama Medical University 

 

〒641-0012 和歌山県和歌山市紀三井寺 811-1 

TEL: 073-441-0659   FAX: 073-444-8001 

 

 

1、教室の特徴  
 

当教室は昭和 20年に創設された和歌山県立医

学専門学校に始まり、平成 15 年 6 月より篠崎和

弘が第五代教授として教室を主宰している。 

日本精神神経学会精神科専門医制度における

研修施設として、精神科のプライマリーケアか

ら高度の専門的医療を学べる環境を有している。

認知行動療法、うつ病リワーク、ＥＣＴ、磁気

刺激治療などを行っている。 

 和歌山の 4 つの公的基幹病院と医局は強い結びつきのもと、後期研修医の教育、専門医・指定医の取

得をサポートしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2、スタッフ  
 
教授     篠崎和弘 

准教授     鵜飼 聡 

講師     辻富基美 

助教     小瀬朝海、山本眞弘、坂本友香、高橋 隼 

学内助教 山田信一、里神和美 

臨床准教授 宮本典亮、小野紀夫、今出 徹 

非常勤講師 宮西照夫、郭 哲次 

大学院生 山田信一、武用百子、津田久美、里神和美、龍神歩美、喜多 彬、大星裕司 

 

 

 

 

TEL:073-441-0659


3、研修プログラムの概要  
 
プログラムの 1 例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4、研修プログラムの特徴  
 
1）指定医、専門医の資格取得とサポート 

必要な症例が研修できる病院への研修ローテートシステム 

医局主催の個別指導会を実施 

 

2）ニーズに合わせた柔軟な研修プログラム 

一般臨床コース 

大学院コース 

国内外留学をサポート（専門分野：認知行動療法 児童精神医学 老年精神医学 てんかん 司法精神

医学） 

 

3）充実した大学病院精神科での研修 

① 臨床精神医学の基礎を学ぶ：症例カンファレンス、後期研修医勉強会 

② 専門領域を学ぶ：精神療法、児童精神医学、てんかん、リワーク、ECT、磁気刺激療法 

③ 大学院研究：電気生理グループ、機能画像グループ、精神療法グループ 

 

 

5、応募問い合わせ先  
お問い合わせはこちらにお願いします。 

担当：辻  e-mail: tms@wakayama-med.ac.jp 
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神戸大学大学院医学研究科 精神医学分野 

 
Department of Psychiatry, Faculty of Medical Science, Kobe University Graduate School of Medicine 

 

〒650-0017  

兵庫県神戸市中央区楠町 7-5-1 

Tel.: 078-382-6065; Fax: 078-382-6079 

E-mail: psychiat@med.kobe-u.ac.jp 

 

 

1、教室の特徴  
沿革 

昭和 25 年、兵庫県立病院光風寮(現・兵庫県立光風病院)院長の矢野顕治が、兵庫県立医科大学精神神

経科初代教授に就任し、当教室は開設された。矢野顕治は光風寮院長と教授を兼任し、兵庫県立医科大

学生への講義および外来診療を開始し、入院診療は光風病院において行っていたが、その後、教育基本

法・学校教育法により兵庫県立医科大学が新制兵庫県立神戸医科大学となった。その後、矢野顕治教授

の設計によって精神科病棟「清明寮」が開棟し、大学病院での入院治療とその研修が可能となった。昭

和 34 年に黒丸正四郎が第 2 代教授に就任。昭和 39 年から開始された神戸医科大学の国立移管に伴い、

精神神経科教室も国立移管され、昭和 41 年に神戸大学医学部精神神経科学講座となった。昭和 55 年に

中井久夫が第 3 代教授に就任。中井教授が中心となって設計された新清明寮が、平成 6 年に開棟した。

中井教授が在任中の平成 7 年 1 月 17 日未明、阪神淡路大震災が起こり、新清明寮には内外から多数の

精神科医が集結し、被災地の精神保健活動に奔走した。平成 10 年に前田潔が第 4 代教授に就任。平成

12 年に大学院医学研究科の部局化により、神戸大学大学院医学系研究科精神医学分野となり、さらに平

成 16 年には国立大学法人法の施行に伴い「国立大学法人神戸大学」となった。平成 25 年に曽良一郎が

第 5 代教授に就任し現在に至る。 

現在の精神科病棟（清明寮）は平成 6 年(1994 年)に完成。中庭（ライトコート）を配し、「良好な入

院環境は精神科における最も重要な治療手段である」という考えに基づき中井久夫を中心に設計された。

県下の総合病院精神科で閉鎖病棟を有する数少ない施設として、また、多彩な外来患者を反映して、統

合失調症、気分障害、老年期精神障害、児童思春期精神障害、身体合併症を有する精神障害などの患者

様を幅広く受け入れている。 

  

 

2、スタッフ  
 
教授  曽良一郎(診療科長) 

准教授 田中 究(診療科長補佐) 

講師  山本泰司(外来医長) 

菱本明豊(海外出張中) 

助教  田宮裕子(病棟医長) 

笹田徹(医局長)、松井裕介 

毛利健太朗、白岩恭一 

 

医員 7 名（大学院生を含む） 

専攻医(前期・後期) 4 名 

 

上記の他に卒後臨床研修医（長期ロ

ーテーターを含む）が常時数名おり、

上級医より指導を受けている。 
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3、研修プログラムの概要と特徴  
◆ 大学病院―関連病院研修コース 

大学病院では一般的な精神疾患患者の診療を経験する。大学病院の特徴からコンサルテーション・リエゾン

精神医学、統合失調症、気分障害、不安障害、老年期精神疾患、児童思春期精神疾患、身体疾患を抱える精

神科患者などを多く経験する。3（4）年目には主として入院患者を上級医とともに診療する。4（5）年目に

は外来を担当し、病棟においては指導医として研修医および 3 年目医師の指導に当たる。また外来診療、コ

ンサルテーション・リエゾン精神医学、緩和ケアの経験も可能であり、本人の希望で特に認知症、児童思春

期などを主体とする研修も可能である。県下の関連の精神科専門病院(県立光風病院等)での研修は主として、

入院患者の診療に当たる。入院患者は一般的な統合失調症、気分障害のほかにアルコール関連障害、精神鑑

定事例、医療観察法関連症例などが経験できる。また、他職種による社会復帰活動、精神科リハビリテーシ

ョンなどの心理社会的関わりについても研修する。関連の総合病院(日本精神神経学会専門医研修施設)では、

外来診療を中心に、コンサルテーション・リエゾン精神医学、緩和ケアについての専門性の高い研修を受け

ることが可能である。希望者は、その後 2 年間、さらにサブスペシャリティ養成（老年精神医学会専門医、

児童青年精神医学会認定医等の取得を目標とする）のための Extended program を選択することができる。 

 

当科における一般的な研修コース例 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 学位取得コース   

精神科研修終了後、大学院に入学し学位取得を目指す(分子精神医学、児童思春期精神医学、老年精神医学、

統合失調症研究グループが活動している)。 

 

4、本施設における研修の特徴  
精神科病棟は一般病棟とは独立した病棟であり、定床 44 床(個室 8 床、2 床部屋 1 室、4 床部屋 8 室、隔

離室 2 床)を有する男女混合閉鎖病棟である。当科では統合失調症、気分障害、認知症、児童思春期の精神医

学的問題などを対象とし、各領域の専門医を養成することを目指している。また、大学病院という特性から、

他科よりのニーズも高く、コンサルテーション・リエゾンチーム、緩和ケアチームによる診療活動も行なっ

ている。 

 

◎プログラムの目的と特徴 

・精神科臨床を心理、社会、生物学的側面から総合的に捉え、適切に対応できることを目的とする。 

・後期研修期間は 3 ないし 5 年間である。 

・神戸大学医学部附属病院および関連病院において、精神科としての専門性の高い研修を行う。 

・ 研修終了後は、精神保健指定医および日本精神神経学会専門医の資格を得るための指導を行っている。 

 

 

5、応募問い合わせ先  
例年 12 月頃に入局試験を行なっている(面接、筆記試験)。 

入局説明会の詳細は当科ホームページに公開。 

http://www.med.kobe-u.ac.jp/psyneu/ 

担当： 白岩 恭一、笹田 徹 

Tel.: 078-382-6065; Fax: 078-382-6079 E-mail: psychiat@med.kobe-u.ac.jp 

 

 

http://www.med.kobe-u.ac.jp/psyneu/
mailto:psychiat@med.kobe-u.ac.jp


兵庫医科大学 精神科神経科学講座 

 
Department of Neuropsychiatry Hyogo College of Medicine 

 

〒663-8501 兵庫県西宮市武庫川町 1-1 

TEL: 0798-45-6051   FAX: 0798-45-6053 

卒後研修担当：清野仁美 hitomi-s@hyo-med.ac.jp 

 

 

1、教室の特徴  
当教室は、大阪から約 15 分、神戸から約 20 分、甲子園に近い西宮に位置しており、都市型大学

病院の精神科である。現在は、大学院生を含め、20 名ほどから構成されている。子育てをしながら

働く女性医師も多い。現在院生は 7 名在籍しており、強迫関連障害や不安障害、うつ病などの臨床

研究を中心に、産後精神病に関するもの、うつ病動物モデルを使ったもの、認知症の薬理学的研究、

精神免疫、神経病理学的研究など幅広く、学会活動も活発に行っている。特に強迫関連障害の臨床

や研究に関しては、国際的にも高く評価され、国内ではリーダー的な存在である。スタッフは 30

歳代が中心で、医局は若々しく、明るく活気に溢れている。フレンドリーで自由な雰囲気ではある

が、レジデントや院生の研究・臨床などの教育に関しては、厳しくも温かくきめ細やかな指導を心

掛けている。関連病院も多く、アルバイトなど大学外の研修も希望すれば機会は多く与えられる。

研修終了後の進路は、留学なども含め個々のニーズや希望にできるだけ沿えるように配慮している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2、スタッフ  
 
主任教授  松永寿人 

臨床教授  湖海正尋 

助教    林田和久、清野仁美、前林 憲誠、西井理恵、宇和典子、山田 恒、吉村知穂   

病院助手  岩本行生、田中真由美、堀尾万理  

レジデント 下村 憲司  

大学院生  三戸宏典、福原 綾子、山西恭輔、中嶋章浩、向井馨一郎、本山美久仁 、栁澤嘉伸 

mailto:hitomi-s@hyo-med.ac.jp


3、研修プログラムの概要  
 

本研修では、外来における予診、陪席及び診療、病棟における診療、症例検討会、身体科との連携よ

る診療等を通し、以下の 6 点を習得します。 

1. 精神保健指定医（以後、指定医）、専門医、認定医の取得のために必要な症例を経験し、指導を受け

ながら必要な知識を身に付けます。 

2. 精神保健福祉法を理解し、指定医、専門医、認定医になるための知識を身に付けます。 

 

3. 精神保健や医療を必要とする患者とその家族に対して全人的に対応するに必要な知識を習得します。 

 

4. 身体合併症を持つ患者に対し、身体科との連携を取り総合的な治療方針を立てられるようになります。 

 

5. 精神科リエゾン、緩和ケアなどのチーム医療を学びます。 

 

6. うつ病、不安障害、強迫関連障害などの認知行動療法といった現代型の精神障害に関する治療技法を

身につけます。 

 

【レジデントカリキュラム（卒後 3 年目）】 

1 年を通じ、外来においては主任教授臨床教授等の診察に陪席し診察の基本、内服薬の処方等について

研修します。病棟においては指導医、上級医の指導の下、入院患者の担当主治医となります。また、兵

庫県または大阪府内の関連病院で非常勤医師として週 1 日勤務します。さらに大学院へ入学し学位を取

るための研究を行う事もできます。その場合、指定医、専門医の取得に際して不利にならぬよう配慮さ

れます。 

 

【病院助手カリキュラム（卒後 4 年～6 年目）】 

卒後 4 年目以降は、上級医・指導医と共に入院患者を担当すると同時に外来診療を開始し、より実践的

に精神科医療の流れを組み立てるための研鑽を積みます。その間にも兵庫県または大阪府内の関連病院

で非常勤医師として週１日勤務します。 

卒後 5 年目以降は、上記業務に加えて、精神保健指定医取得に向けてのレポート指導や、日本精神神経

学会精神科専門医取得のための過去出題例の検討など全般的な指導を重ねていく。 

 

 

4、研修プログラムの特徴  
 
兵庫医科大学精神科神経科は精神科疾患全般の診断、薬物療法、精神療法に幅広く対応するだけでな

く、大学病院の特色を生かし、緩和ケアやリエゾン精神医学を修得することができます。閉鎖病棟を有

しているため、精神保健指定医の取得に必要な症例の入院治療も経験することが可能であり、外来患者

数も多いため、精神科外来治療の基礎を学ぶことができます。特に、都市型の精神障害の臨床や治療を

多く経験できます。教室の研究分野は強迫関連障害、不安障害、アルツハイマー型認知症、産後精神障

害などであり、主に臨床に基づいた研究をおこなっています。各疾患に対する認知行動療法を学ぶこと

が可能です。 

 

 

5、応募問い合わせ先  
見学や説明会などはご希望があれば随時対応しておりますので、お気軽にお問い合わせ下さい。特に、

水曜日に教授回診や医局会（症例検討会を含む）などを行っており、医局員がほぼ全員出勤しているた

め、医局の雰囲気等を感じられやすいと思います。 

 

 

 

 



鳥取大学医学部 脳神経医科学講座精神行動医学分野 

 
Division of Neuropsychiatry, Department of Brain and Neuroscience, Faculty of Medicine, Tottori University 

 

〒683-8504 鳥取県米子市西町 36-1 

TEL: 0859-38-6547  FAX: 0859-38-6549 

鳥取大学精神科代表メールアドレス seisin@med.tottori-u.ac.jp 

 

 
1、教室の特徴  
本教室は故下田光造初代教授により昭和 20 年 9 月に官立米子医学専門学校精神医学講座として開講

された。下田は、我が国におけるうつ病の病前性格として世界に先駆けて「執着気質」を発表し、我が

国の精神医学界に大きな足跡を残している。 

その後長年にわたり、当教室は山陰地方の精神科医療の中核を担い、多くの人材を輩出し、研究成果を

残している。現在第 8 代教授である兼子幸一のもと、地域に根差した精神科医療サービスの提供と、臨

床・基礎研究を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2、スタッフ  
 
教授   兼子幸一 

講師   山田武史 

助教   佐竹隆宏（医局長）松村博史（病棟医長）杉江拓也（外来医長） 

     長田泉美 石田寿人 岩田正明 山内崇平 

大学院生 横山勝利 板倉征史 山梨豪彦 正井三枝子 
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3、研修プログラムの概要  
 

鳥取大学卒後臨床研修のプログラムで、平成 26 年度精神科プログラムとして、初期臨床研修で精神

科を中心にローテーションするプログラムがある（下表参照）。 

 

初期研修修了後、当科または関連病院で、精神科専門医や精神保健指定医の資格取得に必要な精神科

臨床経験を積むことが可能です。希望されれば、大学院博士課程への進学や、国内・海外を問わず留学

を行うこともできます。 

 

 

4、研修プログラムの特徴  
 
山陰地域の精神科中核病院として、幅広い疾患、年齢層に対応できる精神科医の育成を目指します。

大学病院として専門性の高い医師（気分障害、統合失調症、発達障害、認知症、緩和ケアなど）による

指導が受けられます。病棟ではチーム制による複数主治医体制を取り、経験豊富な指導医の下で初期研

修医から積極的に治療に関わることが出来ます。週に一回、教授回診で症例検討を行い、様々な専門的

立場からの視点で症例をみることで、より深く多層的に精神科臨床をとらえる経験が得られます。 

鳥取大学医学部附属病院では「脳とこころの医療センター」として脳神経外科、脳神経内科、脳神経

小児科、精神科の 4科が外来に集約しており、これら脳神経を扱う 4科が連携して治療にあたることで、

幼小児期から老年期まで幅広い年齢層・疾患、一貫した治療を経験することが出来ます。4 科合同で症

例検討会を定期的に開催しており、精神科単独では得られにくい知識を得る機会となっています。 

また医学系研究科の中では全国で初めて誕生した臨床心理学の大学院が学内にあり、薬物療法と心理

療法の併用といった治療の連携を図るとともに、認知行動療法などが研修可能です。 

 

 

5、応募問い合わせ先  
医局・病棟見学など、随時行っていますので、メール・電話にて連絡ください。 

鳥取大学精神科 担当：佐竹 隆宏（さたけ たかひろ）（医局長） 

医局 0859-38-6547 seisin@med.tottori-u.ac.jp  

Facebook もやっています！「鳥取大学医学部 精神行動医学分野（精神科）」で検索！ 

鳥取大学附属病院 卒後臨床研修センター 0859-38-7025 sotsugo@med.tottori-u.ac.jp 

 

 

 

 

 

精神科プログラム（例） 

         
  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

一年次 精神科 3 ヶ月 内科 6 ヶ月 救急 3 ヶ月 

ニ年次 
地域医療 

1 ヶ月 
産婦人科 

1 ヶ月 
小児科 

1 ヶ月 
精神科 7 ヶ月 自由選択 

              

mailto:seisin@med.tottori-u.ac.jp
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川崎医科大学 精神科学教室 

 
Department of Psychiatry, Kawasaki Medical School 

 

〒701-0192 岡山県倉敷市松島 577  

TEL: 086-462-1111(医大代表)   086-464-1193(精神科実験室,FAX 兼) 

教室 Email: psy@med.kawasaki-m.ac.jp 

 
 
1、教室の特徴  
「リチウムの渡邉」と呼ばれた先代の渡邉昌祐教授の時代は生物学的な研究が盛んな教室でしたが、

1997 年に青木省三が教授となって以来は、児童青年期精神医学や精神療法をはじめとした臨床精神医

学が中心の教室です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2、スタッフ  
 
青木省三主任教授 

何と言っても思春期青年期精神医学、そして特定の流派ではない基本的な精神療法について、日本にお

ける権威の１人です。普通は精神療法を学ぶ、イコール特定の「○○療法」だけを学ぶ、ということにな

ってしまいますが、青木教授は○○療法以前の基本的な精神療法を極めている人であり、診察を見学した

学生の多くが「患者さんの困っていることや生活全般のことを丁寧に話していくだけで、専門的治療に

見えないのですが、これが精神療法なのですね。感動しました」と言われます。 

山田了士教授 

専門は、てんかんおよびリエゾン精神医学（特にサイコオンコロジー）ですが、青木教授とは別の視点

から薬物療法や神経生理などの生物学的精神医学についての幅広い見識と、丁寧な指導力や細やかな臨

床力を教室員は頼りにしており、身体と心の両面をバランスよく診ていく臨床は、若い精神科医のモデ

ルとなっています。 

石原武士教授（附属川崎病院所属） 

川崎医大ができる母体となった岡山市にある附属川崎病院の所属で、専門は認知症ですが、統合失調症

から境界例まで、難しい患者大勢をバリバリ診ている百戦錬磨の臨床家です。 

 

澤原光彦講師（病棟医長） 臨床精神医学全般が専門。 

村上伸治講師（外来医長） 青年期精神医学、精神療法が専門。 

宮﨑哲治講師（医局長）  行動療法が専門。 

末光俊介講師（附属川崎病院所属） 臨床精神医学全般。 

臨床助教   和迩健太、原 正吾、竹中眞理子、吉村優作、蜂谷知彦。 

大学院生   鷲田健二、中村尚史 

mailto:psy@med.kawasaki-m.ac.jp


 3、研修プログラムの概要  
 

川崎医大 1～2 年間、精神科病院 1～2 年間の後期研修 3 年間で精神保健指定医、および精神科専門医

取得を目指します。精神科病院での研修は、いわゆる関連病院もありますが、それ以外に研修してみた

い病院があれば、相談に応じます。関連病院でも何でもないこれまで全く関係のなかった精神科病院を

後期研修医が希望し、青木教授と共にそこへ話に行って交渉し、研修することになった例が幾例もあり

ます。本人の希望を聞きながら、オーダーメイドの研修を考えます。 

 

 

4、研修プログラムの特徴  
 

川崎医大の後期研修の特徴は、精神療法の研修が充実していることです。学生時代から精神科志望の

人も、卒後研修のなかで精神科に興味を持った人も、精神療法に何の興味もなく精神科を志望する人恐

らくいないだろうと思います。多くの大学の精神科では生物学的な研究が優先され、精神科臨床や精神

療法の人はともすれば日陰者です。当科は脳科学研究者を目指す人には合わないかも知れませんが、精

神科臨床や精神療法に興味を持つ人にはお勧めです。多くの教室員は青木教授を始めとした教室員と会

って話して酒を飲み、教室の雰囲気や青木教授の抜群の臨床的センスや人柄に惹かれて入局しています。 

 青木教授は幾冊もの著書を著しているので、以下の図書をぜひご一読を。 

 

 

5、参考文献  
・青木省三：ぼくらの中の発達障害．ちくま新書 

・青木省三：僕のこころを病名で呼ばないで．ちくま文庫 

・青木省三：時代が締め出すこころ．岩波書店 

・青木省三：思春期の心の臨床．金剛出版 

 

 

6、問い合わせ先  
見学や相談は随時受けていますので、お気軽にお問い合わせ下さい。 

医局長：宮崎哲治 E-mail：psy@med.kawasaki-m.ac.jp 
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島根大学医学部 精神医学講座 

 

Department of Psychiatry Shimane University School of Medicine 
 
〒693-8501 島根県出雲市塩冶町 89-1 
TEL: 0853-20-2262  FAX: 0853-20-2260 
医局長 長濱 道治 E-mail : michi@med.shimane-u.ac.jp 
 
 

1、教室の特徴  
フレッシュなメンバーの明るい医局です。意欲のある皆さんを歓迎します。 
見学も随時受け付けておりますので、お気軽にお問い合わせ下さい。 
 

 
 
【入局者からのメッセージ】 

      

 

 

 

      

 

山下 智子 

 
 

 

 

 

 

研究室の窓から出雲の街並を眺めるだけでなく、街の中で、保健・福祉・行政、

その他様々な職種の結びつきを大切にした診療を心がけています。 

小さな医局ですが、その分風通しが良く、全員で協力しながら診療にあたっ

ています。明るく楽しい雰囲気ですので、どなたでもすぐに馴染んでいただ

けると思います。 

精神科医局の皆様の存在がどれだけ励みになっていることか計り知れません。

一緒に働かせてもらって、毎日楽しく充実しています。 

私は当院で2年間の初期研修を終え、平成20年にこの医局に入局しました。 

私は学生時代から初期研修にかけて内科系を考えており、精神科を考えた

ことはほとんどありませんでした。初期研修医 2 年目の 8 月になっても決

めかねていたのですが、必修で精神科を回った際、先生方にも熱心に指導

していただき、また女性医師も多く、臨床スタイルなどがとても自分に合

っていると思い、精神科の魅力にとりつかれてすぐに入局を宣言しました。

今、後期研修 3 年目ですが、まだまだ勉強することはたくさんある中で、

精神医学の面白み、深みを日々感じています。医局はとても温かい雰囲気

ですぐに上級医の先生にも相談でき熱心に指導してもらえます。また臨床

と研究のバランスもとれており、女性医師も多い中で仕事と家庭の両立も

可能です。 

みなさんの入局をお待ちしています♪ 

mailto:michi@med.shimane-u.ac.jp


2、スタッフ 
教授    堀口淳（科長）、稲垣卓司（教育学部）、江副智子（保健管理センター） 

准教授   宮岡剛（副科長） 

講師    橋岡禎征（卒前教育担当）、和氣玲（卒前教育担当） 

助教    岡崎四方（病棟医長）、安田英彰（リエゾン医長）、林田麻衣子（副病棟医長/副外来医長）、

古屋智英（外来医長/大学院生（社会人枠））、長濱道治（医局長） 

臨床助教  河野公範（海星病院） 

医員    金山三紗子、山下智子（副医局長）、田中一平、大塚章子 

研究員   土江景子、福島美千代、荒木智子、荒内亮輔 

大学院生  家田麻紗（社会人枠）、クリスティアン・リアウリ（外国人留学生） 

エルリン・リモア（外国人留学生） 
臨床心理士 高野由美子（技術補佐員）、小塩美加（技術補佐員）、林原実（技術補佐員） 

 
3、研修プログラムの概要と特徴  
●主に病棟主治医業務と、コンサルテーション・リエゾン活動として高入院患者も担当します。 

(毎週火曜日にリエゾン回診を行っています。） 

●学会や各種研修会にも随時参加可能です。 

●経験豊かな指導医による指導を受けることができます。 

●関連病院（精神病院、総合病院、診療所）での診療を行うことも可能です。 

●当院精神科や関連病院に勤務し、精神科医としての幅広い疾患に対応できるよう臨床能力の向上に努めま

す。 

●学会発表や症例報告を通して臨床医として医学論文の読み方や臨床への応用を学びます。 

●また，精神保健指定と精神科専門医等の資格取得に必要な症例を経験します。当院での資格取得も可能で， 

多くの医師が当院精神科にて精神保健指定医の資格を取得しています。 

●自身の研修を行っていくとともに，後輩の指導を通じてさらなる臨床能力の向上に努めます。 

●また精神保健指定医と精神科専門医などの資格を取得します。更に精神科医としての今後の方向性を考え

ます。 

 

4、本施設における研修の特徴  
●複数人ではなく、単独（＋指導医）で、症例の入院担当ができ、退院後も外来を担当できる。 

●早いうちから外来を経験できる。 

●合併症（他科）などのリエゾン経験ができる。 

●措置症例を含め、幅広い様々な症例が集まる。 

●様々な症例を経験、精神保健指定医を取得できる（措置症例も当院で診療します）。 

●精神科専門医の取得できる施設である。 

●電気けいれん療法を積極的に行っている。 

●睡眠外来・物忘れ外来、思春期外来など幅広い疾患を対象とした外来を行っている。 

●脳波、睡眠ポリグラフの解析を修得できる。 

●症例検討会、勉強会、シネサイカイエトリーなどを積極的に行い、勉強しやすい環境である。 

●相談したいときには、いつでも指導医に相談でき、適切な指導をうけられる（一人で抱え込む必要はあり

ません）。 

●他の病院との連携がある（島根県では精神科の需要が非常に高い。他県からも派遣を希望されている病院

は多い。国立がんセンターへの研修もできます）。 

●地域とのつながりが密である。 

 

 

5、応募問い合わせ先  
島根大学医学部精神医学講座 医局長 長濱 道治  

TEL : 0853-20-2262（平日昼） FAX : 0853-20-2260  

E-mail : michi@med.shimane-u.ac.jp 
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広島大学大学院医歯薬保健学研究院 精神神経医科学 

 
Department of Psychiatry and Neurosciences, Hiroshima University 

 

〒734-8551 広島市南区霞 1-2-3 

TEL: 082-257-5555  FAX: 082-257-5209 

E-mail: yamawaki@hiroshima-u.ac.jp 

 

 

1、教室の特徴  
生物学的、心理的、社会的視点をバランスよく持ち、臨床上の疑問点に対応できる問題解決能力

を有する臨床医の育成を心がけており、経験年数に関わらず自由に討論できる雰囲気の中、お互い

研鑽しています。 

また現在、脳機能画像研究、ゲノム・エピゲノム解析などの分子生物学的研究と臨床研究を繋ぐ

トランスレーショナルな手法を用い、うつ病、PTSD などの病態を解明するための、全国複数の研

究機関との大規模な研究を行っています。他に精神分析学、児童・思春期精神医学、リエゾン精神

医学、サイコオンコロジーの研究グループも、精神科臨床に役立てるために研究やアカデミックか

つ経験に基づいた勉強会、学会を定期的に行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2、スタッフ  

主任教授 山脇成人 

特任教授 森信繁 

准教授  岡本泰昌 

講師   山下英尚、福本拓治 

助教   町野彰彦、志々田一宏、吉野敦雄、淵上学、瀬川昌弘、藤田洋輔 

大学院生 岡田怜、片岡努、野嶌真士、長嶋信行、神人蘭、高石佳幸、服部麻子 
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3、研修プログラムの概要  
 

薬物療法、電気けいれん療法などの身体的治療から精神分析的精神療法、認知行動療法といった精神

療法まで、さらに小児から老年までと、精神医学の幅広い専門領域へのニーズに対応し、それぞれの専

門家を育成すべく、大学医局のみにとどまらず、精神科病院、総合病院精神科、精神科診療所、認知症

専門病院、小児心療科、精神保健福祉センターやこども家庭センターなどの行政機関との連携し、「広

島全体で精神科医を育成する」をコンセプトに、「広島精神医療ネットワーク」という後期研修プログ

ラムを作成しています。 

具体的には、前期研修終了後の 1 年間は広島大学あるいは県内の総合病院で、その後 2 年間は総合病

院精神科、精神科病院において基礎的な臨床技術を習得し、その後約 5 年間、総合病院、精神科病院、

精神保健福祉センターなどで個人の志向性に沿った専門性を高めつつ後輩の指導にも当たり、精神保健

指定医や専門医も取得していくというプログラムです。また、その間に大学院に進学する場合もありま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4、研修プログラムの特徴  
 
複数の異なったタイプの医療機関で研修を受けて頂くことで、精神科医に求められる基礎的な臨床技

術をバランスよく身につけていただくことができます。またその後、個人の志向性に従って総合病院・

リエゾン精神医療、気分障害、統合失調症、認知症、サイコオンコロジー、精神分析的精神療法など各

方面の医療機関とともに構築しています。 

 

 

5、応募問い合わせ先  
ご質問などあればいつでもお問い合わせ下さい。教室説明会なども行っていますので、教室ホームペー

ジ（http://home.hiroshima-u.ac.jp/seisin/ ）も参照ください。 

卒後研修担当：医局長 志々田 一宏 kashish@hiroshima-u.ac.jp 
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山口大学大学院医学系研究科 

高次脳機能病態学分野(精神科神経科) 
 
Division of Neuropsychiatry, Department of Neuroscience, Yamaguchi University School of Medicine 

 

〒755-8505 山口県宇部市南小串 1-1-1 

TEL: 0836-22-2255  FAX: 0836-22-2253  

seisin@yamaguchi-u.ac.jp 

http://ds.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~mental/ 

 

 

1、当科の概要・理念  
当科の治療の柱は科学性と人間性の協調です。人間の心と脳の働きを深く理
解することが治療の基本と考えています。それは、精神療法と薬物療法の協調
ということになります。治療手段は薬物のみならず、医師の人間性そのもの、
医師と患者・家族との関係性ということになります。発達した脳・心を持つ人
間を対象とする診療科は唯一精神科であり、一般身体科全体を４本の指に例え
るならば、精神科はそれら全てをサポートする親指的な存在ということになり
ます。人間対象の医学は、心・精神を対象とする精神科によって特徴づけられ
ているものと確信しています。 

 

2、スタッフ  
教授   渡邉義文（科長） 
准教授  松尾幸治（医局長） 
講師   松原敏郎（外来医長） 
助教   内田周作（留学中）、山形弘隆、綿貫俊夫（病棟医長）、大朏孝治、芳原輝之、橋本亜希子 
診療助教 富士岡 章、樋口 尚子、樋口 文宏、市山 正樹、太田 明日香、奥田 俊伸、亀本 敏樹 

佐々木 順、關 友恵 
大学院生 中島麻美、原田健一郎 
 
 
3、研修プログラムの概要  

 

• 入院担当患者の面接方法、診
断、検査、治療を主治医と相談
し、一例を深く学ぶ。 

• 病棟カンファレンスでの発表 

• 疾患について文献的検討 

• 病棟に張り付き、多くの入院患者
の精神医学的診察 

• 身体合併症と伴う精神・身体の管
理方法を幅広く学ぶ 

• 重症精神疾患患者の診察を学ぶ 

• 向精神薬の処方方法を学ぶ 

• 他科入院患者の診療 

• 身体疾患で入院中の患者さんの
精神状態管理 

• 主に、せん妄、不眠、うつ症状な
どの対応を学ぶ 

• リエゾン依頼のあった他科入院
中の患者さんに往診し予診 

• リエゾン担当医とともに一緒に診
察し、診断と治療的対応につい
て学ぶ。 

• 精神科外来初診患者さんの予診
をとり、診療技術のトレーニング 

• 本診に同席し、初診医と診断治療
の妥当性について学ぶ 

• 多くの精神科新患に接するととも
に、初診医による精神科診断面接
や診断に至る思考、治療選択につ
いて間近で学ぶことが可能 初診外来

患者診察 
リエゾン

診療 

入院担当
患者診療 

病棟患者
タスク 

mailto:seisin@yamaguchi-u.ac.jp
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研修医の 1週間はどんな感じ？ 

 

はい！ 

私のもよろしく～  と、飛ばされる

 

 

WED 
外来 

病棟業務 

THU 
リエゾン 
病棟業務 

FRI 
病棟業務 

電気けいれん
療法 

当直業務 
指導医と共
に（月 3回） 

TUE 
カンファレンス 

教授回診 

～1週間の山場～ 

MON 
ミニカンファレンス 
～3つの小グループに
分かれて症例検討～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4、研修プログラムの特徴  

 
入院患者はうつ病、神経症圏が多いですが、すべての疾患に対応しています。山口県では唯一、麻酔

科との連携で修正型電気けいれん療法を行っています。精神療法（摂食障害・神経症圏）にも力を入れ

ています。外来では、年間初診患者数が 1000 人を超え、再来患者数は院内 1 位です。がん患者への緩

和ケアチームやリエゾン精神医療の対策チームなどのチーム医療も活発に行っています。双極性障害専

門外来や先進医療・光トポグラフィー検査（全国 6 番目に認可）、広汎性発達障害などの児童外来など、

専門性の高い医療も行うことができます。 

 

 

4、応募問い合わせ先  
 
私たちと一緒に充実した精神科研修生活を 

送ってみませんか？ 

皆様のお越しをお待ちしております。 

 

山口大学医学部附属病院 精神科神経科 

〒755-8505 山口県宇部市南小串 1-1-1 

Tel: 0836-22-2255 Fax: 0836-22-2253  

seisin@yamaguchi-u.ac.jp 

http://ds.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~mental/ 
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徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部 

神経情報医学部門情報統合医学講座精神医学分野 
 
Department of Psychiatry, Tokushima University Graduate School of Medicine 

 

〒770-8503 徳島県徳島市蔵本町 3-18-15 

TEL: 088-633-7130  FAX: 088-633-7131 

卒後研修係 住谷さつき准教授 E-Mail：satsuki@clin.med.tokushima-u.ac.jp 

 

 
1、教室の特徴  
四国では最も歴史のある大学病院の精神医学教室であり、地域の基幹病院として精神科医療に貢

献するとともに若手精神科医の育成に力を入れ、脳と心の研究分野でも成果をあげています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2、スタッフ  
 
教授     大森哲郎（科長）、友竹正人（保健学科所属） 

准教授   住谷さつき（総務医長）、井﨑ゆみ子（保健管理センター所属） 

講師     伊賀淳一（病棟医長） 

助教     中瀧理仁（外来医長）、沼田周助、富永武男、亀岡尚美、渡部真也、久保弘子 

特任助教 木下誠、梅原英裕 

医員     森垣洋子、中村公哉、井上英治、井下真利、田丸麻衣、生越剛司 

大学院生 渡部真也、久保弘子、木下誠、梅原英裕、井下真利、田丸麻衣、渡部幸奈、内海千種 

菊池久美子、西晃、上岡千世、濱谷沙世 
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大学病院の週間スケジュール 

3、研修プログラムの概要  
 

1）後期研修 1 年目（卒後 3 年目） 

初期研修終了後、まず一年間は大学病院での研

修を行います。先輩医師と共に病棟患者を担当

し、外来では初診患者の予審をとり診察に陪席

します。カンファランス、症例検討会、クルズ

ス、勉強会なども定期的に行われ、幅広い知識

を身につけることができます。 

 

 

2）後期研修 2~3 年目（卒後 4~5 年目） 

 四国内（主に徳島県内と香川県内）の関連病

院に派遣されます。基本的に指定医取得に必要

な症例を経験できる病院を研修先としており、

措置症例を含め指定医取得に必要な症例はおお

むね 3 年目までに経験することができます。関

連病院では、外来も病棟も一人で担当しますが、

困った時にはサポートしてくれる環境が整って

います。 

 

3）専門分野の研修と研究 

関連病院での研修後は全般的な臨床研修を継続しながらも、専門性を追求する時期となります。大学病

院での研修が基本ですが、それぞれの希望に応じて、学内基礎講座における研究、国内外他施設留学あ

るいは地域基幹施設での研修なども可能です。研究体制はかなり充実していると自負しております。 

 

 
4、徳島大学病院における研修の特徴 
 

研修では精神科医として精神科診療に必要な全般的な知識と技能を身につけることが目標となりま

す。そのために必要な精神医学的な診察法、診断法および 治療法に関する知識と技能を習得します。

丁寧で親切な指導体制をモットーとしており、先輩医師、指導医師がいつでもどんな相談にでも快く応

じます。また、看護師、臨床心理士、作業療法士、精神保健福祉士など様々な職種のスタッフとのチー

ム医療も大切にしています。医局内がいつも和やかで、教室員の仲が良いのも徳島大学精神医学講座の

特徴です。 

 

 

5、応募問い合わせ先  

研修説明会、病棟や外来の見学は随時受け付けています。興味のある方はお気軽にご連絡ください。

お待ちしております。 

 

卒後研修係：住谷さつき准教授 E-Mail：satsuki@clin.med.tokushima-u.ac.jp 

 

また、徳島大学病院の初期研修医募集は以下の日程となっております。 

一次募集締め切り 平成 25 年 8 月 2 日 （面接日 8 月 12 日） 

二次募集締め切り 平成 25 年 8 月 19 日（面接日 8 月 29 日） 

三次募集締め切り 平成 25 年 9 月 5 日 （面接日 9 月 15 日） 

 

初期研修係：渡部真也助教 E-Mail : wata-shin@clin.med.tokushima-u.ac.jp 

 

 

月 火 水 木 金

午前 外来 外来 外来 外来 外来

午後 病棟診察 病棟診察 病棟診察

夕 クルズス 臨床検討会 クルズス

回診
新患紹介
症例検討
医局会

病棟診察

卒後の専門医研修

初期臨床研修2年間

大学病院での研修

関連施設精神科

臨床研修継続、
指定医、専門医、専門分野、

大学院、留学

卒後3年目

4-5年目

卒後2年

卒後5－10年

mailto:satsuki@clin.med.tokushima-u.ac.jp
mailto:wata-shin@clin.med.tokushima-u.ac.jp


愛媛大学大学院医学系研究科 精神神経科学講座 

 
Department of Neuropsychiatry, Ehime University Graduate School of Medicine 

 

〒791-0295 愛媛県東温市志津川 

TEL: 089－960－5315 FAX: 089－960－5317 

問い合わせ電子メール（堀内助教）matsufu@m.ehime-u.ac.jp 

ホームページ http://www.m.ehime-u.ac.jp/school/neuropsychiatry/ 

 

 

1、教室の特徴  
愛媛大学医学部の理念「患者から学び，患者に還元する教育・研究・医療」のもと、教育・研究

体制を引いています。愛媛県に唯一の医育機関として、小児から高齢者まで幅広い層の精神疾患患

者の治療に関わっています。カンファレンスでの、どの症例にも誰でも発言できるアットホームな

環境は、どこの教室にも負けないものだと思っています。県内のほとんどの医療機関が関連病院で

あり教室出身の医師が勤務しているため、互いに顔が見える関係であり、風通しがいいのも特徴の

一つです。自由な環境から多くの先生方が巣立っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2、スタッフ  
 
教授   上野 修一 

准教授  谷向 知  

講師   森 崇明（外来医長） 

助教   堀内 史枝（医局長）、松本 光央（病棟医長）、園部 直美、清水 秀明、新谷 孝典 

安部 賢郎、見山 芳隆 

医員   川添 康一郎 

大学院生 越智 紳一郎、森 蓉子、河邉 憲太郎、吉田 卓、石丸 喬士、吉野 祐太、山崎 聖広 

 

 

mailto:matsufu@m.ehime-u.ac.jp
http://www.m.ehime-u.ac.jp/school/neuropsychiatry/


3、研修プログラムの概要と特徴  
 
各々の研修プログラムは最終的には相談により決定します。初期に身に着けるべき精神医学の基本的

技能の獲得のため、稀な器質性精神障害、小児思春期、身体合併症などの大学病院以外では対応が難し

い症例を経験するため、当初の 1 年間は大学病院で研修します。 

 

１）じっくり実地臨床コース 

大学病院勤務（1 年間）→関連病院勤務（1～2 年間を一単位として移動）→大学病院（大学院進学、専

門医の取得など） 様々な経験ができるように、できるだけ総合病院と単科精神病院の双方が経験でき

るようにプログラムを組んでいます。 

２）まず研究したいコース 

大学病院での研修（1 年間）→大学院（4 年間） 医学博士を取得後、研究の継続のため、留学をおす

すめしています。 

 

精神保健指定医、日本精神神経医学会専門医の取得を研修の一区切りとしていますが、研修開始後 10

年間で将来の方向性を決めてもらうようにしています。 

 

4、研修プログラムの特徴  
 
大学病院では、経験年数や専門性の異なるチーム制で主治医として患者の治療にあたります。チーム

内での小検討会のほか、全体での検討会、回診により治療方針を確認します。クロザピン療法や修正型

電気けいれん療法などの手技を経験できます。他診療科の医師との連携・協力の取り方の他、看護師、

臨床心理士、精神保健福祉士などと多職種で治療する基本を学びます。前期研修医や学生の指導に関わ

り、教育が学びに通じることも経験します。勉強会（ジャーナルクラブ、臨床検討会など）は毎週、関

連病院との症例検討会、外部講師を招いた定期的な講演会を行っています。関連病院等（総合病院と精

神科単科病院、精神保健関連行政機関）では、OB 医師の指導の下、多くの症例を経験できるのが、大

学外の研修の魅力です。もちろん、地域に根付いた精神科医療に関わる経験は、将来への大事な財産で

す。研究グループとして、神経化学、神経心理・老年精神医学、児童青年期精神医学の 3 つを柱として

いますが、それぞれが独立せず、お互いに乗り入れ研究しているのが我々の教室の特徴です。研修中の

国内外への留学についても柔軟に対応しています。自分の臨床技能を確認するため、学会総会に積極的

に参加することを推奨しており、研修の一環として発表も行います。精神保健指定医は精神科研修 3 年

で獲得できます。日本精神神経学会、日本臨床精神薬理学会、日本老年精神神経学会、日本児童青年期

精神医学会の専門医・認定医の取得が可能です。 

 

 

4、応募問い合わせ先  
応募に当たっては、医局長堀内に連絡ください。見学・面接は適宜対応します。相談のみでも結構で

す。ぜひお声かけ下さい。なお、12 月末日を研修申込み締め切りとしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



香川大学医学部 精神神経医学教室 

 
Department of Neuropsychiatry, Faculty of Medicine, Kagawa University  

 

〒761-0793 香川県木田郡三木町池戸 1750-1 

TEL: 087-891-2167  FAX: 087-891-2168 

卒後研修係：中村 祐 教授 E-Mail：yunaka@med.kagawa-u.ac.jp 

 

 

1、教室の特徴  
当教室は、認知症から児童・思春期（摂食障害を含む）、睡眠障害、緩和ケアなど殆ど全ての精

神科の領域をカバーして診療を行ってします。その為、短期間の大学附属病院での研修で、多くの

症例を経験することが可能であり、また、ほとんど全ての精神科領域の技術をマスターすることが

可能です。また、助教や医員として働きながら、大学院に在籍することが可能です。 

 

現在主に取り組んでいる研究分野は以下のようになります。 

1）認知症の治験推進：実際に国際共同試験を含めた認知症の臨床治験を行っています。 

2）睡眠の研究：これは、主に新野教授が行っている研究であり、認知症における睡眠構造やそれ

に影響を与える薬剤に関する研究を行っています。 

3）骨粗鬆症の精神疾患の研究：認知症を含む精神疾患患者においては、寡動、偏食、高齢化など

の要因から骨粗鬆症が併存すると考えられ、骨密度計を購入し、基礎データ収集を行っていま

す。 

4）糖尿病における末梢神経障害の研究：香川大学工学部澤田秀之教授が開発した微小振動装置（無

侵襲）を用いて、糖尿病における末梢神経障害についての研究を進めており、現在、小型化し

た装置が完成しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

（当日撮影に参加できなかった医局員は 5 名です） 

 

 

2、スタッフ  
 
教授    中村祐（科長）、新野秀人（地域連携精神医学所属） 

講師（学内）安藤延男、熊宏美 病院助教 森崇洋 助教 横井正、今井秀記、石原さやか、福本修平 

松村義人（地域連携精神医学所属）、篠原朝美（臨床心理士） 

特命助教  石川一朗、檀上園子 

医員    檀上淳一、木戸瑞江、樋笠直哉、野口勝宏、関彰吾 

mailto:yunaka@med.kagawa-u.ac.jp


精神保健福祉士 森（地域連携精神医学所属）非常勤臨床心理士 2 名 

3、研修プログラムの概要  
 

基本は、卒後 5 年後に 精神保健指定医 の申請を目指します。以下が基本コンセプトです。また、大学

附属病院で研修することにより、精神科専門医に必要な知識も同時に研修します。また、大学院生とな

る場合も並行して、医員などの立場で上記の専門医に必要な研修を行うこととしています。また、日本

老年精神医学会専門医などを取得することも可能であり、児童・思春期の症例経験なども可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4、研修プログラムの特徴  

 
香川大学附属病院では、病棟主治医として、また、外来主治医として診療を行い、指導医による丁寧

な指導やカンファレンスを通して、精神科で行う全ての分野（統合失調症、気分障害、以外に、認知症、

睡眠障害、緩和医療、摂食障害を含む児童・思春期医療）を経験することが可能です。当大学附属病院

では、後期研修初期（1 年目）より、病棟主治医と以外に、外来診療を行って頂くことが最大の特徴で

す。外来診療において、初診患者の診療を行うことにより、より積極的な経験を積むことが可能です。

外来診療や他科へのリエゾン往診は、上級医に直接指導を受けることもできます。このような積極的な

診療への参加により速やかに精神科医としての経験値を増やすことが可能です。 

 

 

5、応募問い合わせ先  

研修説明会、病棟見学等を行っていますので、随時お問い合わせください。 

医局秘書：大高 address: ohtaka@kms.ac.jp 087-891-2167(dial-in) 

 
 
 
 

 

 

 

1～2 年間は、精神科病院での研修 

（措置入院症例が期間内に確実に取れる病院へ派遣、 

 香川県内、もしくは県外の精神科病院） 

1～2 年間は、大学附属病院（半開放・精神病床）で 

リエゾンを含めた総合病院の臨床研修 

（症状精神病、思春期などの医療保護入院症例を経験する） 

mailto:ohtaka@kms.ac.jp


産業医科大学 精神医学教室 

 
Department of  Psychiatry,University of Occupational and Environmental Health Japan 

 

〒807-8555 福岡県北九州市八幡西区医生ヶ丘 1-1 

TEL: 093-691-7253 FAX: 093-692-4894 

堀 輝（医局長・学内講師） e-mail: hori-h@med.uoeh-u.ac.jp 

URL: http://www.uoeh-u.ac.jp/kouza/seisin/intro_j.html 

 

 
1、教室の特徴  
産業医科大学は福岡県北九州市に位置し、産業医の育成と産業医学の振興を目的に昭和 53 年

（1978 年）に設立された目的大学です。全国の医学部の中では歴史は浅いですが、既に多くの産

業医や研究者を輩出し、企業はもとより多くの関連機関で高く評価されています。また、大学病院

として北九州市の拠点病院として地域医療を幅広く支えています。そのような大学の特色もあり、

当教室では、基本的な精神医学の研修に加えて、産業精神医学の研修が可能なことが特徴です。現

在、産業医学の現場では、メンタルヘルスの問題が大きな課題になっており、精神医学および産業

医学の知識・経験を備えた産業医が必要とされています。実際に、当教室出身者が、全国の産業保

健現場で活躍しています。精神科臨床医としても年間 1500 人を超える新患や地域連携などにも力

を入れています。精神保健指定医、日本精神神経学会専門医や学位取得も可能な指導体制をとって

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

mailto:hori-h@med.uoeh-u.ac.jp
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2、スタッフ  
教授      中村 純 教授、吉村 玲児 診療教授 

准教授    新開 隆弘  

学内講師  堀 輝（医局長）、杉田篤子 

助教      中野和歌子（外来医長）、山田健治（病棟医長） 

香月あすか、阿竹 聖和、西井 重超 

その他    専門修練医 11 名 社会人大学院 1 名 

 

 

 

3、研修プログラムの概要  
後期臨床修練期間 4 年間の中で、最初の 2 年間で産業医科大学病院神経・精神科で臨床修練を 2 年間

行います。この期間で、最低 3 人の指導体制の下、精神科臨床医としての幅広い経験をつみます。その

後、1 年間、地域の関連精神科病院での修練を行います。残りの 1 年間は、再び大学病院での後期研修

医としての後進の指導にもあたりながら、後期研修の仕上げを行うとともに、精神保健指定医取得、日

本精神神経学会専門医の取得も行います。 

上記は標準的な研修の経過になりますが、可能な限り、個人の希望には応じています。他大学出身の

方への数年間の産業精神医学を視野に入れた研修や、産業医の数年間の精神科研修などにも対応してい

ます。また、近年の女性医師増加に対応し、育児休暇や保育所の確保にも医局全体で支援を行っていま

す。 

 

＜取得認定医・専門医制度＞ 

産業医ディプロマ(産業医学基本講座)、精神保健指定医、日本精神神経学会専門医、日本臨床精神神経

薬理学専門医 、日本老年精神医学会専門医 

 

 

 

4、研究グループ  
 当教室には、現在、(1)産業精神保健、(2)分子・画像・薬理、(3)分子遺伝学の大きく 3 つの研究グル

ープがあります。希望に応じ、大学院に進学または臨床修練の傍ら研究活動を行います。基礎医学との

交流もありますので基礎研究室での研究も可能です。大学院 4 年間で学位論文を作成し、卒業時までに

医学博士の取得がほぼ可能です。なお、大学院に行かない場合でも学位取得は可能です。 

 

 

5、応募問い合わせ先  
随時見学などは受け付けておりますので、お気軽にお問い合わせください。 

医局長 堀 輝: hori-h@med.uoeh-u.ac.jp  医局直通: 093-691-7253 

 

教室の詳細は、教室のホームページも是非ご覧いただければと思います。 

http://www.uoeh-u.ac.jp/kouza/seisin/intro_j.html 
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九州大学大学院医学研究院 精神病態医学 

 
Department of Neuropsychiatry, Graduate School of Medical Sciences, Kyushu University 

 

〒812-8582  福岡市東区馬出 3-1-1 

TEL: 092-642-5622    FAX: 092-642-5644 

講座 HP：http://www.med.kyushu-u.ac.jp/psychiatry/ 

後期研修担当: 中尾智博 講師（医局長）E-mail: tomona@npsych.med.kyushu-u.ac.jp 

 

 

1、教室の特徴  
九州大学精神科は、講座開設以来 100 年を超える歴史と伝統をもち、精神医学の発展に大きな功

績を残してきました。現在も神庭重信教授の指導の下、日本の精神医療を牽引する存在として医局

員は臨床から研究に至る幅広い領域で活躍しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

2、スタッフ  
【精神科】 

教授    神庭 重信（科長） 

准教授   川嵜 弘詔 

講師    鬼塚 俊明、中尾 智博（医局長） 

助教    本村 啓介（診療講師）、光安 博志、三浦 智史（診療講師、外来医長） 

      實松 寛晋、宮崎 恭輔（病棟医長）、小原 知之 

医員    石坂 望（臨床助教）、山田 聖 、畑部 暢三、和佐野 聡一郎、宇佐美 貴士、北島 和俊

品川 誠、貫 香織 

技官１名、精神保健福祉士 2 名、臨床心理士 3 名、作業療法士 2 名 

 

【子どものこころの診療部】 

診療部長  神庭 重信 

特任教授  吉田 敬子 

特任講師  山下 洋 

医員    香月 大輔 

 

【先端融合医療レドックスナビ研究拠点】 

特任准教授 加藤 隆弘 

 

【大学院生】 

柴田 茂、柳田 諭、中村 一太、岡田 佳代、佐藤 美那、勝木 聡美、小原 尚利 

本田 慎一、平岡 健太郎、山内 佑允、早川 宏平、磯村 周一、猪狩 圭介、久我 弘典、

桑野 真澄、下川 憲宏  佐藤 仁哉  三ヶ田 智弘 

http://www.med.kyushu-u.ac.jp/psychiatry/
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3、研修プログラムの概要  
 

A: 精神科専門医養成コース 

後期研修では、大きくわけて高度精神科医療施

設、総合病院精神科、単科精神科病院という 3

種類の医療現場を経験する。このことによりま

ず精神科医療全般に渡る技能をもれなく習得

し、同時に専門医、あるいは精神保健指定医の

受験資格を満たす。 

1 年目：高度精神科医療施設でレジデントとし

て勤務し、主として重度の急性期入院患者の診

断と治療を習得する。 

2 年目：総合病院精神科でレジデントとして勤

務し、主として外来精神医学、リエゾン精神医

学を修得する。 

3 年目：高度精神科医療施設、総合病院精神科、

単科精神科病院に勤務し、一般精神医学を更に

修得する。 

 

B: 児童精神医学認定医習得コース 

下記の診療施設・臨床経験を積むことにより、後期研修医の後の 3 年間で必要な症例や経験など認定医

の受験資格を満たすことになる。 

1 年目; 九大病院精神科、児童思春期ユニットに入院する患者の入院治療、子どものこころの診療部で

の新患診察による初期診断評価と治療プラン作成等の臨床トレーニング。ロンドン大学ディプローマ・

コースに準拠した児童精神医学の包括的なレクチャー 。 

2 年目；診療部外来患者の担当医として治療に従事。ケース・レポートと臨床カンファレンスでのプレ

ゼンテーション。院内小児医療センター・総合周産母子センターとのリエゾン業務。子どものこころの

診療部の臨床研究への参加。  

3 年目；下記の児童精神科関連機関での診療従事・多職種連携による臨床経験。 

 

C：大学院 

大学院大学である九大精神科では、精神医学者を養成するために、大学院進学を奨励している。大学院

は最低一年間の研修後に進学することができる。臨床大学院へ進む者は、一定時間臨床に従事すること

ができ、この時間は、精神保健指定医及び日本精神神経学会専門医申請に必要とされる臨床従事期間と

して算定される。 

 

4、研修プログラムの特徴  
 
九大精神科における後期研修プログラムでは、精神医学の幅広くかつ高度の専門性を習得することを目

標としている。教室には、これらの専門性を有する指導教員・研究室が揃っている。また各種専門性を

有する教育関連施設と緊密な連携体制を有しており、後期研修医は、教室ならびに教育関連施設におい

て、高度の専門性を習得することができる。原則として 5 年間で精神科後期研修を終了する。研修１～

3 年目には、十分な一般精神医学の知識と経験を身につけ、4～5 年目には、サブスペシャリティーを習

得する。精神保健指定医や日本精神神経学会専門医をはじめとする各種資格の取得を目標とする。 

 

5、応募問い合わせ先  
九大精神科教室では平成 26 年度入局希望者を対象に、1 日見学（病棟・外来・デイケア・各研究室）

を受入れております。見学は基本的に木曜日をお薦めしていますが、相談に応じます。 

ご希望の方は下記連絡先までお問い合わせ下さい。  

 ＜連絡先＞九州大学大学院医学研究院精神病態医学 医局長室   

TEL：092-642-5622 (直通)・E-mail: 中尾智博（医局長）tomona@npsych.med.kyushu-u.ac.jp 
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福岡大学医学部 精神医学教室 

 
Department of Psychiatry, Faculty of Medicine, Fukuoka University  

 

〒814-0133 福岡市城南区七隈 7 丁目 45－1 

TEL: 092-801-1011（ex.3385）FAX: 092-863-3150 

入局案内担当 医局長 田中謙太郎 E-mail : kentanaka@adm.fukuoka-u.ac.jp 

 

 
1、教室の特徴  
福岡大学精神医学教室は、患者さんと向かい合う臨床を重視した精神医学教室として、特に全国

的に知られています。臨床力を第一として、研究、教育もできるバランスのとれた精神科医の養成

と、患者さんを治せる人間性豊かな精神科医を目指して多くの教室員が努力しています。 
研究部門も、精神療法、認知症、臨床精神薬理、児童思春期、統合失調症、性同一性障害、スポ

ーツ精神医学、自殺予防、緩和ケアなど、充実しています。 

 教室の雰囲気は、比較的若い先生が多いために自由で活発な雰囲気で、休み時間には笑い声が絶

えません。教室を引っ張る若手の先生は、新たな取り組みをしていくことにやりがいを感じており、

全員が一つにまとまってがんばっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2、スタッフ  
 
主任教授 西村良二  

准教授  尾籠晃司  

講師   松下満彦（副外来医長）講師：吉田公輔（デイケア医長）  

講師   内田直樹（外来医長）  講師：衞藤暢明（副病棟医長）  

助教   田中謙太郎（医局長）  助教：縄田秀幸（病棟医長） 

助教   本田洋子（副医局長）  助教：上田伸英（副病棟医長） 
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3、研修プログラムの概要  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 
 
4、福岡大学病院における研修の特徴  
当教室では精神分析、臨床精神薬理、デイケアによる社会復帰活動といった精神科臨床に重きを置い

てきました。3 年間の後期研修においては、精神科専門医としての高度な知識と態度を習得すること、

すなわち患者の人権の尊重，生物-心理-社会-倫理的な幅広い知識とバランスのとれた態度や技能を獲得

し、将来にわたって研鑽を続けていく精神科医を育成したいと考えています。 

基本的指導体制 

個別の後期臨床研修指導医、コンサルタントと呼ばれる上級医が割り付けられる 

週 1 回 1 時間程度のコンサルテーションが行われる（内容は自由で学会発表の指導等） 

後期臨床研修医勉強会 

後期臨床研修医での症例カンファンレンスと研究報告、クルズス（年間約 15 回行われる臨床に関連

した系統講義） 

精神療法スーパービジョン 

 
 
5、応募問い合わせ先  
医局説明会も随時行う予定です。病棟見学も可能です。 

まずはメールもしくはお電話で、お気軽にご連絡下さい。（応募締切：平成 25 年 12 月中旬ごろ） 

連絡先）医局長：田中謙太郎  E-mail ：kentanaka@adm.fukuoka-u.ac.jp 

 

 

 

 
 

 

 

1  年次研修（基礎研修）

 1 年次は、統合失調症、感情障害、認知症の

治療と精神科救急を研修します。当院のデイ

ケアなど精神科リハビリテーションにも積極

的に参加します。年度末の研修発表をもって 1

年次研修とします。 

2  年次研修（他施設を含む）

 2 年次は、精神科臨床の幅を広げ、地域保健

や神経症性障害なども含みます。年末年始研究

会で、日々の臨床・研究の成果を発表します。

希望があれば、精神分析的グループスーパービ

ジョンに参加できます。 

3  年次研修（総合研修）

 パーソナリティ障害、摂食障害、難治性の統

合失調症、気分障害などのマネージメントを研

修します。リエゾンコンサルテーションにも積

極的に関わり、他科に入院中の患者を診察しま

す。専門医のためのレポートも作成します。 

福岡大学病院での基礎研修 
病棟での患者を担当・デイケア研修・外来予診とり 

コンサルタントと指導医による評価 

コンサルタントと指導医による評価 

2 年次研修目標選択 

研修協力施設、または福岡大学病院での研修 

福岡大学病院での総合研修 

精神科専門医、精神保健指定医 

3 年次研修目標選択 
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久留米大学医学部 神経精神医学講座 

 
Department of Neuropsychiatry Kurume University School of Medicine 

 

〒830-0011 久留米市旭町 67 

TEL: 0942-31-7564  FAX: 0942-35-6041 

E-mail : kurumepsy@med.kurume-u.ac.jp 

 

 
1、教室の特徴  
昭和 4 年（1929 年）に王丸勇先生が初代教授に就任し開設された伝統のある講座です。 

「臨床と研究のバランスを重視し、様々な精神疾患に臨機応変に対応できる精神科医を育成していくこ

と」をモットーにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2、スタッフ  
 
教授  内村直尚（久留米大学神経精神医学講座）、森田喜一郎（高次脳疾患研究所） 

辻丸秀策（久留米大学文学部）、福山祐夫（久留米大学文学部） 

准教授 前田正治（久留米大学神経精神医学講座）、三木浩司（久留米大学神経精神医学講座） 

恵紙英昭（久留米大学医学部先進漢方医学講座）、橋爪裕二（久留米大学神経精神医学講座）  

講師  小路純央（久留米大学神経精神医学講座）、富田克（教育連絡主任） 

内野俊郎（デイケア医長）、大江美佐里（健康スポーツ科）  

助教  山田英孝（医療センター）、小鳥居望（病棟医長）、近間浩史（副病棟医長） 

安元眞吾（外来医長）、森圭一郎（医局長）、小城公宏（副医局長） 

 

他 70 名 
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3、研修プログラムの概要  
 
専門医研修は精神保健指定医取得までの期間とし、最短で 3 年間とします。 

卒後前期研修 2 年修了後 

↓ 

久留米大学病院 精神神経科病棟で 1～2 年間の後期研修 

最初の 1～2 年間は久留米大学病院精神神経科病棟において研修を行います。多くの指導医の元、一般

的な精神疾患のみならず PTSD や児童思春期症例まで幅広い疾患の治療を学び、看護系、臨床心理士、

作業療法士、精神保健福祉士などとつくるチーム医療を実践しその中心としての精神科医の役割も学び

ます。また大学病院としては数少ない精神科デイケアを持ち、外来、病棟、デイケアの連携による急性

期治療から中長期のリハビリテーションまでを実践を通して学ぶことが出来ます。更にコンサルテーシ

ョン・リエゾン活動、重症の合併症治療などを通して、総合病院でなければ行えない全人医療の実践を

学びます。 

     ↓ 

関連病院での研修  

精神保健指定医の取得とともに地域医療や精神科領域の高齢者医療などについて学ぶ機会を得ます。 

     ↓ 

大学病院帰学後  

病棟指導医、外来担当医となり後輩の指導にあたったり、専門研究グループに所属し臨床研究をしたり

します。また、基礎系の大学院に入り基礎研究をすることも可能です。 

 

 

 

4、研修プログラムの特徴  
 
① 「こころの時代」「脳の時代」と言われる 21 世紀にこころや脳の問題に広く対応出来る幅広い視野

と対応力を身に付けた、チーム医療の中心となれる優れた精神科医の育成に力を注いでいます。急性期

治療病棟、デイケア、コンサルテーション・リエゾン活動など大学病院としては比類なき多彩で複合的

な研修環境を提供します。 

② 後期研修医に対する勉強会として、精神科総論、感情障害、精神療法、薬物療法、コンサルテーシ

ョン・リエゾン、統合失調症、漢方精神・緩和ケア、脳波検査、睡眠障害、てんかん、認知症、小児（思

春期）精神医学、精神保健福祉、リハビリテーション、心理検査・カウンセリングの講義を行なってお

ります。専門性の高い講義であり、後期研修医の基礎となっております。 

③ 年間を通して、学内を中心とした各研究グループの研究会や同門会員を中心としたセミナー及び集

談会、そして福岡県の 4 大学精神科の集談会、地域での講演会などを積極的に行い、個人の知識やスキ

ルの向上は勿論のこと他科の先生方や同門の先生方との交流できる機会を数多く提供し、最新の情報を

共有し精神医学の発展に努めています。 

 

 

5、お問い合わせ  
医局見学や病棟見学などを行なっておりますので、随時お問い合わせください。 

〒830-0011 久留米市旭町 67 

TEL： 0942-31-7564     

FAX： 0942-35-6041 

E-mail : kurumepsy@med.kurume-u.ac.jp 
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長崎大学大学院医歯薬学総合研究科  

医療科学専攻展開医療科学講座精神神経科学教室 
 
Department of Neuropsychiatry,Unit of Translational Medicine  

Nagasaki University Graduate School of Biomedical Sciences 

 

〒852-8501 長崎市坂本町 1 丁目 7-1 

TEL  095-819-7293  FAX  095-819-7296 

E-mail: nagasaki-unihos-psy@hotmail.co.jp 

 

 

1、教室の特徴  
1907(明治 40)年 、長崎医学専門学校の内科から独立。精神神経科教室の目標として、「教室員の

多様な可能性を共有し、それをサポートする凝集力のある集団であり、精神医療に対するスティグ

マ(偏見)を是正し、患者さんの生活の向上を目指す集団であること」とする。1979 年には世界保健

機構(WHO)から「機能性精神病に関する WHO 研究協力センター(1989 年、精神保健の研究・訓練

のための協力センターと改称)」の正式指定を受け、国際共同研究に道を開くなど、我が国の西洋医

学の黎明期を支えた長崎らしい活動も展開している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

2、スタッフ  
 
教授      小澤寛樹（科長） 

准教授     今村 明（副科長）、黒滝直弘（認知症疾患センター担当） 

講師      木下裕久 （医局長） 

助教      小野慎治（外来医長）、杉本 流（病棟医長）、久保達哉（病棟指導医） 

医員      三宅 通、鬼塚芙美、橋口知幸、山口尚宏 、田中大三、吉田真太朗 

加藤慎介、岩永 健 

研修医     大橋愛子、松坂 雄亮 

臨床心理士   福田和久、峯 有一、船本優子 

心理士     岩倉由佳、楠本優子、中澤紀子 

精神保健福祉士 池井ありさ 

社会福祉士   増田瑶子 

大学院生    金替伸治、山田聖剛、野中俊輔、森本芳郎、茅野龍馬 
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3、入局までの流れ  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4、初期臨床研修 「精神科特化コース」  
 
初期臨床研修期間から、精神科を中心としたローテートを組むことが可能。 

●後期臨床が始まる 3 目より、精神科の一員として地域医療に貢献できる。 

●司法精神医学、児童思春期精神医学、臨床精神薬理学、老年精神医学、リエゾン精神医学、緩和ケア、

行政福祉関連、政策精神医学など、学べる領域が多彩。 

●韓国キョンヒ大、独ビュルツブルク大、上海交通大学、WHO ジュネーブ精神科部門等短期留学 

 

 

5、後期臨床研修  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



熊本大学医学部 神経精神科 

 
Department of Neuropsychiatry, Faculty of Life Sciences, Kumamoto University 

 

〒860-8556 熊本市中央区本荘 1-1-1 

TEL: 096-373-5184   FAX: 096-373-5186 

Email: neuropsy@fc.kuh.kumamoto-u.ac.jp 

 

 

1、教室の特徴  
当教室は 1904 年開講の歴史ある教室で、平成 12 年に開講 100 周年記念祝賀会を開催すると共

に記念誌を発刊しています。代々、統合失調症やアルツハイマー病の脳病理、水俣病や三池炭塵爆

発のフィールドワークなどで沢山の業績を残しており、伝統的に生物学的な精神医学を柱としてい

ます。平成 19 年からは第７代教授として池田学が着任し、現在は、脳の働きについて日々明るく

賑やかにディスカッションしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2、スタッフ  
 

教授      池田学 

講師      藤瀬昇、橋本衛、福原竜治 

助教      城野匡、石川智久、矢田部裕介、遊亀誠二、西良知 

医員      菊川弘樹、小田倫子 

新入医局員   森枝悟、日高洋介、徳山祥音、佐久田静、吉村裕子 

大学院     松崎志保、露口敦子、田中響、畑田裕、（社会人コース）6 名 

臨床心理士   一美奈緒子、松下正輝、矢野宏之 

精神保健福祉士 小嶋誠志郎、田中希、丸山貴志（社会福祉士）、四郎園綾子、小山明日香 

作業療法士   村田美希、堀田牧 

言語聴覚士   北村伊津美 

認知症看護認定看護師 板橋薫 

 

後期研修医（関連病院ローテーション中）13 名 
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3、研修プログラムの概要  
 

臨床と研究の基礎的知識を習得する。主に入院患者の担当となるが、希望に応じて外来診療、専門外

来への参加も可能。後期研修 4 年（卒後 6 年）目には厚生労働省の定める精神保健指定医、日本精神神

経学会専門医、日本老年精神医学会専門医、日本認知症学会専門医などの資格取得ができるプログラム

を用意している。研究としては、神経心理学、認知症の疾患別ケアの開発、老年期うつ病と自殺予防に

関する地域縦断研究、発達障害に関する疫学的研究、光トポグラフィー検査を用いた認知症早期診断に

関する研究などを行っている。 

 
 
4、研修プログラムの特徴  
 
県内唯一の大学病院であり、急性期・慢性期の精神病性障害、気分障害、認知症などの器質性精神障

害、神経症性障害、児童・思春期の精神疾患、コンサルテーション・リエゾン精神医療など豊富な症例

が経験できる。12 名の常勤コメディカルスタッフ（心理士 3 名、精神保健福祉士 4 名、社会福祉士 1

名、作業療法士 2 名、言語聴覚士 1 名、認知症看護認定看護師 1 名）と共に充実した精神科チーム医療

を展開している。熊本県からは認知症疾患医療センター（基幹型）と高次脳機能障害支援センターの指

定を受けており、認知症および高次脳機能障害、シルバーうつ、児童・思春期の各種専門外来を開設し

て診療を行っている。また、一方、県内外に多くの関連病院（下記ホームページを参照）を有し、診療

および教育において緊密に連携を取り合っており、精神保健指定医および日本精神神経学会専門医の取

得に必要な症例は入局後 3 年間で十分に経験できる 

 

【当科施設の学会認定状況】 

 

・日本精神神経学会精神科専門医研修施設 

・日本老年精神医学会専門医研修施設 

・日本認知症学会専門医教育施設 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

【主な後期研修関連医療施設】 

 

 
5、応募問い合わせ先  
ご興味のある方は、当教室ホームページ（http://www.kumamoto-neuropsy.jp/）をご覧いただき 

いつでもご連絡ください。お待ちしています。 

 

 

病院名 所在地 規模 特色 

熊本県立こころの医療センター 熊本市 150 床 精神科専門病院 

熊本医療センター精神科 熊本市 50 床 総合病院精神科 

国立病院機構菊地病院 熊本県合志市 210 床 精神科専門病院 

国立病院機構肥前精神医療センター 佐賀県吉野ヶ里町 620 床 精神科専門病院 

http://www.uoeh-u.ac.jp/kouza/seisin/intro_j.htm


宮崎大学医学部 臨床神経科学講座精神医学分野 

 
Department of Psychiatry, Faculty of Medicine, University of Miyazaki 

 

〒889-1601 宮崎県宮崎市清武町木原 5200 

TEL: 0985-85-2969 FAX: 0985-85-5475 

卒後研修係：林 要人 准教授 E-Mail：yshih@med.miyazaki-u.ac.jp 

 

 

1、教室の特徴  
宮崎大学医学部臨床神経科学講座精神医学分野は 1977 年に開講した比較的歴史の浅い教室です

が，開講以来自由闊達な気風を大切にし，臨床，研究，教育に取り組んでいます。臨床の分野では，

物忘れ外来，がん対策基本法に基づく院内の緩和ケアチーム，修正型電気痙攣療法 m-ECT 

(modified-electroconvulsive therapy)が特徴として挙げられます。また自殺率の高い本県の自殺防

止の啓発活動や，東日本大震災に伴うストレス性疾患に対するアウトリーチ活動，口蹄疫・鳥イン

フルエンザ・新燃岳噴火と本県で続いた自然災害に伴うストレス性疾患の調査やアウトリーチ活動

も積極的に行っています。また精神鑑定などの司法精神医学においても，司法関係者への相談・助

言を継続して行っています。 

研究の分野では「臨床と乖離しない研究」を前提とし，石田 康教授を中心とする行動生理グループ，

林 要人准教授を中心とする認知症グループその他で基礎及び臨床研究を行っています。統合失調症患

者の体重増加に対してセルフモニタリングに関する研究，非定型抗精神病薬に変更した統合失調症患者

の認知機能に関する研究，抗うつ薬をはじめとする向精神薬の慢性疼痛の緩和作用に関する研究，抗精

神病薬の「のみ心地」に関する調査研究も並行して行われています。心理士 2 名を診療担当教官として

配置し，臨床分野のみならず研究分野でも多くの業績に貢献しています。また宮崎大学名誉教授（神経

科学領域）の西森 利數先生も在籍し，教室員の研究の指導にあたっています。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2、スタッフ 
教授    石田 康 (科長)，武田 龍一郎 (安全衛生保健センター所属) 

准教授  林 要人 (医局長) 

講師    安部 博史（心理） 

助教    直野 慶子，船橋 英樹，蛯原 功介（病棟医長），宇田川 充隆（外来医長） 

三好 良英(卒後臨床研修センター所属)，倉増 伸二，松尾 寿栄（心理） 

医員    倉増 亜紀，小金丸 剛，吉村 清太，新甫 知絵 

大学院生（博士課程） 藏元恵里子，船橋 英樹，倉増 亜紀，小金丸 剛，保田 和哉 

 

mailto:yshih@med.miyazaki-u.ac.jp


3、研修プログラムの概要  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A:精神科専門医・精神保健指定医コース（臨床医基本コース）  

入局後，精神保健指定医取得に必要な精神科での臨床経験を約3年間で積みながら，精神科専門医・

精神保健指定医の取得に必要な症例経験を経験します。精神保健指定医・精神科専門医取得後には，精

神科医としての経験を積みながら，さらに老年精神医学会専門医や日本医師会認定産業医などの資格を

取得していきます。 

B: 博士（医学）取得コース（研究志向コース）  

研究に興味を持つ医師に対しては上記の専門医取得のための臨床経験を積みながら医学獣医学科大

学院（博士課程）に入学し博士（医学）を取得する医師もおり，教室を挙げて指導・サポートをしてい

ます。  

 

4、宮崎大学医学部附属病院精神科における研修の特徴  
 卒後教育では，研修医期間終了後に入局という形をとり，精神保健指定医の取得を目指して症例を経

験しながら，本人の希望を勘案して大学院進学し博士号の取得，大学病院勤務，関連病院精神科での勤

務などのコースがあります。当教室では，複数の指導医による丁寧な指導，カンファレンスにおける診

断・治療の検討の指導を受けることができます。大学病院は開放病棟と閉鎖病棟を持つ総合病院精神科

でもあり，外来，入院，緩和ケアを含む他科へのリエゾン往診などの場を通じて精神科専門医になるた

めに必要な多種多彩な症例を経験することができます。地域医療に貢献するため本院以外の地域病院で

の研修も同時に行います。医局員は本学出身者のみならず本学以外の大学出身者も多いです。また当科

における研修期間の中には国内や海外の研究機関に留学する機会にも恵まれています。 

 

5、応募問い合わせ先  
研修説明会，病棟見学等を行っていますので，随時お問い合わせください。 

連絡先：宮崎大学医学部臨床神経科学講座精神医学分野  

E-Mail：林 要人(医局長) yshih@med.miyazaki-u.ac.jp 

Tel: 0985-85-2969, Fax: 0985-85-5475 

 

 

 

 

 

 

 

大学病院精神科

大学病院精神科・関連病院精神科

精神保健指定医 取得

大学病院
（研究・教育・診療）

関連病院へ出向
大学院へ進学
（基礎研究・臨床研究）

日本精神神経学会

精神科専門医 取得
日本老年精神医学会

専門医 取得

日本医師会認定

産業医 取得

1-2年目（卒後3－4年目）

2-3年目（卒後4－5年目）

博士（医学）取得

mailto:yshih@med.miyazaki-u.ac.jp


鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 精神機能病学分野 

 
Department of Psychiatry, Kagoshima University Graduate School of Medical and Dental Sciences 

 

〒890-8520 鹿児島県鹿児島市桜ヶ丘 8 丁目 35-1 

TEL: 099-275-5346   FAX: 099-265-7089 

医局長 中村雅之講師  E-mail: seishin@m3.kufm.kagoshima-u.ac.jp 

 

 

1、教室の特徴  
教室が創設されて 60 数年を迎え、教育、研究、診療の 3 本の柱を中心とした県内唯一の医育機関です。

鹿児島県を中心とした南九州の精神医学・医療を担い、数多くの同門精神科医師を輩出しています。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2、スタッフ  

教授       佐野輝（科長）、赤崎安昭（医学部保健学科所属）、橋口知（教育学部所属） 

准教授     選考中、川池陽一（保健管理センター所属） 

講師       中村雅之（医局長）、小玉哲史 

助教       春日井基文（病棟医長）、楠本朗（外来医長）、肝付洋、富安昭之、 

特任助教   下洋央 

医員       石塚貴周、福田恭哉、林岳宏、前田冬海、高取由紀子、浦田結嘉、小城卓郎、深川裕子、

酒井明日美 

大学院生   有川英介、吉牟田泰史、塩川奈理、富安陽子、佐々木なつき、瀬戸下玄郎、出口晃子 

笠毛渓、梅原ひろみ、寺崎茜、崎元仁志、永田青海 

客員研究員 冨吉リカ、富永雅孝、倉野裕、森さつき、大毛葉子、永田美智子 

研修登録医 小田原直子、相良威一郎、木治屋浩、長谷純子、中山龍次郎、吉牟田千賀、坂口夏海 

吉田厳、鮫島稔弥、小城くみこ 

県立病院出向  

松久保秀幸、畑幸宏、伊地知明、長谷純子、川床貴史 

 

 

 

 

 

3、研修プログラム概要  

mailto:seishin@m3.kufm.kagoshima-u.ac.jp


 
当教室では入局後に、医員となるか、また大学院生として学位取得を目指すかの大きく２つの選択肢

があります。まず医員として診療に従事し、その後に大学院へ入学するのも可能であります。学位取得

を目指す医師は、希望に合わせて診療の負担を軽くし、研究に専念できる体制となっております。 

 その後も、状況や希望に応じて関連病院や公的機関への出向を行い、ゆたかな臨床経験を積みながら、

精神保健指定医や精神科専門医など希望する資格が取得できるようになっています。 

 また産休・育休などの相談にも柔軟に対応しています。毎年 3～4 名の医師は産休をとっており、女

医にも働きやすい環境となっております。 

 診療においてはグループ制をとっており（病棟案内参照）、診療などの相談はグループ員を中心に誰

にでも相談できるようなフレンドリーな職場であります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5、応募問い合わせ先  
研修説明会、病棟見学等を行 研修説明会、病棟見学等を行 っていますので 

随時 お問い合わせください。 

医局長 中村雅之 講師  E-mail: seishin@m3.kufm.kagoshima-u.ac.jp 
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